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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　乗客の皆みな様さまへ

　緊きん急きゆう開閉装置の使用は、必ず停車時に行おこなって下さい。

　列車走行中の扉とびらの開閉は、大変危険ですのでおやめ下さい。


アルディ鉄道　車内表示より













『ご乗車ありがとうございます』

　一等客車に、車内放送が流れる。

『まもなく、終点セファルト、セファルトです。お忘れ物のないようご注意下さい──』

　それを聞くなり、一人の少女がそっと座席から立ち上がった。

「つきましたわね……」

　身につけているのは、青色のドレス。袖そでや裾すそにレースがあしらわれているだけの、シンプルなデザインである。被かぶっている帽ぼう子しや嵌はめている手て袋ぶくろも、そのドレスに合わせてなのか、随ずい分ぶんと簡素だった。

　しかしそれでも、彼女からはある種の気品が滲にじみ出ている。元々身長が女性としてはかなり高い上に、背筋がぴんと伸のびているのが、その大きな理由だろう。

「どうしたのかね」

　彼女の向かいに座っていた男性が、怪け訝げんそうに訊たずねた。

　少女のやや地味な服装とは異なり、男性の格好は高級そのものだった。シルクハットからステッキまで、コートから革かわ靴ぐつまで、いずれも一級品である。──だというのに、男性の雰ふん囲い気きは、ダンディな紳しん士しとは程ほど遠とおい。

「ついたといっても、まだ駅ではないぞ」

　原因は、あまりに恰かつ幅ぷくの良すぎる体だった。ほとんど球形に近い体型が、全すべてを台無しにしてしまっており、ダンディな紳士ジエントルマンというより愉ゆ快かいな芸人コメデイアンのようにしか見えない。

「アレクサンドラ、聞こえているのか」

　不満も露あらわに、男性が言う。

「あ、いえ。何でもございません」

　慌あわてたように、少女が手をぱたぱたと振ふった。

「……まったく」

　少女を睨にらみ付けてから、男性は深い溜ため息いきをつく。

「こんなところに来てどうしようというのだ」

　続けて、窓の外に目を遣やる男性。

「こんな、何もないところに」

　──そこに広がっているのは、廃地ロストランド。無限に続いているように錯さつ覚かくしてしまう程に、ただ何もない空間である。

「この列車の質も最低だ。……食堂車がないのは百歩譲ゆずって我が慢まんするが、一等客車なのに専属の接客係もいないとはどういうことだ。コートのまま座席に座ると皺しわが──」

「あの、リッツストーンおじさま」

　ぶつぶつと不平をこぼす男性に、少女が立ち上がったままで話しかけた。

「自みずからの身分にふさわしい話し方をしないか。もし伯はく爵しやくの前でそんな話し方をしたら、わたしの面めん目ぼくは丸まる潰つぶれだぞ」

　すると、男性は少女を睨み付ける。

「失礼いたしました、マリト卿きよう」

　慌てて、少女が言い直した。

「……で、何なんだ。一体」

　マリト卿なる男性が問う。言こと葉ば遣づかいについてどうこう言う割に、自分の口のきき方はかなりぞんざいである。

「わたくし、少し気分転てん換かんに行きとうございまして……」

　おそるおそるといった様子で、少女が訊ねた。

「ふん」

　少女の言葉を聞くなり、マリト卿は鼻を鳴らす。

「仕方ないな。……おい、お前達。何人かついていけ」

　そして、窓の外に目を向けたまま言葉を続けた。

「はっ」

　すると、周りの座席でいくつもの気配が動く。

「かしこまりました」

　黒色で統一された略ス礼ー服ツ、同じく黒の色眼鏡サングラス。そんな出いで立ちの男達だ。

「妙みような輩やからを近づけるんじゃないぞ」

　男性が出した指示からしても、護衛、あるいは──監かん視し役といった感じである。

「あ、いえ、その。何と申しますか……」

　途と端たん、少女がおろおろし始めた。

「何だ。はっきり言わんか」

　舌打ちしそうな勢いで、マリト卿が促うながす。

「その、あの……」

　少し頬ほおを赤らめると、少女は俯うつむいてしまった。

「……ああ、そういうことか」

　深々と溜息をつくと、マリト卿は手を振る。行け、という合図なのだろう。

「はいっ。……では、失礼いたします」

　一応そう声を掛かけて、通路に出る少女。

　しずしずと落ち着いた雰囲気で歩くと、少女は連結部分へと入る。

　連結部分は、当然ながら客車よりも遥はるかに狭せまい。少女の立っている位置の両側には乗降用の扉が、正面には次の客車へとつながる扉が、それぞれ取り付けられている。次の客車への通路の途と中ちゆう、左側には何やら小部屋があった。

「ここ、でございますね」

　少女が向かったのは、その小部屋──要するにトイレだった。

　誰だれかいないか確かく認にんするように、周囲に視線を走らせる少女。連結部分の狭さからいって全まつたく必要ない行こう為いなのだが、少女は真しん剣けんそのものである。

　散々見回してから、ようやく納なつ得とくがいったのか、少女はトイレの扉を引き開けた。

　便器に洗面台、荷物置き、宿魔石エレメントストーンを使った消しよう臭しゆう剤ざい。特に変わった所はない造りだ。

「えいやっ」

　トイレに入ると、気合いと共に、少女はドレスのスカートをがばりとめくった。

　露わになる白い下着。そのガーターに、何やら奇き妙みようなものが沢たく山さん挟はさまれている。

「廁かわやに立つふりというのは、はしたのうございますが……上う手まくいきましたわ」

　いわゆる工具である。ドライバーに金かな槌づち、スパナに釘くぎ抜ぬき、ニッパー、ペンチ。いずれの工具も使い込まれており、清せい楚そな純白の下着と果てしなく相あい性しようが悪い。

「ええと、多分この辺に……」

　その中から金槌を選んで手にすると、少女は、床ゆかをこつこつと叩たたき始めた。

「……むむ、おそらくここでございますわ！」

　やがて、嬉うれしそうに目を輝かがやかせ、

「はっ……！」

　それから慌てて口を押さえる。

「……危ない危ない。外に聞こえたら大変なことになるところでございました」

　ふう、と息をつくと、少女はいきなり金槌を床へと思い切り振り下ろした。

「やー！」

　どこん！　という音が景気よく響ひびき、床に大きな穴が空く。

「う、んー……」

　盛せい大だいに空いた床の穴に手を差し込むと、少女は中から何かを引っ張り上げた。

　一つは、取っ手とキャスターのついたいわゆるキャリーバッグ。もう一つは、背負いひもらしきものがついた四角い木箱である。木箱の下の部分には、穴が二つ空いている。

「仕し込こむのには苦労いたしましたが、その甲か斐いがあったというものでございます」

　再びスカートをめくり、ガーターに金槌を戻もどす。続いて手袋や帽子を脱ぬぎ、少しおろおろと迷ってからトイレの隅すみに丁てい寧ねいに並べた。

「これで、準備は大だい丈じよう夫ぶでございましょうか」

　言いながら、鏡を覗のぞき込む少女。そこに映るのは、彼女自身──きらびやかな色の髪かみと、少し目め尻じりが下がり気味の瞳ひとみをした女の子だ。

「頑がん張ばるのでございますよ、レクシィ！」

　鏡に映った自分をそう励はげましてから、少女ははっと口を押さえる。

「……危ない、危ない。外に聞こえてしまうところでございました」

　音を気にするのなら、先程の金槌ハンマーによる一いち撃げきの方がよっぽどまずいのだが、その辺にはさっぱり思い至っていないらしい。

「よいしょ、よいしょ」

　可愛かわいらしい掛け声と共に、少女は謎なぞの木箱を背負う。

「おっ、おっととと……練習しておけばよろしかったですわ。とほほ」

　ふらふらとしながら、扉に向かう少女。この木箱、随分と重いらしい。

「どなたかいらっしゃいませんかー……？」

　わざわざ声に出してそう訊ねつつ、扉から顔を出す少女。

「どなたもいらっしゃいませんねー……？」

　確認を取りつつトイレから出ると、さささっと少女は乗降用の扉とびらへと駆かけ寄った。

「えっと、これを、こうして……」

　そして、扉の近くの壁かべに取り付けられている緊きん急きゆう用の開閉装置をいじり始める。

「ふむふむ、反発性を持つ宿魔石エレメントストーンを開閉用の緊急動力にしていると。なるほど、それなら魔石汽缶エレメントボイラーからのエネルギーの供給が途と絶だえても、滞とどこおりなく扉の開け閉めが出来ますわ」

　何やら小難しいことを言いながら、装置を操作し続ける少女。

「よぉし、これで……きゃっ！」

　少女が操作を終えた途端、ばっと扉が開いた。

「び、びっくりいたしましたー……」

　吹ふき付ける風が、少女の髪を激しく波打たせる。

「……あうー。いざこうなってみると、やはり怖こわいものでございます」

　少女が躊ちゆう躇ちよしたようにそう呟つぶやいたところで、突とつ如じよ耳みみ障ざわりな音が列車内に響いた。

　──じりりりり、という。何かの異変を知らせるような、そんな音だ。

「お嬢じよう様さま！」

　一等客車の扉が開き、黒ずくめの男性が姿を現す。

「なっ……なんだと……!?」

　入ってくるなり、黒服の男性は驚おどろきも露わな表情で足を止めた。

「え、えーと！　これは、いわゆる一つの……」

「いけません、お嬢様。さあ、こちらへ」

　少女の言い訳を遮さえぎり、男性がずいっと前へ進み出てきた。

「わ、わたくしは……」

　後あと退じさる少女だが、元々扉の際きわにいたこともあって、すぐに追い詰つめられてしまう。

「どうした？」

　略ス礼ー服ツの男性が、更さらに数名わらわらとやってきた。

「見ての通りだ。まったく、大人おとなしそうに見えて無茶をなされる。……さあ、こちらへ」

　最初に姿を現した略ス礼ー服ツの男性が、手を伸のばしてくる。

「……申し訳ございません！」

　そんな男性に向かってばっと頭を下げると、少女は右手で箱の側面に触ふれた。

　──途端。箱から、虹にじ色いろの煙けむりが吐はき出される。

　正確に言うと、箱の下部に空いた穴から、下に向けて噴ふん出しゆつしている。列車の煙えん突とつを下に向けたかのような、物もの凄すごい勢いである。

「こ、これは……!?」

「では、ごきげんよう！」

　仰ぎよう天てんする男性達に挨あい拶さつを残すと、少女はキャリーバッグを抱かかえ、列車の外へ飛び出した。

「お、お嬢様！」

　一番近くにいた略ス礼ー服ツの男性が、扉へと駆け寄る。

「なっ……！」

　──そこで、彼が目にしたのは。

「あれは、一体……!?」

　──背中の箱から煙を噴出させて空を飛ぶ、少女の姿だった。

「何だ何だ、何がどうなった！」

　騒さわぎを聞きつけたのか、マリト卿がどすどすとした足取りで現れた。

「こら、お前達！　アレクサンドラはどこへ……んなぁ!?」

　突つき出た腹を揺ゆさぶるようにして外を見やり、マリト卿は仰天したのだった。

　世界の国々の中でも指折りの歴史を持つ、エアラー王国。

　その版図の端はし辺りに位置する都市、セファルト。

　そこに、一本の列車と空飛ぶ少女が到とう着ちやくしたとき。

　──物語は、始まる。
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　家の物置の鍵かぎを、旧市街の、三番通りらへんで、落とした。

　拾ってくれたら、十億エイサム、やる。


コヨーテカンパニーへのある日の依い頼らい（全文）













　鉱山の街セファルトには、旧市街と呼ばれる一角がある。かつては街の中心部として栄えた地域なのだが、様々な理由で住む人がいなくなり、すっかり荒あれ果ててしまっていた。

　そんな場所であっても、風は等しく吹く。春と夏とが入れ替かわりつつある季節特有の、爽さわやかさと穏おだやかさの入り混じった空気が、並んだ廃はい屋おくを音も立てずに撫なでている。

「依頼があるってえから来てみたが……」

　その風にふわりとした髪かみを揺らしながら、一人の青年がわずらわしそうに呻うめいた。

　薄うす手での布のシャツにズボンという軽装に、引き締しまった筋肉質な体を包んでいる。首から下げた派手なネックレスは、彼の精せい悍かんな印象には今一つそぐわない。

「なんだなんだ、こいつはいってえどういうことだ？」

　彼が見やっているのは、物ぶつ騒そうな凶きよう器きを引っさげた、ガラの悪い兄ちゃんの一群だった。

「まんまと引っかかりやがったな、『砕くだき屋』ウィル！」

　その中の一人が、青年に向かって歩み出る。

「この前は世話になったなあ！　倍にして返してやるぜ！」

　包帯や固ギ定プ具スに全身を覆おおわれ杖つえまでついているという、見るからに痛々しい出いで立ちだ。

「おぅ、忘れたとはいわせねえぞ!?」

　その満身創そう痍いのチンピラが、目を剥むいて怒ど鳴なりつける。

「……覚えが無ねえな」

　しかし、ウィルと呼ばれた青年の反応は、随ずい分ぶんと鈍にぶかった。

「なに!?　お前らのおかげで、俺達『アヴァロンキラーズ』は酷ひどい目に遭あったんだぞ!?」

　なおもチンピラががなり立てるが、

「酷い目……？　人を助けて感謝されこそすれ、恨うらまれる覚えはないんだが……」

　ウィルは首を傾かしげるばかりである。

「ほら、春先だよ！　何か路地裏で金を巻き上げてたらお前が来て、武器持ってなかったから追い掛かけたら女が現れて、仲間みたいのも沢たく山さん出てきて、おまけに王国警察が──」

　必死で説明するチンピラ。

「あー、はいはい。分かった分かった、この前のアレか。アイツが初めて来た時の」

　ようやく思い当たったらしく、ウィルはうむうむと頷うなずく。

「しかし、何でここにいるんだ。お前ら、揃そろって逮たい捕ほされたんじゃないのか」

「ああ、俺は仲間内でも下したっ端ぱの使い走りだったからすぐに釈しやく放ほう……ってうるせえ！　俺の立場なんてどうでもいいだろうが！」

　喚わめきながら地じ団だん駄だを踏ふむチンピラ。心の痛い部分に触れる何かがあったらしい。

「気にすんな。誰だれでも最初は下積みだ」

　対して、ウィルの方は呑のん気きなものである。

「大きなお世話だ！　……とにかくだ。俺様の口くち八はつ丁ちようで、隣となり街まちのワルの集まりである『ジャイン』に助けてもらえることになった。お前の悪運も、もうこれまでだな」

　捲まくし立てるチンピラの口調がやや説明臭くさいのは、自じ慢まんしたいという気持ちが働いているからかもしれない。

「へえ、わざわざ別の街から来てくれたのか」

　ウィルは、にやりと唇くちびるの端を吊つり上げた。

「ただ、俺とやるつもりなら──五体満足で帰れるとは思うなよ？」

　その体から溢あふれ出る、余よ裕ゆうと戦意。集まったチンピラ達が、たじろぐ。

「好きなようにかかってこい。『コヨーテカンパニー』社長、ウィリアム・レッドハウス様が相手をしてやる」

　言いながら、ウィルは右手を肩かたの上から首の後ろへと回し、

「こいつで、お前達をぶちのめして──」

　その姿勢で固まった。

「…………」

　包帯まみれのチンピラも、その後ろの連中も、ウィル自身も黙だまり込む。

「……しまった」

　ややあってから、口を開くウィル。

「アレ、忘れて来ちまった」

「ちょっと待ったあああああ！」

　次の瞬しゆん間かん、一人の少女が姿を現した。白いブラウスに短めのキュロットという活発な雰ふん囲い気きの服装をしていて、背中には明るい色合いの長い髪を流している。

「はいはーい、そこまでそこまで！」

　よく通る声でそんなことを言う少女は、長い棒を取り付けた板に乗っていた。

　──この板は、フリッティングボード。宿魔石エレメントストーンという鉱物の力を用いた乗り物である。

「いやー、どうもどうも。うちの社長がお騒さわがせしております」

　フリッティングボードを停とめて降りると、少女はにこやかな笑え顔がおと共に頭を下げた。

「は、はあ。これはどうも……」

　場にそぐわしくないほど丁てい寧ねいな口調に釣つられたか、チンピラ達が会え釈しやくを返す。

「まことに申し訳ありません。心よりお詫わびいたします」

　言いながら、少女はウィルの腕うでを掴つかみ、

「それでは、失礼いたします！」

　続いてフリッティングボードに飛び乗った。

「機会があればまたいつかーーー！」

　フリッティングボードは、虹にじ色いろの煙けむり──『排気エグゾースト』を吐はき出しながら走り去っていく。

「ちょ、まてまてまわああああ!?」

　腕を掴まれたままのウィルが、悲鳴を上げながら引っ張られていった。

「……あっ！　しまった！」

「逃にがすな！　追え！」

　チンピラ達が騒ぎ始めたが、既すでに手て遅おくれであった。







　古びた煉れん瓦が造りの建物に挟はさまれた、細い路地。

「……ふう、もう大だい丈じよう夫ぶかな」

　追っ手の気配がないことを確かく認にんすると、リオナ・ドリスコールはほっと一息ついた。

「それじゃ聞くけど！　何でこんなことになってるのよ！」

　続いて、それまで引っ張っていた青年を問いただす。

「いや、俺のせいじゃねえよ！」

　青年──リオナが勤める『コヨーテカンパニー』の社長であるウィルは、そう答えた。

「何か、依頼があるとかいう手紙が届いたから、来てみたらこうなったんだよ！」

　ウィルの息は、はぁはぁと切れている。リオナのフリッティングボードに合わせて走り続けていたので無理もないことだが、まあ自じ業ごう自得である。

「手紙!?　手紙ってあの、下へ手たな字で殴なぐり書きしてたヤツ!?」

　リオナの脳のう裏りに蘇よみがえるのは、事務所の執しつ務む机の上に置いてあった一枚の紙である。表側は王国警察の『魔石麻薬エレメントドラツグ追放強化月間』に関する貼はり紙がみという、手紙の体てい裁さいを成していたとは言い難がたい代しろ物ものだ。

「そうそう。十億エイサムって書いてあったから、ウマい仕事だと思ったんだが……」

　ウィルが、不思議そうに言う。

「なんでそのアホな内容を真まに受けられるの!?　どう考えても怪あやしいでしょう！」

　正直なところ怒おこるのもバカらしいのだが、やはりしっかり言って聞かせねばならない。社長自みずからこんなしょうもない罠わなに繰くり返し引っかかられては、会社の信用に関かかわるのだ。

「いや、お前がこの前『商あきないでは信しん頼らい関係を作るのが大事』っていうから、んじゃあ信用してみるかって思って──」

「人を信じるのと人に騙だまされるのは全然別の話よ！　あともう一つ！　丸まる腰ごしでのこのこ出かけるのやめてって言ってるでしょ！　あのままじゃえらいことになってたわよ!?」

　一応ウィルは得意とする武器を持っている。それを使えば、人にん間げん離ばなれした──というか、それこそ人間ではない相手でさえ倒たおせるくらいの力を発揮できるのだが、どういうことか携けい行こうをすぐに失念してしまうのだ。

「仕方ねえだろ。うっかりしてたんだ」

　リオナの剣けん幕まくもどこ吹ふく風、ウィルの返事は悪びれた様子さえない。

「うっかりしてたじゃないわよ！　ほんと、もっと社長としての自覚というものを──」

「いたぞ！」

「こっちだ！」

　リオナが更さらに説教しようとしたところで、わらわらとチンピラが現れた。

「え、うそっ……!?」

　愕がく然ぜんとするリオナ。まさか、追いつかれるとは思わなかった。ここまで来れば大丈夫だと思っていたのだが、完全に誤算である。

「おいおい、追いつかれたじゃないか。ここまで来れば大丈夫だと思ってたんだろうが、完全に誤算じゃないのか」

　なのだが、ウィルに他ひ人と事ごとのように言われると無む性しように腹が立つ。

「何よ何よ！　元はと言えばあんたのせいでしょ！　このおバカ！」

　ついつい食ってかかったところ、

「だ、誰がバカだ！　このダイコン足が！」

　ウィルは無礼極きわまりない罵ののしり文句で応おう酬しゆうしてきた。

「はあ!?　足は関係ないじゃない！　それに、そんなに太くないわよ！」

「そうだな、神しん殿でんの柱とかに比べたら相対的に細いわな」

「むきー！」

「こらお前ら、何をぎゃあぎゃあ言ってやがる！」

　包帯まみれのチンピラが怒鳴る。

「今の状じよう況きようが分かってんのか!?　もう逃げ場はないんだぞ！」

　そんな言葉は、はったりではない。リオナとウィルがいる路地の両側は、大勢のチンピラによって完全に封ふう鎖さされてしまっている。

　チンピラ達の背後には魔動車エレメントカーがいくつも並び、騒そう々ぞうしい音を撒まき散らしつつこれ見よがしに『排気エグゾースト』を噴ふき上げていた。おそらく、あれでリオナ達を追い掛けてきたのだろう。

「……おやぁ？　よく見ると、そこの姉ちゃんはこの前『砕き屋』と一いつ緒しよにいたヤツじゃないか。その胸、見覚えがあるぜ」

　ひゃっひゃっひゃと笑う杖つえのチンピラ。包帯で表情があまり窺うかがえず、不気味である。

「ていうかどこであたしのこと認識してるのよ！　ヘンタイ！」

　表情は窺えないが視線は感じる。思わず胸を隠かくして後あと退じさるリオナである。

「まったくだ。こいつの特とく徴ちようはどちらかというと胸ではなく極ごく太ぶとな足──」

「あんたも黙ってなさい！　このおバカ！」

「だからバカっていうな！　俺はバカではない！」

「ったく、さっきから随分と仲がいいなあ」

　杖に寄り掛かりながら、チンピラが再び笑い声を立てた。

「折せつ角かくだから、俺達とも仲良くしてくれや。お嬢じようちゃん」

　他ほかのチンピラ達が、リオナの体を下げ卑びた視線で舐なめ回してくる。

「う、うう……」

　これはまずい。明らかに窮きゆう地ちである。

「……ねえ、このおバカを置いていくから、あたしだけ見み逃のがしてくれない？」

　そこで、リオナはチンピラ達に取引を持ちかけてみた。

「はああああ!?」

　悲鳴のような声を上げるウィル。

「お、お前！　それはひどすぎるだろ！」

「何よ、あんただってこの前同じ事をしようとしたでしょ！」

　さりげなく本心を織り込んだ言葉と共に、リオナは右目をぱちりと瞑つぶってみる。

　──この取引は、チンピラ達を引っかける作戦である。動どう揺ようを誘さそい、その隙すきを突つくのだ。

　ウィルは以前、似たような状況で同じ手を使っていた。きっと察してくれるはずだ。

「自分だけ助かろうとかあんまりじゃねえか！　この悪党め！」

　そんなリオナの期待は、あっという間に雲散霧む消しようした。遠回しに真意を匂におわせた言い回しも、リオナ渾こん身しんの合図ウインクも、さっぱり意味を成さなかったようである。

「……うーん、いくら何でもおかしいぞ」

「油断するな！　何か企たくらんでやがるのかもしれねえ！」

　それどころか、チンピラ達の方がリオナの意図に勘かん付づいてしまった。お話にならない。

「ああもう！」

　いよいよ切せつ羽ぱ詰つまってきた。

「仕方ないから強行突とつ破ぱ！」

　迷わず、リオナはフリッティングボードに飛び乗る。

「行くわよ！」

　地面から少し浮ういた状態でふよふよしていたフリッティングボードが、虹色の煙──排気エグゾーストを吐き出しながらスタートした。

「なっ……!?」

　唐とう突とつな行動に、チンピラ達の間に動揺が走る。

「落ち着け！　こけおどしだ、叩たたき落としてやればいい！」

　しかし、それも一瞬のこと。リーダーと思おぼしき人間（杖をついた包帯男とは別人である）の一いつ喝かつで、チンピラ達はある程度のまとまりを取り戻もどした。

（この前の連中よりは、統制が取れてるみたいね……）

　そんなことを考えるか否いなかという刹せつ那なに、チンピラ達が眼前に迫せまる。

「せやっ！」

　気合いを放ち、リオナは体勢を変えた。

　瞬間、フリッティングボードがチンピラ達をかすめるようにして右折する。

　煉瓦造りの壁かべが、リオナの視界に広がる。このまま直進すれば、リオナは壁にめり込んで気絶するという訳わけの分からない結末を迎むかえることになるだろう。

（よし──）

　しかし、リオナの台本にそんな間ま抜ぬけな展開は当然書かれていない。

「いまっ！」

　フリッティングボードを、地面に対して直角になるように持ち上げる。魔動二輪エレメントバイクに、前輪を持ち上げ後輪のみで走行する「ウィリー」という技術があるが、それと同じ感じだ。

「気をつけろ！　その女、フリッティングボードの腕うではちょっとしたもんだぞ！」

　包帯チンピラが上ずった声で言う。

「あら、あたしも有名になっちゃったのかしら」

　にやりと笑うと、リオナはフリッティングボードの裏面を煉瓦の壁に思い切りぶつけた。

「ならば皆みな様さま、お立ち会い！」

　──フリッティングボードは、宿魔石エレメントストーンの力で、地面から浮かんで移動する乗り物だ。

「磨みがきし術を、ご覧らんあれ！」

　そのフリッティングボードには、近くさえあれば、地面の向きは問わないという特徴がある。だから──

「とくとその目で、ご覧あれ！　──壁かべ駆かけ登る、この姿！」

　──そう。壁を走るなんてことも出来るのだ。

「な、何だ!?　どうやって、あんな──」

　チンピラ達の驚おどろく声が、ぐんぐん離はなれていく。入れ替かわりに近づくのは、太陽が西に傾かたむき始めた初夏の空だ。

「いっけー！」

　リオナの叫さけびと共に、フリッティングボードは壁を一気に駆け上がり、屋根へと登った。

「うしっ」

　フリッティングボードを停止させ、リオナはブラウスの胸ポケットに手を入れる。

　ぶるんと胸を揺ゆらしつつリオナが取り出したのは、少し小さめの宿魔石エレメントストーンだった。光を放つように加工が施ほどこされた、普ふ通つうはランプや懐かい中ちゆう灯とうに使用するタイプのものである。

「こうしてから……」

　その宿魔石エレメントストーンを、フリッティングボードの操板棒ミツシヨンバーにぶつけて作動させると、

「てやっ！」

　リオナは大空へ向かって思いっきり放ほうり投げた。

　眩まばゆい光と虹にじ色いろの煙けむりを撒き散らしながら、宿魔石エレメントストーンは真っ直すぐな軌き道どうを描えがいて飛んでいく。

「これでよしっと。後は──」

「何を手間取ってる！」

「袋ふくろ叩だたきにしちまえ！」

　リオナが一息つくや否や、路地の方から何やら怒ど声せいが巻き起こってきた。

「ん？」

　屋根から身を乗り出して覗のぞいてみると、ウィルがチンピラ達に襲おそわれているのが見えた。

「ひ、卑ひ怯きようだぞお前ら！　いきなり大勢で──どわっ!?」

「ちょこまかしやがって！」

「まっ、待て待てま──ぬおっ！」

　ひらりひらりと攻こう撃げきをかわしてはいるが、いかんせん多勢に無勢。しかも武器も何もなしとあっては、完全に劣れつ勢せいである。

「んもー、仕方ないなぁ……」

　連絡もしたし、このまま屋根の上にいればリオナの身に危険が迫ることはないだろう。だがしかし、いかにへっぽこ社長とはいえども、このまま見殺しにするのは気が咎とがめる。

「後で埋うめ合わせしてもらうんだからね、ほんとにもう」

　ぶつぶつ言いながら、深呼吸を一つ。

「……でりゃー！」

　次の瞬しゆん間かん、リオナはフリッティングボードに乗ったまま屋根から飛び降りた。

（この辺、かな……）

　路地の状況を見ながら、誰だれもいないところに着地できるよう位置を微び妙みように調整。

「どいたどいたどいたー！」

　そしてそのまま、一直線に落下していった。

「うおおお!?」

「あ、危ねえ！」

　リオナが空から降ってくるとは思っていなかったのだろう、チンピラ達は驚き慌あわてる。

「よっ、と！」

　──着地。体勢や位置からして、七割方成功といったところだ。

「んでもって……」

　となると、残り三割は立ち回りで補わねばならない。

「……さあ、いくわよ！」

　フリッティングボードから操板棒ミツシヨンバーを抜き、同時に板から飛び降りる。

「てやあああ！」

　間かん髪はつ入れず、手にした操板棒ミツシヨンバーを振ふり回して突っ込むリオナ。

「がっ！」

「ぐはっ！」

　操板棒ミツシヨンバーの一いち撃げきを受けたチンピラ達が、次々と倒たおれる。母から教わった、操杖術ステイツクトリツクの技わざだ。

　本来は、その名の通り杖つえを用いる武術である。しかし色々な理由から、いざという時リオナはもっぱら操板棒ミツシヨンバーを振り回している。

「このクソ女！」

　独創性に欠ける罵ののしり言葉を吐はきながら、一人のチンピラがリオナに襲いかかってきた。

「ほいっと」

　その手をかいくぐったところで、まずは相手の足を殴なぐりつける。

「ごっ……!?」

　がくり、と膝ひざをつくチンピラ。間髪を入れず、その横っ面つらにもう一撃お見み舞まいする。

「ぶぐっ！」

　呻うめき声を上げて、チンピラは気絶した。

　──一発二発で大の男を昏こん倒とうさせる威い力りよくと、その割にあまり重さを感じさせない使い勝手のよさとが、リオナが操板棒ミツシヨンバーを用いる大きな理由だ。腕わん力りよくでは敵かなわない相手とも、互ご角かくに渡わたり合えるのである。

「さあ、次は──」

　立ち上がり、大おお見み得えを切ろうとしたところで、

「くそ、よくもやってくれたな！」

「やっちまえ！」

　他ほかのチンピラが次々と襲いかかってきた。

「うひゃっ！　ちょ、ちょっと……」

　あっという間に、防戦一方になってしまうリオナ。達人と言っていい程ほどの使い手だった母とは違ちがい、リオナの腕は『一対一ならまあ大体何とかなる』ぐらいの話である。こうも複数にかかってこられると、一気に苦しくなってしまう。

「これでも食くらいやがれ！」

　リオナの前に立ったチンピラが、手にした角材を振り上げたところで、

「……ぐはっ!?」

　どこからともなく飛んできた虹色の弾だん丸がんが、チンピラを吹ふき飛ばした。

「ぎゃっ！」

「げふっ!?」

　弾丸は、次々にチンピラ達を叩きのめしていく。

「な、何だ一体!?」

「まさか、魔石銃エレメントガン──ぐほっ！」

「これは──シャンリンね！」

　間違いない、仲間の助けだ。合図を見て駆けつけてくれたらしい。

「ふふふ。作戦成功だな。全すべて俺の狙ねらい通りだ」

　ウィルが、偉えらそうに胸を張った。何発かもらってしまったのか、顔が若じやつ干かん腫はれている。

「嘘うそばっかり！　絶対何も考えてなかったでしょ！」

　リオナがツッコミを入れるなり、ウィルの視線がふらふらと泳ぐ。

「そ、そんなことねえよ！　え、えーと、つまり俺は──」

　ごにょごにょと言い訳を始めようとしたウィルに、何かが飛んできて激げき突とつした。

「ごふぉ!?」

　砂すな埃ぼこりを巻き上げながら、ウィルはごろごろと地面を転がる。

「えっ、なに……!?」

「あいたた……ありゃ、なんや。何にぶつかったんか思おもたら、社長やったんかいな」

　一人の少女が、砂埃の向こうで呻うめいた。小さな体を、チンピラ達と似たようなオーバーサイズの服装に包んでいる。艶つやめいた髪かみは二つに分けられ、それぞれの先っぽはリボンで留められていた。

「ミカエラ！」

　少女の名前を呼びながら、リオナは駆け寄る。

「お、無事やったかー」

　少女──コヨーテカンパニーの社員であるミカエラが、リオナを見てにぱっと笑った。

「びっくりしたでー、緊きん急きゆう用のんがいきなりぴっかーゆうて空で光ってんから」

　そう言うミカエラは、やたらと長い棒を背負っていた。ミカエラの体が小さいこともあり、ぱっと見では棒がミカエラを抱だっこしているようでさえある。

「お、おいこらミカエラ！　いきなり激突するな！」

　転がっていたウィルが、ようやく起き上がった。転がった時に打ったのか、額から血が出ている。腫れている顔と相あい俟まって、何とも痛々しい。

「怒おこんねやったらボビー怒ってえな。投げたんボビーやねんし。……ほらほら、それより社長。忘れ物もんでっせ」

　憤ふん慨がいしているウィルに、ミカエラは例の棒を差し出す。

「おっ、ヴェルメサイアじゃないか！」

　ウィルが、目を輝かがやかせた。

「がしゃーんゆうて付けんのんも持ってきたでー」

　言いながら、ミカエラは背中に手を回し、着ていたドクロ柄がらのシャツの下からベルトを取り出した。ベルトには一定の間かん隔かくで刻み目が入れてあり、その刻み目には様々な形の宿魔石エレメントストーンが差し込まれている。

「おおっ、穂先スピアヘツドも持って来てくれたか。こいつは有り難がてえ」

　ベルトと棒を受け取ると、ウィルはにやりと笑った。

「……ちょい待ち」

　そう言うと、リオナはポケットからハンカチを取り出しつつウィルに歩み寄る。

「ん、な、なんだよ」

　ベルトを自分の体へと巻き付けていたウィルが、驚いたように目をしばたたかせるが、

「いいから」

　リオナは構わず手を伸のばし、ウィルの顔の血を拭ぬぐう。

「お、おい……」

「じっとしてなさい」

　傷口に触ふれないよう注意しながら、ハンカチを動かすリオナ。

「もう血が止まってるのね……生命力が強いんだか何なんだか……」

「人をゴキブリみたいに言いやがって。てか血とか別にいいだろ、死ぬわけじゃなし」

　ぶつくさ言いながらも、ウィルは大人おとなしくリオナにされるがままにしている。

「商あきないにはイメージも大事なの。やってることが同じでも、雰ふん囲い気き一つで印象は全然違ってくるのよ」

　いい機会なので、滔とう々とうと説教しておく。

「たとえチンピラ相手の喧けん嘩かでも、身だしなみには気を遣つかいなさい。……はい、終わり」

　とりあえず最低限の処置を済ませると、ウィルの額を指でつついて終わりとする。

「あいてっ。……ったく、いつもいつも口うるさいヤツだな」

　むー、と唇くちびるを尖とがらせるウィル。子供みたいな仕草である。

「いつもいつも問題だらけだからでしょ。ほら、武器も届いたんだし後はしっかり──」

「ほうほう、ふむふむ」

　そこで、リオナは奇き妙みような視線を感じた。

「……な、何よミカエラ」

　視線の主は、ミカエラだった。何やら、リオナとウィルを見比べてはニヤニヤしている。

「別にー？　こんな時でもいちゃいちゃすんねやー思おもて見てただけやけど？」

「は、はああああ!?」

　思わず顔を赤らめてしまうリオナ。

「仲がいいとか悪いとか、そんなんじゃないわよ！　あたしはただ、その──」

「そうだそうだ！　大体、俺とこいつは、別に──」

　二人一いつ緒しよに反論したところで、ふと視線が合った。

「あっ──」

　変な事を言われたせいか、何だか意識してしまう。

「なん、だよ」

　ウィルはウィルで、なぜかリオナから視線を離はなそうとしない。

「……」

　無言で見つめ合う二人。いけないと思う。こんな状じよう況きようでは、ミカエラの誤解をより深めてしまう。だというのに、どうしたことだろう、ウィルから目が離せない──

「──うごっほ!?」

　すると、いきなりウィルが吹っ飛んだ。飛来した虹にじ色いろの弾丸が、顔面に命中したのだ。

「うひゃひゃひゃ！　釣つった後の魚みたいやー！」

　倒れてぴくぴくしているウィルを指差し、ミカエラが爆ばく笑しようする。

「ち、ちくしょう……シャンリンのヤツ、何しやがる……」

　ふらふらと立ち上がるウィル。

「……とにかく、だ。ヴェルメサイアが来たからには、好きにはさせねえぜ」

　台詞せりふはカッコいいが、額からどばどば流れる血が真しん剣けん味みを著いちじるしく削そいでしまっている。

「狩人かりゆうど気取りだったようだが、残念だったな。狩かられるのは──お前らだ」

　巻き付けたベルトから宿魔石エレメントストーンを一つ抜くと、ウィルは棒の先せん端たん部分に叩たたきつけた。

「穂先スピアヘツド、装着アタツチ。──状態モード、白兵戦闘第一水準クロースコンバツトレベルフアースト！」

　がきいん、と。何かが噛かみ合うような音が響ひびき、宿魔石エレメントストーンが輝く。ただの棒が──恐おそるべき槍やりへと姿を変える。

「おおおおおおし！」

　迸ほとばしる気き迫はく。それまで一方的に攻せめ立てていたチンピラ達が、揃そろって後あと退じさる。

「いっくぜええええ！」

　雄お叫たけびと共に、ウィルが走り出した。獲え物ものを狙う獣けものの如ごとく無む駄だのない、直線の疾しつ駆く。

「ごふっ……！」

「ぐあああ!?」

　瞬しゆん間かん、チンピラ達は宙を舞まった。槍による一いち撃げきを受けたのだ。

「げはっ！」

「は、速すぎ──がああ!?」

　避さける事も防ぐ事も叶かなわぬ圧あつ倒とう的な打撃が、次々とチンピラ達を叩きのめしていく。

　何とか隙すきを突つこうとするチンピラ達だが、虹色の弾丸がそれを許さない。後ろから打ち掛かかろうとする者が現れる度たびに、的確に撃うち倒たおすのだ。

「こんの……クソガキが！」

　右往左往するチンピラ達、その中の一人がミカエラに目を留め、襲おそいかかった。

「あっ──」

　思わず首を竦すくめ、無事を祈るリオナ。

「こるぁ！　誰だれがガキや！　こんなけ素す敵てきな淑女レデイを捕つかまえて何をぬかしとんねん！　目ぇ付いとんかアホンダラ！」

　巻き舌気味にがーっと喚わめくと、ミカエラはドクロ柄の大きなシャツをがばりとめくった。

「その根こん性じよう、叩き直したるわ！」

　露あらわになるのは、可愛かわいらしいおへそと──ズボンに差し込まれた二挺ちようの魔石銃エレメントガン。

「ほいさっ！」

　長い弾倉マガジンを持つその魔石銃エレメントガンを構えると、ミカエラは引き金を引いた。

　──だだだだだ！　という銃じゆう声せいと共に、煌きらめく弾丸がチンピラの全身にめり込む。

「ぎゃっ！」

　踏ふみ潰つぶされたネズミのような悲鳴を上げ、倒れ込むチンピラ。
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「うはー……」

　瞑めい目もくするリオナ。チンピラの無事を祈いのったのだが、天地の神々には届かなかったらしい。

「あーあ。二挺拳銃ドス・ピストラスのミカエラちゃんに火ぃ点つけてしもたな？」

　魔石銃エレメントガンを撃ちまくるミカエラ。

「後こう悔かいしても遅おそいでー！」

　銃口からは弾丸が、銃の真ん中辺りからは虹色の煙けむりと小さな宿魔石エレメントストーンとが吐はき出される。

「ほらほらー！　どないやー!?」

　素早く弾倉マガジンを交こう換かんしてから、ミカエラは自分の背せ丈たけの何倍もの高さまで跳ちよう躍やくした。

「なっ──ぶはっ!?」

　唖あ然ぜんと見上げるチンピラ達、その中の一人の顔面に着地すると、

「おっしゃー！」

　ミカエラは両の拳けん銃じゆうを左右に乱射。一瞬のうちに、気を失ったチンピラの山が築かれる。

「あーあ。手て応ごたえあれへんなあ。欠伸あくびでてまうわ。ふわぁ」

　一方の手で二挺の魔石銃エレメントガンを持ち、空いた方の手を口に当ててみせるミカエラ。茶目っ気と余よ裕ゆうが入り混じった、実に愛あい嬌きようのある態度だ。

「ガキが！　調子のってんじゃねえぞ！」

　そんなミカエラに、怒ど声せいが浴びせられた。

「だから誰がガキやね──げ」

　怒声に怒声で反撃しようとしたミカエラの表情が、さっと変わる。

「ちょぉ、どっから持ってきたんやそんなん」

　彼女の視線の先で、一人のチンピラが何か円えん筒とう状のものを担かついでいたのだ。

「くたばれやー！」

　円筒が轟ごう音おんを発し、後部から『排気エグゾースト』が噴ふきだす。同時に、巨きよ大だいな虹色の弾丸がミカエラ目がけて発射された。

「危なっ!?」

　すんでの所でかわすミカエラ。しかし、それで終わりではない。

「えっ、ちょっ──」

　位置的に後ろにいたリオナに向かって、ミカエラがかわした弾丸が飛んできたのだ。

「しもたっ──」

　振ふり返るミカエラの動きが、随ずい分ぶんとゆっくりに見える。人間は危機的な状況に陥おちいると、周囲の動きが急に遅くなっていくように感じるという話を聞いたことがあるが、どうやら事実だったらしい。

（そ、そうじゃなくてっ！）

　呑のん気きに人体の不思議に思いを巡めぐらせている場合ではない。虹色の塊かたまりは、もう目の前だ。

「っ──」

　リオナは、思わず固く目を閉じた。

　──そして響く、爆ばく発はつ音。

「……あれ？」

　恐る恐る目を開くリオナ。音からして命中したはずなのに、これっぽっちも痛くない。

「あっ……」

　視界に飛び込んでくるのは、やたらと大きい手である。リオナの前に立ち塞ふさがるさまは、まるで盾たてのようだ。

「いやあ、間に合って何よりです……」

　手の平の主──人間離れした水準の巨きよ体たいを誇ほこる男性が、ほっと息をついた。

「ボビー！　助けてくれたのね！」

　この男性は、ボビー。ミカエラと同じくリオナの同どう僚りようだ。力持ちでガタイが良いが大人おとなしく体が弱いという、若じやつ干かんややこしい個性の持ち主である。

「遠目に何やらマズそうな気配を感じ取ったので、慌あわてて駆かけつけてみました……」

「リオナ、怪け我があれへんかー!?」

　ミカエラが、血相を変えて駆け寄ってきた。

「うん、大だい丈じよう夫ぶだよ。ボビーが助けてくれたし」

　安心させるべく、笑え顔がおを向ける。実際、怪我の類たぐいは一いつ切さいない。

「いえいえ、そんな滅めつ相そうもない……む？」

　ふと、ボビーが首を傾かしげた。

「どうしたの？」

　一緒に首を傾げてから、

「……って、きゃー!?」

　リオナは悲鳴を上げた。

「むうう、これは困りましたね……」

　そんなことを呟つぶやくボビーの手、おそらくは先さき程ほどの弾丸が命中した辺りから、じんましんがだーっと出てきたのだ。

「ふんむぅ……これは辛しん抱ぼうたまりませんね……」

　腕うでをぼりぼりとかこうとするボビー。

「こら、かいたらあかんやろ！」

　その手に頭ず突つきを入れながら、ミカエラが叱しかりつける。

「宿魔石エレメントストーンの力に体が拒きよ否ひ反応起こすねんから、気ぃつけぇや。スカタンやなぁ」

「ミカエラに気をつけろと注意されるのは、心外であると言わざるを得ませんねぇ……」

　しかし、ボビーも負けていない。

「射線を考えて立ち回れと、社長にいつも言われているでしょう。昔から、自分の敏びん捷しようさを過信するあまり周りへの配はい慮りよが足りないのが、ミカエラの欠点です」

「む、むぐっ」

　痛いところを突かれたのか、珍めずらしくミカエラが言葉に詰つまった。

「わたしはまあ、多少かゆくなるだけで我が慢まんすればいいだけの話ですが、今の状じよう況きようは一歩間ま違ちがえたら割とシャレにならないことになっていましたよ？」

　ボビーの声こわ色いろが、諭さとすようなものに変わる。

「あうー……」

　すっかりしょげた様子のミカエラが、上うわ目め遣づかいでリオナを見てきた。

「ごめんな、リオナ。ウチのせいで」

「いいよいいよ。ウチ、めっちゃ大丈夫やねんさー。構わないへんよー」

　ふふ、と笑いながら、ミカエラの頭を撫なでてやった。

「もう、やめてえな。なんやのん、そのけったいな喋しやべり方」

　なんてことを言いながらも、ミカエラは笑顔である。

「まあ、ひとまずこれでよいでしょうか。……さて、あちらの状じよう況きようはいかがでしょうね」

　にこりと笑ってから、ボビーはウィルのいる方を見やる。

「おうおう、もう終わりか？」

　そこにいたのは、槍やりを肩かたに担いだウィルだった。倒れているチンピラ達を睥へい睨げいしている。

「ぐっ……がっ……」

「な、何なんだこいつ……」

　チンピラ達は呻うめくばかりで、起き上がることも出来ないらしい。

「ほぼ全ぜん滅めつさせましたか……シャンリンの支し援えん付きとはいえ、大したもんですねえ……」

　ボビーが、感心したように言う。

「そうよね。……凄すごいと、思うわ」

　そこは素直に認められる。強いし、何より槍を振るうウィルの姿は、結構──

「むっ」

　何の前まえ触ぶれもなく、リオナの目の前に少女の顔が出現した。

「うひぃっ!?」

　仰ぎよう天てんして後あと退じさったところ、少女はほんの少しだけ不満げに眉まゆを寄せる。

「ちょっと驚おどろきすぎ。繊せん細さいな心が傷つく」

「普ふ通つう驚くわよ、いきなり顔の前に顔が出てきたら」

「むー」

　頬ほおだけをぷくーと膨ふくらませているこの少女も、コヨーテカンパニーの一員である。

「じゃあ褒ほめて」

　名前はシャンリン。見ての通り女の子なのだが、なぜかリオナにひっついてくるのだ。

「う、うーん……」

　難なん儀ぎな要求に困こん惑わくしつつ、リオナはシャンリンを眺ながめてみる。

　妙みように厳いかつい革かわ製せいの上着に、短いスカート。担いでいるのは、とんでもなく銃身の長い魔石銃エレメントガン。

　仕事がある時、シャンリンはいつもこんな感じの出いで立ちをしている。色素が淡あわいショートカットの髪かみとはちぐはぐ気味で、しかしそれでいて独特の味を醸かもし出す組み合わせだ。

「んー……あー……」

　眺めながら考える。何と言うのが、この場において適切だろうか。

「そーねー……いよっ！　さっすがは副社長！　見事な腕前！　冷静な判断力！」

　反応は非常に宜よろしくなかった。ほっぺたの膨らみに、わずかな眉み間けんの皺しわが追加される。

「あ、あれ？」

　どうやら、期待に応こたえることが出来なかったらしい。慌てて考え直すリオナ。

「ほんと、ありがと。シャンリンの撃うった弾たまが飛んできた時なんて、本当に嬉うれしかった」

　そう言った途と端たん、シャンリンは頷うなずいた。

「うむ。よろしい」

「えへ。……貴女あなたのおかげで助かったわ、シャンリン」

　心からの感謝を告げたところ、シャンリンは驚いたように目を見開き、

「嬉しい。リオナはわたしのもの」

　リオナにがばっと抱だきついてきた。

「きゃー!?　ちょ、ちょっとやめ……うひゃ！　ど、どこ舐なめて──やっ、あんっ」

「お、おおー……これは中々……」

　組んずほぐれつを始めたリオナ達を凝ぎよう視ししながら、ボビーが興奮し始める。

「はぁはぁすなー！」

　すると、そのこめかみにミカエラの肘ひじ鉄てつがめり込んだ。

「うごっほ……」

　ふらふらとよろめき、その場に倒たおれ込むボビー。

「もう、離はなしなさいってば！　……まったく、悪ふざけも大たい概がいにしてちょうだい」

　ようやくシャンリンを振り切ると、リオナははぁはぁと肩を上下させる。

「ふざけてなんかない。わたしは本気」

　ぶーっ、と唇くちびるを尖とがらせるシャンリン。

「リオナはほんとに冷たい。……やっぱり、遠くから狙そ撃げきを担当っていう地味な立場が問題。進路選せん択たくを失敗した予感」

「それを言うと、選択の余地もなく障害物担当なわたしは立場どころか座る場所さえないような……」

　しょぼくれた雰ふん囲い気きを漂ただよわせながら、ボビーはそんなことを言う。

「ようよう、諸君。ご苦労だったな」

　首の後ろでヴェルメサイア──宿魔石エレメントストーンは外はずされただの長い棒に戻もどっている──を担ぎながら、ウィルが戻って来た。

「ご苦労だったなじゃないわよー！」

　早さつ速そく怒ど鳴なりつけるリオナ。

「今日という今日は許しませんからね！　そこに座りなさい！」

「な、何だよ。説教ならさっき──」

「い・い・か・ら・す・わ・れ！」

「……は、はい」

　リオナの剣けん幕まくに気け圧おされたか、ウィルが大人しくその場に正座する。

「考えなしに行動しすぎ！　今後仕事が入った時は、必ず一度あたしに話を通しなさい！　絶対に自分の判断でどうこうしようとしないこと！」

「はい……」

「返事が小さい！」

「はい！」

「社長も形無し。……あ、怪我見せて」

　言いながら、シャンリンは正座しているウィルの顔を覗のぞき込む。

「んー、血は止まってる。相変わらず気色悪い程ほどの回復力」

「何だよ、どいつもこいつも同じようなこと言いやがって……」

　ぶすーっとむくれるウィル。

「む、むーっ……？」

　その様子を眺めながら、リオナは少し困惑する。

　──シャンリンには医術の心得がある。だから、こうして怪我の様子を診みるのは何もおかしいことではない。ないのだが、何だか心なしか、二人の距きよ離りというか顔というかそういうものが近すぎるような気がする。

　別に、それがどうしたということはない。ないのだが──

「んー？」

　それまで魔石銃エレメントガンをくるくる回して遊んでいたミカエラが、何やら怪あやしい笑みを浮うかべた。

「なんやー、リオナ。ヤキモチかー？」

「んごっ!?」

　とんでもない声が出た。

「なっなななな何を言ってるのよ！　変な事言わないでよね！」

　ミカエラに詰め寄る。誤解を招きかねない表現である。速すみやかに訂てい正せいを要求せねば──

「ヤキモチ……」

「……って、ん？」

　そこで、リオナは背後から異様な気配を感じた。

「ヤキモチ、ヤキモチ……」

　びくりとしながら振ふり返る。そこには、シャンリンがいた。

「リオナがヤキモチを焼いてくれてる……」

　より正確に言うなら、凄すさまじい勢いで鼻息を撒まき散らすシャンリンがいた。

「え、いや、シャンリンというわけでは──うひゃあああ!?」

「さあ、二人の愛を妨さまたげるものはもうない」

「や、やだ！　ダメ！　脱ぬがさないでー！」

「ん、んー……ヤキモチ……か……」

　どったんばったんやっているリオナ達を見やりながら、ウィルが腕うでを組む。

「ふんむぅ……いかがなさいましたか？」

「ん、ん？　いや、何でもねえよ」

　ボビーが不思議そうに訊たずねると、ウィルはおろおろし始めた。

「ほー、ほほー？」

　ミカエラが、再びニヤニヤと笑う。

「だ、だから！　何でもねえって──」

「全員、そこを動くな！」

　ウィルの言葉は、そんな大声に阻はばまれた。

「げっ……」

　ウィルが息を呑のむ。ミカエラもボビーも、はてはシャンリンとリオナまで凍こおり付く。

「王国警察である！　女王陛下の名において、この場を改める！」

　声の主は、眼鏡めがねを掛かけた一人の女性だった。

　開きのない立折襟えりのコートに、腰こしに締しめられた太いベルト、そしてエアラー王国の象しよう徴ちようたる角ある獅子ホーンドライオンがあしらわれた帽ぼう子し──という格好から、彼女が巡じゆん察さつ官だと分かる。

「神しん妙みようにしなさい！　抵てい抗こうした場合は、強制的に署まで連行するわよ！」

「ようリュビカ」

　同じ格好をした人間を沢たく山さん従えた女性に、ウィルは馴なれ馴なれしく挨あい拶さつする。

「どうした、散歩か？」

「そんなわけがないでしょう！　どこの世界に部下をぞろぞろ連れて廃はい墟きよを散策する巡察官がいるのよ！」

　巡察官の女性──リュビカ・イコニッチが、むきーと憤ふん慨がいする。

「旧市街で喧けん嘩かなんて通報でまさかと思ったら、やっぱりあんた達だったのね！」

「いやまあ、罠わなにはまったというか、何というか……」

「黙だまらっしゃい！」

　ウィルの言い訳をぴしゃりと封ふうじると、リュビカは腰に下げていたサーベルを抜ぬき放つ。

「一同サーベルを抜け！　今日こそこの者達を召めし捕とるわよ！」

「はっ！」

　リュビカの後ろの巡察官達が、それに続いた。

（ああ……）

　心の中で嘆なげくリオナ。この後の展開は、ほぼ確定してしまっていると言っていい。

「おいシャンリン、車はどこに停とめてる？」

　小声で、ウィルがそう訊ねた。

「三本先の通りの交差点」

　シャンリンが、小声で答える。

「どないするん？」

　ちょこちょこと駆かけ寄ってきたミカエラに、

「決まってるだろ──逃にげるぞ」

　ウィルは唇を歪ゆがめてみせた。

「あっ、あれはなんだっ!?」

　そして、向こうの方を指差す。果てしなくありきたりな手法だが、

「えっ……？」

　リュビカはまんまと釣つられて後ろを振り向いた。

「今だっ！」

　ウィルが走り出し、他の面々もそれに続く。

「し、しまった！　最低品質ロークオリテイの弾だん丸がんによる発はつ砲ぽうを許可する！　現場で押さえるのよ！」

　ようやく騙だまされたことに気付いたらしいリュビカが、大声で怒鳴る。

「やっぱりねー！」

　寸すん分ぶん違たがわず予想通りである。

　少し離れたところで浮かんでいたフリッティングボードに操板棒ミツシヨンバーを突つき刺さすと、すかさず飛び乗るリオナ。

「撃て！」

　巡察官達の撃った弾が、ひゅんひゅんとリオナの体をかすめた。

「何でこうなるのおおおおお！」

　悲鳴を上げながら、全速力でかっ飛ばすリオナだった。




　どたばたしてはいるが、ここまではコヨーテカンパニーにとっては日常的だと言えた。

　大きな変化が訪おとずれとんでもない事件へと発展するのは、もうしばらく後のことである。
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　会社社長ら混妖種ポリブリード飼育の疑いで逮たい捕ほ




　販はん売ばい目的で混妖種ポリブリードを飼育したとして、エアラー王国警察組織犯罪対策五課とオリマ署は二十七日、ロンディン市オリマ区リファン通り、雑貨卸おろし売うり会社社長リチャード・ミラー容疑者（38）ら五人を混妖種ポリブリード取とり締しまり法ほうの違い反はん容疑で逮捕したと発表した。

　同課によると、ミラー容疑者は容疑を認め、「金が欲ほしくてやった」と供述。混妖種ポリブリードに詳くわしい社員がいたことから、会社所有の倉庫で飼育させていたという。同課は、混妖種ポリブリードの詳しい入手経路や背後関係などを追つい及きゆうしていく方針だ。


セファルト新聞朝刊　社会面より













「あー……ちかれた……」

　事務所に戻もどるなり、リオナはソファにばったり倒たおれ込んだ。

「すっかり遅おそくなっちゃったね」

　すぐ隣となりに、シャンリンがぴっとり寄り添そってくる。

「というわけで、早さつ速そく熱い夜の幕開け」

「きゃー！　変なところ触さわらないで！」

　猥わい褻せつな行こう為いに及およぼうとするシャンリンを引き剥はがし、

「んもー……シャンリンは油断も隙すきもない──ん？　アイツは？」

　きょとんとするリオナ。途と中ちゆうまで一いつ緒しよに逃げていたはずのウィルが、いつの間にかいなくなっていたのだ。

「ふんむぅ……まだお戻りでないようですね……」

「おっそいなあ」

　ボビーとミカエラが、揃そろって首を傾かしげる。

「セレスティアーはそこに置きっぱなし」

　事務所の壁かべにもたせかけたフリッティングボードを見ながら、シャンリンが言った。

「もー、何してるのよ……」

「む。そんなに心配？　妬ねたましい」

「いや、心配っていうんじゃないんだけど」

　くっついてくるシャンリンを押し返しつつ、リオナはむーっと顔をしかめる。

「妙みような予感がするのよね」

　根こん拠きよはない。が、最も早はや確信に近い。

「また、何か大おお騒さわぎを持ち込んできそうな気がするの」







「はっ、はっ……」

　夜の街を、少女は走っていた。四角い箱を背負い、キャリーバッグを引いて、必死で駆け続ける。

　靴くつは履はいておらず、裸足はだしである。かかとが高くて走りにくかったので、脱ぬぎ捨てたのだ。

（履き物も用意しておけば良かったですわね……今いま更さら悔くいても遅うございますが……）

　四よつ辻つじに差し掛かかったところで、少女はふと足を止めた。

「お父様の書いたご本で、読んだことがございます。こういう時は、こうして──」

　まず少女は、背負っていた箱を自みずからの右手の道に置き、

「──それから、こうでございますね！」

　続いて逆方向の道へと走り、そこに駐ちゆう車しやしてあった魔動車エレメントカーの陰かげに隠かくれる。

「お嬢じよう様さま！　何ど処こにいらっしゃいますか!?」

　ややあってから、複数の足音が四つ辻に殺さつ到とうした。

「おい見ろ、この箱は……」

「ああ、お嬢様のものだな」

　足音の主達は、揃って箱が落ちている方の道へと走り去っていく。

「上う手まくいきましたわ！　……ああ、なんて愉ゆ快かいなのかしら。わたくし、まるでお話の怪かい盗とうみたい！」

　嬉うれしくなってしまい、弾はずんだ声を上げる少女。

「今の声は!?」

　遅おくれてやってきた別の足音の主が、それを聞きとがめる。

「はっ……しくじりましたわ！」

「こちらにいらしたのですね」

「やっと見付けました」

　あっという間に、少女は男達に囲まれてしまった。

「う、あうう……」

　キャリーバッグを抱かかえ、きょろきょろと辺りを見回す少女。絶体絶命の危機である。

（いかが、いたしましょう……）

　物語なら、ここで颯さつ爽そうと格好良い王子様が助けに現れてくれる場面だ。しかし、現実はそう甘くない。

（わたくしは、お姫ひめ様さまなんかじゃありませんもの）

　そう。王子様が助けに来るのは、お姫様だ。自分のようなヘンテコ小こ娘むすめを助けに来てくれる人など、いるはずがない──

「んあぁ？」

　その時。背後から、そんな声が聞こえてきた。

「おいおい、こんなところで何を騒さわいでやがんだ」

　声の主は、一人の青年だった。長い棒のようなものを肩かたに担かつぎ、こちらの様子をじろじろと見ている。

（あら、まあ……）

　少女は、思わず息を呑のんだ。

（素す敵てきな殿との方がたで、ございますこと……）

　すらりとした体に、精せい悍かんな顔立ち。どこか野性的な雰ふん囲い気きを身に纏まとったその姿は、猛たけ々だけしく誇ほこり高い狼おおかみを思わせる。

「……ん？　なんだ、女がいるのか？」

　ひょいっ、と。青年が、少女の方を見てきた。

「あっ──」

　目が合うなり、少女の心臓がばくんと跳はねる。

（あ、あら……？　何事でございましょう……？）

　戸と惑まどう少女。一体、どうしてしまったというのか。

「さあ、参りましょう」

　青年のことを完全に無視し、男達が少女にずいっと詰つめ寄ってきた。

「あっ……」

　我に返り、少女は後あと退じさる。

「失礼いたします」

　男性の一人が、少女の腕うでをがっしと掴つかんできた。

「やっ……！　痛いとうございます……！」

　思わず悲鳴が漏もれる。

「おい、いいのか？」

　男の一人が、心配そうな声を出した。

「構わん。怪け我がをさせなければ少々手て荒あらに扱あつかってもいいと言われている」

　少女の腕を掴んだ男はそう答え、より力を入れてくる。

「うぅっ……！」

　振ふり解ほどこうともがく少女だが、腕わん力りよくの差がありすぎてそれもかなわない。

「離はなして、離してくださいまし！」

　必死で訴うつたえても、男達は聞く耳も持たない。無理矢理、少女を引きずっていこうとする。

「……んー。何だかよく分かんねえが、まあ待てや」

　男達の行く手に、あの青年が立ち塞ふさがった。

「娘さん一人相手に、随ずい分ぶんなやりようじゃねえか」

「邪じや魔まをするな」

　少女の腕を掴んだ男が、無感情にそう答える。

「てめえら、この街の人間じゃねえな」

　威い圧あつするような返答にも、青年は怯ひるんだ様子も見せない。

「良くも悪くも新しん鮮せんな反応だ。嬉しいねえ」

　むしろ、笑ってさえいる。牙きばを剥むく獣けもののような、攻こう撃げき的な笑え顔がおだ。

「助けて……助けてくださいまし！」

　なりふり構わず、少女は懇こん願がんする。彼なら何とかしてくれる──そんな気がしたのだ。

「ふむ」

　少し考える素そ振ぶりを見せると、青年はもう一度笑う。

「いいだろう。その依い頼らい、引き受けたぜ！」

　そして、背負っていた棒を手にした。

「穂先スピアヘツド、装着アタツチ！　近接戦闘第二水準クロースコンバツトレベルセカンド！」

　続けて腰こしに巻いたベルトから石を抜ぬき、棒の先せん端たんに取り付ける。瞬しゆん間かん、硬こう質しつな音が周囲に響ひびき、棒の後端から虹にじ色いろの煙けむりが噴ふき出した。

「『排気エグゾースト』……ということは、取り付けたのは宿魔石エレメントストーンでございましょうか……？」

　腕の痛みも忘れて、少女は槍やりのような形状となった棒を注視する。

「魔石削岩機エレメントグラインダー……にしては細ほそうございますし、魔石擲弾筒エレメントグレネード……というのも違ちがいましょう」

　見たことのない道具である。ひどく、興味を惹ひかれてしまう。

「そこをどけ。邪魔をすると怪我をするぞ」

　男の一人が、懐ふところに手を入れながら青年をそう威圧した。

「ほう？」

　しかし、青年はたじろがない。余よ裕ゆうたっぷりの表情で、男の仕草を見やっている。

「……警告はしたぞ」

　男が懐から手を出す。握にぎられているのは、黒く光る一挺ちようの魔石銃エレメントガンだ。

「それは、スティングライン14……！」

　銃じゆうを見るなり、驚きよう愕がくする少女。

「お気を付けくださいまし！　見かけによらず混妖種ポリブリードとの戦せん闘とうにも使用される兵器でございます！　たとえ使用する魔石の品質が低くとも、撃うたれれば大怪我する可能性が──」

　青年に向かって、必死で叫さけぶ。

「心配要いらねえよ」

　そんな青年の返答は、すぐ側そばから聞こえた。

「銃を持ってるヤツなんてえのは、撃たれる前にぶん殴なぐりゃあいいんだよ」

　──銃を構えた男の、すぐ側から。

「なっ──ぐぅ!?」

　青年の槍による一撃を受け、銃を構えた男は宙を舞まう。

「きっ、貴様……！」

　他の男達が、次々に銃を構えた。少女の腕を掴んでいた男も、その手を離す。

「宿魔石エレメントストーンの力を用いている、ということには間違いございませんが……」

　早さつ速そく、少女は観察を開始する。実に、興味深い。

「いくぜえええ！」

　雄お叫たけびと共に、暴れ回る青年。あっという間に、男達が叩たたきのめされていく。

「やはり、攻撃力の強化が施ほどこされているようでございますね……」

　先さき程ほどの相手の吹ふっ飛びようから見ても、間違いない。一体、どういう原理なのだろう。

「直接的な解放とは異なるようでございます……となると、加工による変性を用いているということになりましょうが、それにしては力が高い水準で収束しておりますし……」

　色々考えてみるが、的確な解答が見つからない。ぶつぶつ言いながら、少女は青年の──というか、青年の振るう武器を凝ぎよう視しする。

「……うし、一段落か」

　そうこうしているうちに、青年は男達を残らず片付けてしまった。

「あ、あの！」

　思わず、青年に話しかけてしまう少女。

「んあ？」

　槍を背負い直していた青年が、驚おどろいたように少女の方を向いてくる。

「何だお前、逃にげてなかったのか──」

「それは、一体なんでございますか!?」

　何か言いかける青年の言葉に思いっきり被かぶせて、少女は自分の質問をぶつける。

「へ？　ヴェルメサイアのことか？」

　自みずからの槍と少女とを見比べながら、青年がそう訊たずね返してきた。

「『紅の救い手ヴエルメサイア』……聞かない名前ですわね……」

　頭の中に叩き込んである様々な道具の名前と照合してみるが、ぴんとくるものはない。

「見たところ、換かん装そう式の魔石変換器エレメントコンバーターに似ているようでございますが……」

「あ、ああ」

　少女の言葉に、青年は驚いたように目を見開く。

「確かにそんな感じだぜ。てか、よく知ってるな魔石変換器エレメントコンバーターなんて言葉──」

「えっ!?　本当に魔石変換器エレメントコンバーターなのでございますか!?」

　目を見開く少女。信じ難がたい話である。

　──魔石変換器エレメントコンバーター。宿魔石エレメントストーンの力を高い効率で変換しつつ、適てき宜ぎ増ぞう幅ふくさせる機能を持った道具である。

　魔石銃エレメントガンやフリッティングボードといった、宿魔石エレメントストーンの力をそのまま使用する一いつ般ぱん的な道具と異なり、力をより制せい御ぎよし収束した形で使用することが出来る。

「槍型なのは実に珍めずらしいですわね！」

「まあ、そうだろうな」

　何やら気け圧おされたように後退る青年。しかし、少女はそれどころではない。

「プルーサ王国やスヴェリッジ＝ノルジ連合王国でも色々開発が進められているという噂うわさでございますし、アルメリック協州国では車しや載さい運用が可能な程の小型化に成功したと聞き及およんでおりますが、かように扱いやすい形状のものは──」

「どうした！」

「何事だ！」

　その時、後ろから入り乱れた怒ど声せいが聞こえてきた。

「うそ、まだいらっしゃいましたの……!?」

　振り返り、少女は息を呑む。そこにいたのは、黒服の男達の新手だったのだ。

「まさか、全ぜん滅めつだと……!?」

「散開しろ！」

　短い叫びを交かわしながら、男達が身構える。喧けん嘩かの用意というより、戦闘の準備と表現した方が良さそうな、そんな統とう率そつの取れた動きである。

「へぇ……？」

　感心したように、青年が呟つぶやく。

「構わん、撃て！」

　男の一人がそう指示し、別の男が略ス礼ー服ツの下から魔石銃エレメントガンを取り出す。

「まさか、アウディスでございますか……!?」

　少女は絶句した。先程男達が使用していたスティングライン14と同等の威い力りよくを持つ上に、連射性能まで有しているという銃である。

「ほお」

　一方青年は、なおも余よ裕ゆう綽しやく々しやくな表情を浮うかべていた。

「穂先スピアヘツド、装着アタツチ。状態モード、前面防壁第三水準フロントデイフエンスレベルサード」

　そして、槍の宿魔石エレメントストーンを取り換かえる。

「撃てっ！」

　号令と共に、銃声が鳴り響いた。

「おりゃあ！」

　それとほとんど同じタイミングで、青年が槍を地面へと突つき立てる。

　──瞬間。少女と青年の前に、虹色に輝かがやく壁かべがその姿を現した。

「バカ、な……」

　男達が、揃そろってたじろぐ。

「……弾たまを、跳はね返しただと!?」

　銃口から吐はき出された、虹色の弾だん丸がん。それが全すべて、壁に激げき突とつするなり四散したのだ。

「よし、今のうちにずらかるぞ」

　そこで、青年がいきなり手首を掴つかんできた。

「ふえっ……？」

　力強い感かん触しよく。また、少女の胸がどきりと高鳴る。

「さあ、こっちだ」

　少女の手を引き、青年が走り出した。

「あの、少し──いたっ!?」

　走り出したところで、少女は悲鳴を上げる。足の裏に、痛みが走ったのだ。

「……んだぁ？　靴くつ履はいてないのか、お前」

　少女の足元を見て、青年がぎょっとした。

「ええ、はい……。その、左様でございます……」

　妙みような恥はずかしさを感じ、少女は俯うつむく。

「しゃあねえなあ」

　槍を背負うなり、青年はすっと少女を抱だきかかえた。これは──確か、『お姫ひめ様さま抱っこ』という体勢だ。

「あの、あの……」

「ったく、やっぱりフリッティングボード置いてくるんじゃなかったぜ……」

　何事かぼやくと、青年は少女を抱かかえたまま駆かけ出した。

「くそ、待て！」

「逃がすな！」

　再び銃声が響ひびくが、二人のところまで飛んでくることはない。おそらくは、先程の壁がまだ受け止めているのだろう。

「えっと、えっと、その……」

　しかし少女は、もうそれどころではなかった。

「は……はわわ……」

　青年に抱き上げられ、体同士が密着しているという状じよう況きよう。何だか、とても──どきどきしてしまうのだ。
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「大人おとなしくしてな」

　青年が、少女の耳元でそんな事を言う。

「引き受けるっつったろ。最後まで、守り通してやるさ」

「あっ──」

　ぼっ、と。少女の顔が熱くなる。ますます加速する動どう悸き。何だか、息苦しくさえなってくる。

「……さて、と。ここまでくりゃあ大だい丈じよう夫ぶか」

　どれ程経たったろうか。そんな声がするなり、少女は何かに座らされた。

「あ、あら……？」

　我に返り、辺りを見回す。

「ここは……？」

　煉れん瓦が造りの建物に囲まれた、細い路地裏──のようである。微かすかな月明かりが照らす建物は、いずれも荒あれ果てた雰ふん囲い気きを放っている。

「旧市街つってな。まあ見ての通りの場所だよ」

　はは、と笑うと、青年は少女の前にしゃがみ込んだ。

「さて……おい、足出してみ」

「はい……って、えええ!?」

　うろたえる少女。足を出させて、この青年は一体何をするつもりなのか。

「いいから、ほれ」

　少女を見上げながら、青年はなおも促うながす。

「あ、あう……」

　少女は、大人しく従うことにした。──なぜだろうか、抗あらがうことが出来ないのだ。

「それ、では……」

　ゆっくりと、スカートをまくり上げていく。

「なっ……お、おいおい!?」

　途と端たん、青年が素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「ちげーちげー！　足ってそっちじゃねえ！　裏だ裏！」

「へっ……あ、ああ、左様でございますか！」

　慌あわててスカートを下ろす。なるほど、痛がった理由を調べようということらしい。

「ったりめーだろ。助けたカタに体要求なんてしねえよ。……えーとなんだ、適切に値段をつけてなんたらかんたらするのが商人あきんどなんだからよ」

　何事か言いながら、青年は少女の足に手を触ふれる。

「あー……石かなんか踏ふんだっぽいな。ま、釘くぎとかじゃなくて何よりだ」

　少女の足の裏をしばし眺ながめてそう言うと、青年は立ち上がる。

「とりあえず、事務所に連れて行くぞ。安全だしな。……えーと、名前は？」

「あっ、わたくし、アレクサンドラ・サークミランと申します」

　名乗ってしまってから、少女はしまったと後こう悔かいする。名字を聞けば、素す性じようを知られてしまう。そうなったら、彼もきっと──

「おう。よろしく頼たのむぜ」

「えっ……」

　予想だにしない、反応。はっとして、青年の顔を見上げる少女。

　──なんと。少女の名字を聞いても、青年の態度は変わっていない。

「あの、わたくしの名を聞いても、何とも感じられないのですか？」

　冷静に考えると、嫌いや味みな物言いだ。しかしそれでも、聞かずにはいられない。

「んあ？　別に？」

「あっ……」

　息を呑のむ少女。

　想像したこともなかった。まさか、こんな事を言ってくれる人がいるなんて。

「じゃあ行くぞ。アレ、ア、アレ……アレキ……アレクシスオン……えーっと……」

「……レクシィ、と。呼んで下さいまし」

　未いまだに名前が思い出せないらしい青年に、少女は改めて名乗った。父がつけてくれた、愛あい称しようである。

「レクシィ、か。ああ、それなら覚えられるわ」

　うむうむと頷うなずく青年。

「俺はウィリアム・レッドハウス。人助けをやってる『コヨーテカンパニー』の社長だ。ウィルって呼んでくれりゃあいいぜ」

　そして、自みずからも名乗ってくる。

「……はい！」

　それに、少女──レクシィは、笑え顔がおで答えたのだった。
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　神々は、才能の側に選せん択たく権を与あたえ、人間の側に決定権を与えた。
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「牙きばと共に生きるということ　‐人生の見方‐」より













　とある、高級宿の一室。

「伯はく爵しやくにご理解頂きたいのは、えー、わたしどもといたしましては、全力を尽つくしたのですが、不測の事態が──」

　一人の男性が、つっかえつっかえに話しながら、額の冷ひや汗あせを拭ぬぐった。

「……ふむ。それはつまり、こういうことなのかな？　マリト卿きよう」

　そんな彼を、微び笑しよう交じりに見やるのは、伯爵と呼ばれた青年だった。

「どこの馬の骨とも知れぬ輩やからに邪じや魔まされ、みすみす逃にげられてしまった。そういうわけなのかな？　一足先に待っていたのに、こんな話を聞かされるとは思ってもみなかったよ」

　椅い子すに腰こし掛かけ、足を組んでいる。整った顔に浮うかぶ笑みは一見柔やわらかだが、その視線には氷のような冷たさがある。

「僕は間ま違ちがっているのかな、マリト卿。もしそうなら、遠えん慮りよなく指し摘てきしてくれていいよ」

　足を組み替かえる伯爵。僅わずかな所作に、マリト卿と呼ばれた男性がびくりと体を震ふるわせる。

「……いえ。伯爵のおっしゃる通りで、ございます」

　ややあってから、怯おびえた声でマリト卿が答えた。

「僕がこんな僻へき地ちにやって来ているのはなぜなのかな、マリト卿」

　畳たたみ掛かけるような、伯爵の質問。

「そ、それは、その──」

「なぜなのかな」

　伯爵の表情から、笑みが消える。

「アレクサンドラが、旅行を通じてお互たがいを知りたいと言い出したから、です」

　哀あわれなマリト卿は、今にも泣き出しそうである。

「そう。小こ娘むすめの下らない我わが儘ままに付き合ったからだ」

　ふう、と。伯爵が溜ため息いきをつく。

「そのために、わざわざ時間を割さいたんだ。ところがこの有様。旅行などというのは単なる口実で、きっとあの小娘は、最初から逃げる機会を作るのが目的だったんだろうね」

　落ち着いた口調。だからこそ、小娘という侮ぶ蔑べつ的な表現が、異様な雰ふん囲い気きを醸かもし出す。

「家いえ柄がらを考こう慮りよして立ててやったが、随ずい分ぶんとふざけた真ま似ねをしてくれたものだ」

　そこで青年は言葉を切り、俯うつむいてしばし考え込んだ。

「……あの小娘がいないのなら、ここにいる意味はない。君のような爵しやく位いも低ければ家柄も大したことがない輩と一いつ緒しよに旅をするなど、願い下げだしね」

「はは、いやはや仰おつしやる通りです」

　散々バカにした言い方をされたにもかかわらず、マリト卿は追つい従しようの笑みを浮かべる。

「君の為なすべきことは分かっているね、マリト子爵カーティス・リッツストーン？」

　それにまったく興味を惹ひかれた様子もなく、青年が突つき放すように言った。

「はい、それはもう。必ずあの小娘を捕つかまえて──」

「違ちがう」

　初めて、伯爵の声に感情が籠こもった。

「連れて来るんだ。僕の邸宅カントリー・ハウスまで。パーティーの日取りは知っているだろう」

　──あからさまな、苛いら立だちだ。

「はい、はい。承知いたしました」

　真っ青になり、何度も汗を拭うマリト卿。

「……もう一つ。お耳に入れたいことが、ございまして……」

　そして、明らかにおそるおそるといった様子でそう切り出した。

「なんだ」

「例の物ですが、お話ししていた取引相手が警察に検挙されてしまいました」

　盛せい大だいな舌打ちが響ひびく。勿もち論ろん、青年が発したものだ。

「……まったく。中産階級ミドルクラスの守しゆ銭せん奴どどもは、金を貯ためる以外のことをやらせると何の役にも立たんようだな」

　腹立たしげにそう吐はき捨てると、伯爵はマリト卿を睨にらみ付ける。神経質さと癇かん癪しやくが入り混じった、多分に棘とげのある視線だ。

「何としても入手しろ。僕が貴族──真に貴とうとい血筋の人間である事を、証明するために」

「はい、はい。それはもう、私めの人脈を最大限に駆く使しして入手させて頂きます」

「下がっていい」

　最も早はや目を合わせようともせず、伯爵が命じた。漂ただようのは、甚はなはだしい高こう慢まんさと尊大さだ。

　しかし、マリト卿は何も言わず、むしろ卑ひ屈くつ極きわまりない礼を残し部屋から出て行った。







「なっ、なななな……！」

　リオナは激しく動転した。

「そ、そそっ、そくぇ──それはどういうこと!?」

　夜よ更ふけまでウィルが事務所に帰って来なかったと思ったら、

「……その人、誰だれなのよ!?」

　知らない女の人をお姫ひめ様さま抱だっこして帰って来たのだ。

「うっはー……これは修しゆ羅ら場ばやねぇ」

　寝ね間ま着きに着き替がえたミカエラがそう言えば、

「ふんむぅ……刃にん傷じよう沙ざ汰たは容よう赦しや願いたいところですが……」

　同じく寝間着姿のボビーが額の汗を拭う。

「しゅ、修羅場!?　何か誤解してない!?」

　慌あわてて二人を振ふり返るリオナ。

「あたしはね、ただ、仕事をほっぽらかして、その……浮うわついたことやってるから怒おこってるのよ！」

　そう、そうなのだ。あくまで仕事に対する態度を非難しているだけなのだ。別に、ウィルが女の人と仲良くしているのが気に入らないというわけではない。断じてない。

「何を勘かん違ちがいしてるんだ、お前ら」

　抱かかえていた少女をソファに座らせると、ウィルはやれやれと溜息をついた。

「俺はだな、負傷をした依い頼らい者を安全な所に連れてきただけのことだよ」

「……へ？　負傷？　依頼者？」

　予想だにしない物言いに、面めん食くらってしまう。

「ふむ。確かに怪け我がしてる」

　どこからともなく出現したシャンリンが、少女の前に膝ひざをついて座った。

「ミカエラ、わたしの部屋から救急箱。ボビーは水を沢たく山さん」

　少女の足の裏──確かに怪我をしている──を確かく認にんするなり、指示を飛ばすシャンリン。

「どうだ、シャンリン。治りそうか？」

　ウィルが、シャンリンに訊たずねた。

「んー。まあ、そう心配することはない」

　傷口を診みながら、シャンリンはそう答える。

「シャンリン、救急箱持ってきたで」

「水も用意いたしました……」

　ミカエラとボビーが、相次いで救急箱と水とを持ってきた。

「ありがと」

　手早く傷口を水で洗い、救急箱から取り出した薬を塗ぬるシャンリン。

「どうも、お手数をお掛けしまして……」

　申し訳なさそうに言うレクシィだが、シャンリンは首を小さく横に振る。

「ううん。気にしないで。楽しいし」

「どーゆー意味で楽しいのかしらね……」

　ぼそりとツッコミを入れるリオナ。

「治ち療りよう終しゆう了りよう」

　シャンリンは手早く包帯を巻き終えると、

「寝ねて起きる頃ころには痛みもなくなるはず。……さて、続いて他ほかの部分を診しん察さつ」

　少女のスカートに手を掛け捲まくり上げようとする。

「何をしてるのよー！」

　すかさず少女からシャンリンを引き離はなすリオナ。

「むむっ」

　すると、シャンリンの目がきらりんと光った。

「さては、わたしと新たなヒロインとの関係にヤキモチ」

「違いますっ！」

　おバカなことを言うシャンリンをそこら辺に放ほうると、リオナはきょとんとした面おも持もちの少女に向き直る。

「どうも、失礼しました。……初めまして。このコヨーテカンパニーに勤めております、リオナ・ドリスコールという者です」

「これは、どうもご丁てい寧ねいに」

　すっと立ち上がると、少女はスカートの裾すそをつまみ、片膝を軽く折った。

「わたくし、アレクサンドラ・サークミランと申します。どうぞお気軽に、レクシィとお呼びくださいまし」

「あ、はい……って、サーク!?　貴族の方だったんですか!?」

　名前を聞くなり、仰ぎよう天てんするリオナ。これはえらいことである。

　──エアラー王国の貴族は、名誉称オナーブルネームという単語を王から与あたえられることとなっている。

　嫡流サーク、子オ孫ル、末裔リツツ。古語に由来する名誉称オナーブルネームを自身の名字の前に付けることで、初めて貴族の仲間入りが出来るというわけだ。

「はい……」

　少女の目線が、下を向く。何か、とても寂さびしそうな表情だ。

「んあ？」

　どうしたのだろうとリオナが思ったところで、ウィルが目をしばたたかせた。

「なんだ、そいつ貴族だったのか」

「そりゃそうでしょ！」

　エアラーに住む人間にとって、常識も常識なことである。

「しかもサークって、凄すごい家柄の人なのよ！」

　──三つある名誉称オナーブルネームの中でも、嫡流サークは別格である。

　嫡流サークの名誉称オナーブルネームには、「他国との戦争において手柄を立てた者」という条件がある。最後に与えられたのは混妖種ポリブリードが出現するよりも前──つまり、何百年以上も昔のことなのだ。

　これはすなわち、サークの名前を持つ家柄は最低でも数百年単位で続いているということになる。名家中の名家、といえるだろう。

「へえ。そりゃあ知らなかったぜ」

　一通り説明したところ、ウィルは納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「で、どこに騒さわぐ必要があるんだ」

　そして、不思議そうにそんなことを言う。

「はああ!?　なんでこの説明を最後まで聞いて出てくる反応がそれなのよ！」

　由ゆい緒しよ正しい家柄の貴族の令れい嬢じよう。どこで切っても雲の上な雰囲気が漂う単語揃ぞろいである。

「ほへぇ……そうですか……」

「なるほどな、貴族さんかー。あ、そういやウチお腹なか空すいてんけど。夜食あれへん？」

「高貴な女性……踏ふまれたい……」

　だというのに、リオナを除いた他の面々もウィルと同じような物言いをする。

「なんでそんなに呑のん気きなの！　最後の人は呑気というより単に変態だけど！」

　納得いかないリオナである。これでは自分の反応がおかしいかのようではないか。

「でけえ声出すな、ったく」

　きゃーきゃー騒ぐリオナに、ウィルは溜ため息いきをついてきた。

「客の身分が高かろうが低かろうが関係ないだろ。客は客なんじゃないのか？」

「──うっ」

　言葉に詰つまるリオナ。ウィルの言う通りである。

「つーわけだ。ま、仲良く頼たのむわ」

　レクシィと名乗った少女に、向き直るウィル。

「……はいっ！」

　レクシィは、とても嬉うれしそうに返事をした。

「本当に、レッドハウス様には何とお礼を申し上げれば……」

　そして、ウィルのことをうっとりした表情で見上げる。

（……ん？　何か意味深な雰ふん囲い気き？）

「はは、いいってことよ。レクシィ」

（……んん？　愛あい称しようっぽいので呼んじゃってる？）

「つーか、あんまりかしこまるなって。ウィルって呼んでくれっつったろ。様とかつけなくていいし」

（……んんん？　何かとても親しげ？）

「は、はい。ええと、ううんと……ウ、ウィル。……きゃっ」

（……んんんん？　名前を呼んでから頬ほおに手を当てて俯うつむきつつ『きゃっ』？）

　──何か。何か、ひどく怪あやしい気配を感じる。

「リオナ、リオナ」

　シャンリンが袖そでを引いてきた。

「眉み間けんにしわ寄せ過ぎ。まるで嫉しつ妬とに狂くるっているみたい」

「むぐっ!?」

　思わず変な声が出た。

「そ、そそ、そんなわけないでしょ！　あり得ないあり得ない！」

　慌てて否定するリオナ。まったくひどい誤解だ。早さつ急きゆうに解く必要がある。

「はいはい」

　必死のリオナの弁明を、シャンリンはあからさまに聞き流してきた。

「わたしってほんと報むくわれない。なんて不幸な女」

「もー！　何で聞いてくれないのよー！」

「だから騒ぐなってば。耳がぶっ潰つぶれそうだぜ……」

　再び、ウィルが顔をしかめる。

「……とにかく！　誤解は後々ゆっくり解くとして！」

　そんなウィルに、リオナはびっと指を突つきつけた。

「一体どういう依頼なの！　というかどういう成り行きで知り合ったの!?」

　社員として、是ぜ非ひ聞いておく必要がある。ちなみに、二人の関係性が気になるとかそういうわけではない。断じてない。

「大層なことじゃねえ。ガラ悪いのに絡からまれてたから助けただけだよ。んで、うちで面めん倒どうみるって流れになったわけだ」

　ウィルが、面倒臭くさそうに説明してくる。

「はい……ウィルの仰おつしやる通りでございます」

　レクシィが、たおやかに頷く。

（むー……呼び捨ては確定なのね……）

　なぜだろう。微び妙みように、面白くない。

「わたくし、とある事情で追われておりまして。危ないところだったのでございますが、そこをウィルに助けて頂きまして」

　レクシィが、ウィルにちらりと目を向け、

「……身の危険も顧かえりみず、救い出して下さったのでございます。とても、素す敵てきでございました」

　そして、赤くなって目を逸そらした。

「リオナの内心を代弁。『まあ！　なんて露ろ骨こつなアピールなの！　ウィルに近づく気満々じゃない！　許せないわこの女！』みたいな感じ」

　それを見て、シャンリンが滅め茶ちや苦く茶ちやな事を言う。

「違ちがう！　違う違う全然違う！　あたしまだそこまで考えてないし！」

　慌あわててシャンリンの独自解かい釈しやくを訂てい正せいするリオナ。

「まだ？　すなわち、いずれはそういう結論に行き着くということ」

「んうぐっ!?　あ、揚あげ足あしを取らないで！　今、今のは単なる言葉のあやですー！」

「やれやれ、仲がよろしいなあ。……ふわあ。なー、ウチ眠ねむなってきたんやけどー」

　ミカエラが欠伸あくびをした。

「ふんむぅ……お子様はもう寝る時間ですからねぇ……」

　ボビーが横からぼそっと茶化し、

「誰だれがお子様じゃー！」

　憤ふん慨がいしたミカエラの必殺パンチをお見み舞まいされる。

「……ああ、そうだ」

　そのやり取りを見ているうちに、リオナはふとあることに思い当たった。

「レクシィさんのお部屋、どうしましょうか。一応事務所の二階に部屋はあるんですけど、全すべて埋うまってますし……」

「よし、んじゃあ今日は泊とまっていきな」

　頷いてから、ウィルは少し考える。

「部屋は……ボビーの部屋だな。シャンリン達は相部屋だし、ミカエラの部屋は汚きたねえし」

「ちょ、ちょっと何言ゆうてんねんな！　人聞きの悪い！」

　ミカエラが顔を赤らめた。

「事実だと思われますが……足の踏み場もないとはまさにあのことで……」

「やかましわー！」

「あいたた……。まあ、それではわたしは一階で寝ることにしましょうか……。では、とりあえずお部屋へどうぞ……」

　ミカエラにぽこぽこ蹴けられつつ、ボビーはレクシィを部屋へと案内していく。

「……ねえ」

　レクシィが階段を上りきったのを見計らって、リオナはウィルに話しかけた。

「ん？　なんだよ」

「あの、レクシィって人のことなんだけど……」

　彼女のことを、どう思っているのか。どういう理由で、引き受けたのか──

「……何でもない」

　──そんなこと、聞けるはずがなかった。

「なんだよ、どうしたんだよ」

　怪け訝げんそうに、ウィルが眉まゆをひそめる。

「どうもしないわよ。……ばか」

　ぷいっと顔を背そむけるリオナだった。







　貸してもらった部屋は、綺き麗れいに整理されていた。壁かべには大きなツナギが掛かけてあり、そのツナギに隠かくれるようにして本ほん棚だなが置かれている。

　本棚に収められているのは、いずれも難しそうな本ばかり。しかも、半分以上は別の国の言葉のようである。部屋の主あるじの教養の深さが表れている。

「失礼いたします」

　誰にともなくそういうと、レクシィはベッドに腰こし掛けた。ベッドは高さも長さも幅はばも無む闇やみに大きく、レクシィの足は床ゆかについていない。部屋の主あるじの体の大きさが表れている。

「ふぅ……」

　溜息をつくと、レクシィは床に置いたキャリーバッグの中から何かを取り出した。

　それは、一つの古びた懐かい中ちゆう時計。表面に刻まれているのは、様々な図ず柄がらの組み合わせからなる大紋章アチーブメント──父の氏うじ素す性じようを証明する意匠デザインである。

「……お父様、お母様……」

　思い出が詰まった宝物を眺ながめながら、レクシィは呟つぶやいた。

「わたくしの行おこないは、これでよかったのでございましょうか……」

　そして、今日のことを思い返し始める。

　生まれて初めて列車に乗り、そこから脱だつ出しゆつし、知らない街を逃にげ回り、それから──

（……あぅ……）

　その部分に思い至るなり、かぁっと顔が熱くなった。

　助けに来てくれた、あのウィルという青年。彼の顔や、声や、感かん触しよくを思い出すと、何とも不思議な気持ちになってしまう。

　特に、一番印象に残っているのは、あの時の言葉だ。

　──最後まで、守り通してやるさ。

（守り通すだなんて……そんな……きゃー！　きゃー！）

　足をじたばたさせるレクシィ。

（……ああ、でも……）

　ある光景を思い出し、レクシィは足を止める。

（あの方、は……）

　先さき程ほどウィルに、親しげに話しかけていた少女のことを思い出す。

（……うー）

　とても、可愛かわいい女の子だった。レクシィなどとは正反対の、元気で活発な女の子。

　レクシィに対してはどこか他人行ぎよう儀ぎなウィルも、彼女に対しては──本当に打ち解けた様子で話していたように見えた。

「ふぅ……」

　また溜息をついてしまう。

（わたくしのような変わり者より、あの子のように明るい子の方が──）

「──あら？」

　そこで、めきりとした音が響ひびき、がくんとレクシィの体勢が崩くずれた。

「ひゃっ!?」

　腰掛けていたベッドが、突とつ然ぜん斜ななめに傾かしいだのだ。

「まあ、これは一体──まあ、まあ！」

　慌てふためいてベッドから降りると、レクシィは口に手を当てる。

「なんということでしょう！　人様のベッドを壊こわしてしまいましたわ！」

　ベッドの足のうち、頭側の一本が折れてしまっていた。

「困りましたわね……」

　しばしおろおろしてから、出だし抜ぬけにレクシィは手をぽむと合わせた。

「そうですわ！　名案がございます！」







「むー、むー……」

　二段ベッドの上の段に寝ね転ころがり、リオナは呻うめいた。シャツに半ズボン、靴くつ下したも履はいていないという軽装で、髪かみはピンでまとめている。

「んむー？」

　シャンリンが、部屋の隅すみから返事をしてくる。声が変なのは、歯を磨みがいているからだ。

　──ここは、シャンリンとリオナの部屋である。元々シャンリンの一人部屋だったのだが、リオナがコヨーテカンパニーで働くにあたって、同居することになったのだ。

　同居当初は、机の上に置かれた謎なぞの薬品から謎の煙けむりが立ち上のぼっていたり、得体の知れない植物が天てん井じようまで茎くきを伸のばしていたりと、おおよそ人間の居住出来る環かん境きようとはいえない様相を呈ていしていたが、現在はリオナの努力により普ふ通つうの部屋程度には片付いている。

「むむー」

　唸うなり声ごえに唸り声で返してくるシャンリンは、部屋の隅にある洗面台と向かい合っていた。

　タンクトップにジャージという、リオナと同じくくつろいだ格好である。タオルで前髪を上げているせいか、普段とはかなり雰ふん囲い気きが違っている。

「くちゅくちゅ。ぶえー。……ふむ」

　口をゆすぐ音が響いてから、二段ベッドの下の段へ人が潜もぐり込む気配がした。

「いつもはすぐに寝て、何をしても起きないリオナが夜よ更ふかし。これはやはり社長とあの子の関係が気になっている証しよう拠こ」

「ち、違うってば！　というかシャンリン！　あたしが寝てる間に何してたの!?」

　ばっ、と。ベッドの縁ふちから身を乗り出し、逆さまになって下の段を覗のぞき込むリオナ。

「秘密」

　そこには、寝っ転がり、右手で自分の頭を支えるという姿勢のシャンリンがいた。

「……な、なによ」

「うーん。方向性が違う」

「何の方向性よ」

「向こうは可か憐れんに花か壇だんを彩いろどる感じ。リオナは野にたくましく咲さき誇ほこる感じ」

「たくましいって何よ！　女の子を表現する言い回しじゃないわよ！」

　と怒おこってはみたものの、シャンリンの言わんとすることは分かるリオナである。

（綺麗な人、だったもんなぁ……）

　すらりと伸びた背。長い足。綺麗な髪。整った顔立ち。そして何より、埃ほこりに汚よごれていてもなお放たれていた、高貴な雰囲気。

（どこをとっても、あたしじゃ敵かなわないよ……）

　ウィルの態度がリオナの時と全然違うのも、よく分かる話だ。やっぱり──男の人は、より素敵な女性に優やさしくするものなのである。

「……ふむ。思ったよりも重じゆう篤とくな症しよう状じよう。要治ち療りよう」

　難しい言い回しで何か言うと、シャンリンがちょいちょいと指で招いてきた。
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「んー？　なにー？」

　聞いてみるが、シャンリンはなおも指をくいくい動かし続ける。

「よっ、と」

　階段で下りるのは面めん倒どうなので、逆さまのまま一気に落ちる。

　続けて、伸ばした手で下の段の柵さくを掴つかみ、体勢を入れ替かえシャンリンの隣となりへと滑すべり込む。

「リオナにはリオナの魅み力りよくがある。自信が持てないならつけてあげる」

　すると、シャンリンは早さつ速そく服を脱ぬがそうとしてきた。

「きゃー!?　やっぱりこういう展開ー!?　てかやだ、どこ触さわって──」

　──かん、かん。

　貞てい操そうを守るべく同居人と死し闘とうを繰くり広げていると、何やら怪あやしげな物音が聞こえてきた。

「……む」

「……ん」

　二人して動きを止め、お互たがいの顔を覗き込む。

　──かん、かん、かん。

　やはり、聞こえる。硬かたいもので、何かを叩たたいているような音だ。

「行くよ」

　シャンリンの反応は早かった。どこからともなく暗器銃じゆうを取りだし、弾倉マガジンの中身を確かく認にんすると、部屋の扉とびらまで移動する。

「あ、ちょ、待って待って」

　慌あわててベッドの上の段に上がり、枕まくら元もとに置いてある短い金属の棒を手に取ると、リオナは床へと飛び降りた。

　着地と同時に、棒を思いっきり振ふる。すると、棒は手て頃ごろな長さまでしゃきんと伸びた。

　フリッティングボードの操板棒ミツシヨンバーである。旅の商人あきんどだった頃からの習慣で、護身のためにいつも身の回りに用意してあるのだ。

（まさかとは、思うけど……）

　少女の追っ手とやらが、忍しのび込んできたのだろうか。緊きん張ちようしてしまうリオナである。

「そこにいて」

　手でリオナを制すると、シャンリンはそっと扉のノブに手をかける。

「何をしている！」

　鋭するどい声と同時に扉を開け、一回転しつつ廊ろう下かに飛び出し、立て膝ひざの姿勢で暗器銃を構え、

「……え」

　そして、シャンリンは呆あつ気けに取られたような表情で動きを止めた。

「ど、どうしたの？」

　何事かと思いながら後を追って廊下に出てみると、

「……え」

　シャンリンと全まつたく同じ声が出た。

「おいおい、どうしたんだよ殺気立って」

　ウィルが、とある部屋の扉に耳をぴったりくっつけていたのだ。

「そこって、ボビーの部屋よね……」

　リオナ達の部屋の隣、一番階段側の部屋。普段はボビーが寝起きしている部屋で、現在はレクシィが寝ている部屋である。

「どないしたん!?」

　リオナの後ろから、ミカエラの声が響く。振り向くと、サイズの大きなシャツとズボンに身を包んだミカエラが、二挺ちようの魔石銃エレメントガンを構えて立っていた。

「……え」

　そんなミカエラも、ウィルを見るなり固まる。

「いかがなさいましたか？」

　ウィルの向こう側から、階段を上ってきたボビーが顔を出す。

「……ふんむぅ」

　そして、ウィルの姿に言葉を失う。

「……何を、してるの？」

　社員一同を代表して、リオナが聞いてみた。

「いや、物音がしたから……っておい、待て待て」

　そこで、ウィルはようやく状じよう況きように気がついたのか、目を白黒させる。

「な、何だよお前ら。どうしたんだよ」

「……最低」

「会ったその日に夜よ這ばい。わたしでも遠えん慮りよしてたのに」

「さすがに、それはいかがなものかと思ったり思わなかったりします……」

「見み損そこなったで、社長」

「違ちがう！　違う違う誤解だ！」

　四人全員から冷たい視線を浴びせられ、分かりやすく狼狽うろたえるウィル。

「俺はほら、そこで寝てたら変な音が聞こえたから！」

　ウィルが指差すのは、廊下の突つき当たり。そこには、ウィルのベッドがある。部屋数の関係で、ウィルは廊下で寝起きしているのだ。

「シャンリン達の部屋がうるせえのはいつものことだとしても、それとは別の所からかんかん聞こえるのは妙みようだと思ってよ」

　必死で言い訳するウィル。

「中から音がするから、様子を窺うかがってたんだ。女の部屋に入るわけにもいかねえしよ」

　理り屈くつとしては若じやつ干かん疑わしいが、あり得ないことではない。ウィルの聴ちよう力りよくは人並み外はずれて優すぐれている。混じり合う音の一つ一つを敏びん感かんに聴きき分けるのも、不可能ではないだろう。

「……分かったわよ。じゃあ、あたしが見てみる」

　とりあえず断罪を保留して、リオナはウィルと入れ替わりに扉の前に立つ。

「気をつけてね」

　両手を伸ばし、銃を下に向けて構えながら、シャンリンがリオナの隣に来た。

「じゃあ、開けるわよ」

　そう言うと、リオナは扉に手をかけた。

「失礼しますっ！」

　そして、一気に扉を引き開ける。

「……あ、れ？」

　部屋の中に、レクシィの姿はなかった。

　──かん、かん。

　だというのに、物音は未いまだに聞こえる。

「リオナ、そこ」

　暗器銃の構えを解き、シャンリンが部屋の一点を指差した。

「……な、なにあれ？」

　ベッドの下。そこから、人の下半身が出ている。

「あ、あのぉ……レクシィさん？」

　服からして、レクシィの下半身だ。それは分かるが、しかしまたベッドの下に潜り込んで一体何をやっているのか。

「ふみゅ？」

　ごそごそと、レクシィがベッドの下から這はい出てくる。──金かな槌づちを持ち、釘くぎを何本も咥くわえるという姿で。

「……ふみゅ？」

　呆気に取られた一同を見回し、レクシィは釘を咥えたまま小首を傾かしげたのだった。







「いやあ、驚おどろきましたよ」

「お騒さわがせして、まことに申し訳ございません」

　次の日の朝。事務所のソファに、リオナとレクシィは差し向かいで座っていた。

「別に、わたしのベッドなどお気になさらずともよろしかったのですが……」

　階段に腰こし掛かけたボビーが遠慮がちに言えば、

「どうせ壊こわれる寸前やってんて。なんせ、常つね日ひ頃ごろ使つこてんのがこのデカブツやねんから」

　そのボビーの肩かたに腰掛けたミカエラが、けたけた笑う。

「いえ、滅めつ相そうもございません。お借りしたものを壊してしまったのですから、直させて頂くのは当然のことでございますわ」

　レクシィは、首を横に振ってみせた。

　──彼女の服装は、初対面の時のドレスではなく、ヘソ出しシャツにくるぶし丈たけのズボンという軽装だった。

　この服は彼女の私物ではなく、シャンリンとリオナのものを貸したものである。やたらと開放的になっているのは、レクシィが二人より随ずい分ぶんと背が高く、寸法が合わないためだ。

「しっかし、姉ちゃんすごいなあ。めっちゃ手先器用やん」

　ミカエラの言葉に、リオナも同意する。

「そうね。あんなに派手に折れた足を、ほとんど元通りに直しちゃうんですもの」

「い、いえ！　そんな！　とんでもございません！」

　すると、レクシィは何やら動どう揺ようし始めた。

「わたくしなどに、そんな……勿もつ体たいないお言葉でございますわ」

（……ん？　どうしたのかしら？）

　何だかえらく大おお袈げ裟さな反応である。リオナが怪け訝げんに思ったところで、

「うあー……参ったなぁ……」

　咥え煙草たばこのウィルが、扉を開けて事務所に入ってきた。

「なに、どうしたの？」

「どうしたもこうしたもねーよー」

　社長用の椅い子すにどっかり腰こしを下ろすと、ウィルは溜ため息いきと煙草の煙けむりとを一いつ遍ぺんに吐はき出す。

「車が完全に動かなくなっちまった」

「えっ、うそ!?」

　目の前にレクシィがいるのも忘れて、リオナは悲鳴を上げてしまった。

「嘘うそなわけがあるか。見てきてみろよ」

　煙草の灰を灰皿に落としながら、ウィルが開けっ放しの扉を顎あごで示す。

「ちょ、ちょっと失礼しますね」

　レクシィに会え釈しやくすると、リオナはソファを立つ。

　事務所から出てみると、すぐそこにコヨーテカンパニーの魔動車エレメントカーが停とまっていた。

「ねえ、壊れたってほんと？」

　運転席に座っているシャンリンに聞いてみる。

「うん。もうお手上げ」

　何度も鍵キーを回しながら、シャンリンが眉まゆ尻じりを少し下げた。

「あっちゃー……」

　天を仰あおぐリオナ。どうやら、修理に出すしかないようだ。

「一番近い修理工場って……ミルワン通りのあそこだっけ？　坂道の途と中ちゆうにある」

「そこは潰つぶれた。もう更さら地ちになってる」

「うひゃぁ……そうだったんだ……」

　不景気不景気と口ではいいつつ、実際そういう話を聞くと何とも言えない気分になってしまう。

「……って、他ひ人と事ごとじゃないけどね」

　とりあえずこの車をどうにかしないことには、コヨーテカンパニーもその修理工場の後を追うことになってしまいかねない。何しろあの車は、コヨーテカンパニーにとってほぼ唯ゆい一いつの移動手段なのだ。

「他ほかに修理して貰もらえそうなところって、どの辺？」

「んー」

　鍵キーを回す手を止め、シャンリンは少し考える。

「タガティの方にあったはず。魔石鉱エレメントマインの近く」

「……と、遠い……」

　徒歩で一時間以上かかる場所だ。一体、そこまで車をどうやって運べばいいのか。

「あの、すみません」

　リオナが途方に暮れていると、ややためらいがちにそんな声が掛かけられた。

「少しよろしゅうございますか？」

　声の主は、キャリーバッグを引いたレクシィだった。

「はい。何かご用ですか？」

　聞き返してみると、レクシィは車へと目を遣やった。

「そのお車の修理、わたくしにお任せ頂けませんこと？」

「修理、ですか？」

　面めん食くらってしまうリオナ。突とつ然ぜん何を言い出すのか。

「出来るの？　だったらお願いするけど……」

　怪訝そうに言いながら、シャンリンが車から降りた。

「ええ、お任せ下さいな」

　レクシィはキャリーバッグを開け、中から何やら工具を取り出し始める。

「車種がティタールで、症しよう状じようがエグゾーストクロッギングだと……これとこれと、これでよろしゅうございますわね」

　どれもこれも、見たことがないようなものばかりである。金属製のイカのようなものやら、途中で直角に曲がった金属の棒やら、使い道さえ分からない。

「少々お待ち下さいね」

　そう言うと、レクシィは長方形の工具にレバーを取り付け、自動車と地面の間に挟はさんだ。

　そのレバーを、えっさほいさと上下させるレクシィ。すると、レクシィの動きに合わせ車体が徐じよ々じよに浮うかび上がった。どうやらあの工具、車を持ち上げるためのものらしい。

「さて、と。それでは修理開始でございます」

　生まれた隙すき間まを金属製のスタンドで固定し、レクシィは工具片手に車の下へ潜もぐり込んだ。

　──この間、ほとんど時間はかかっていない。見事な手て際ぎわである。

「へえ」

　シャンリンが、感かん嘆たんの声を漏もらした。

「ふんふんふーん」

　車の下からは、レクシィの鼻歌やら、がちゃがちゃと何かをいじる音やらが響ひびく。

「さて、終わりましたわ」

　しばらくしてから、レクシィはもそもそと這い出てきた。油や埃ほこりで手や顔が汚よごれているが、気にする様子もない。

「直ったんですか？」

「ええ」

　レクシィは、隙間を支えていたスタンドを外はずし、最初車体を持ち上げるのに使った工具を再び操作した。すると、空中に浮いていた車体が、元の姿へと戻もどっていく。

「どうぞ、もう一度スタートさせてくださいまし」

「うん」

　シャンリンは少し戸と惑まどった様子で運転席に座り直し、もう一度鍵キーを回す。

「──あ」

　すると、車のエンジンがかかった。『排気音エグゾーストノイズ』も、生まれ変わったように元気である。

「凄すごい」

　目を丸くするシャンリン。彼女がここまで分かりやすい表情をするのも珍めずらしいが、それも無理のないことだ。リオナも、まるで魔ま法ほうを掛けられたような気分である。

「おっ、エンジンかかったのか！　……って、んお？」

　事務所から出て来たウィルが、レクシィの様子を見てぎょっとした。

「差し出がましいことでございますが、修理させて頂きました」

「修理？　お前が？」

　レクシィの言葉に、ウィルは再び驚く。

「そいつは有り難がてえぜ。一体、何がまずかったんだ？」

「うふふ。原因はですね、『排気エグゾースト』にあるのでございます」

　キャリーバッグに工具をしまいながら、レクシィが得意げに説明を始める。

「『排気エグゾースト』というのは、一見煙のように見えますが、実は細かい粒りゆう子しで出来ておりますの。その粒つぶが詰つまってしまうと、遂ついにはエンジンがかからなくなってしまいます。それでもなお無理に動かそうとすれば、最後には爆ばく発はつしてしまうこともあり得ますわ」

「ば、爆発……そうなんですか……」

　思わずひやりとする。結構、危ないところだったのだろうか。

「そもそも、この車種は荷台こそついておりますが、エンジンそのものの馬力はあまりございません。あまり重いものを乗せて走らせておりますと、それだけエンジンに負担が掛かり、『排気エグゾースト』の量も増えてしまうのでございます」

「ほう。つまり、ボビーみたいのを乗せてるのがまずいわけか」

　ウィルが、納なつ得とくいったように頷うなずけば、

「乗せる時とか車が揺ゆれるしね。あれは乗車というより積せき載さい」

　シャンリンも、ボビーが聞いたらふんむぅと落ち込んでしまいそうなことを言う。

「こらこら！　人を貨物みたいに言わないの！」

「ふふ、うふふふ」

　リオナが二人を叱しかっていると、いきなりレクシィが吹ふきだした。

「ん？　どうしました？」

「いえ、いえ。申し訳ございません」

　そんなことを言いながらも、レクシィはくすくす笑っている。

「皆みな様さまが楽しそうにお話しになるから、わたくしまで愉ゆ快かいな気分になってしまって」

「楽しげ？」

　そう言われても、今一つぴんとこない。今のは、リオナ達にしてみると呼吸のようなやり取りだ。楽しいとか楽しくないとか、意識したことさえなかった。

「そっかぁ……？」

　ウィルも同じらしい。不可解だと言わんばかりに、腕うでを組み眉まゆをひそめている。

「リオナとわたしの間には、固く結ばれた運命の絆きずながありますからー」

　シャンリンに関してはいつも通りである。

「というか待った！　いちいち抱だきつかない！　変なところも触さわらない！」

「うふ、ふふふ。見ているだけでも、心が弾はずみますわ」

「むっ」

　ぴたりと、シャンリンが動きを止める。

「つまり、レクシィもわたしに愛あい撫ぶされたいと──」

「果てしなく自分に都合の良い解かい釈しやくをしない！　……もう、ごめんなさいね、うるさいばっかりで」

　シャンリンを叱りつけてから、リオナはレクシィに詫わびた。

「いいえ、お気き遣づかいなく。……あ、そうでございますわ」

　ぽん、と。手を合わせるレクシィ。

「唐とう突とつで申し訳ございませんが、少々改造を施ほどこしてもよろしゅうございますか？」

「改造？」

　リオナは、目をぱちくりさせた。どういうことなのだろう。

「ええ。皆様のお車を、この世に二つとないものに生まれ変わらせて差し上げますわ。色々とお世話になった、恩返し代わりでございます」

「おう。んじゃまあ、一つよろしく頼たのむわ」

　気軽な口くち振ぶりでそう依い頼らいするウィル。

「はいっ！　昼までには仕上げてご覧にいれますわ！」

　レクシィは、目を輝かがやかせてそう宣言したのだった。







　そして、宣言通りに改造は昼までに終わった。

「いかがでございましょう？」

　目を輝かせてレクシィが聞いてくる。

「え、えっと……」

　車の荷台の両りよう脇わきに、なにやら腕のような物が一本ずつ取り付けられている。

「うーんと……」

　確かにこの世に二つとない感じではあるが、その代だい償しようとして車らしさというものを完全に失ってしまっている。

「ふんむぅ……これは前衛的ですね……」

「改造ゆうから『排気音エグゾーストノイズ』でも大きするんか思っとってんけど……」

　ボビーとミカエラが、変わり果てた車を眺ながめて唖あ然ぜんとしている。

「とりあえず……この物体はなんですか？」

　荷台の脇から伸のびる腕を、おそるおそるつつくリオナ。得体が知れないことこの上ない。

「名付けて『にょっきりアームズ』でございます。機能は、こんな感じで──」

　荷台に乗り、何やらごそごそと操作するレクシィ。

「──はい！　まるで人間の腕のように動くのでございます！」

　すると、腕の部分がみょーんみょーんと伸び縮ちぢみした。

「ただ動くだけではございません」

　次に、レクシィはどこからともなくタマネギと包丁とまな板を取り出す。

「たとえばこのタマネギ、これを物凄い速度で刻むことが可能なのでございますよ」

　荷台の縁ふちにまな板とタマネギを置くと、レクシィは再び腕を操作する。

「このように不安定な場所でも、繊せん細さいな力の調節で──ほら、ご覧の通り！」

　にょっきりアームズなる二本の腕は、凄すさまじい勢いでタマネギを微み塵じん切ぎりにした。

「ほ、ほー……」

　無む闇やみに可愛かわいい名前と珍ちん妙みような性能の、どちらに突つっ込めば良いのか分からない。

「……って、あれ？」

　ふと、リオナは目をしばたたかせた。

「それ、止めないの？」

　腕は未いまだに動いている。タマネギを刻み終えてもなお、高速で上下し続けているのだ。

「あら？　おかしいですわね」

　がちゃがちゃと操作するレクシィ。しかし二本の腕は、余計に加速するばかりである。

「おや、このままでは──」

　レクシィがそう呟つぶやいた途と端たん、腕は大爆発した。

「きゃー!?」

　思わず悲鳴を上げるリオナ。虹にじ色いろの煙けむりが立ちこめ、何も見えない。

「けほ、こほ……」

　煙が晴れると、レクシィは埃まみれになってむせていた。

「大だい丈じよう夫ぶ、ですか？」

　怪け我がはないようだが、とりあえずそう訊たずねてみる。

「申し訳ございません、調子に乗りすぎてしまいまして……。もう少し調整が必要でございました……」

　しょんぼりと肩かたを落とすレクシィ。

「はは、まあ気にすんなよ」

　それまで自分の槍やりの手入れをしていたウィルが、からからと笑った。

「失敗も負けも、何度してもいいんだ。……最後の最後。自分の人生を賭かけるような大勝負。そういう時に勝てばいいんだよ」

「……はい。温かいお言葉、嬉うれしゅうございます」

　呟くようにそう返事をすると、レクシィはウィルを上うわ目め遣づかいで見上げた。

「あ……うん……まあ、そういうことだ……？」

　もごもご言いながら、ウィルは目を逸そらす。

（む、むむ）

　内心で唸うなるリオナ。何だか面おも白しろくない空気である。

「ようやく完成」

　その時、シャンリンが事務所から出て来た。

「あ、何してたの？」

　訊ねるリオナ。シャンリンは、初めはレクシィの改造を一いつ緒しよに眺めていたのだが、途中で何やらいきなり事務所に引っ込んだのだ。

「秘薬の開発。お客さんに進しん呈てい」

　そして、両手に持った何かをレクシィに勧すすめる。

「なに、それ？」

　バケツと器うつわである。バケツは水で、器はどろりとした物体でそれぞれ満たされている。

「お肌はだのお手入れ用品。水で手を洗った後で、これを塗ぬるといい」

「あらあら、お気遣い頂きありがとうございます」

　言われるがままに、レクシィは手を洗い、謎なぞの物体を手にすり込む。

「ごめんね、リオナ」

　シャンリンが、何やら謝ってきた。

「リオナのライバルを支し援えん。これは敵対行動と見なされても仕方ない」

「は、はああ!?　ライバルって何よ！」

「しかし美人の手が荒あれる様子を放置するのは、医術を学んだ者にあるまじきこと。涙なみだを呑のんで行動」

　そんなことを言いながら、あれこれとレクシィの世話を焼くシャンリン。

「……別に、敵も味方もないわよ。ただの、お客さんなんだから……」

　口の中でもごもご反論すると、リオナはそっぽを向く。

「ねえ。どうして手て袋ぶくろなりなんなりしないの？　折角綺き麗れいな手が台無し」

　シャンリンが、レクシィにそう訊ねた。

「ああ、それは……」

　少し恥はずかしそうな面持ちで、レクシィは俯うつむく。

「……わたくしは、直接触ふれて感じたいのでございます」

「触れて、感じる？」

「機械にせよ、道具にせよ。それらは全すべて人が作りだしたものでございます。工こう房ぼうで職人が製作したものであっても、工場で工員が生産したものであっても、本質は同じこと。人によって、生み出されたものなのでございます」

　すっ、と。レクシィが顔を上げた。

「人によって生み出されたものには、それを生み出した人の心が宿るのでございます」

　その目には、真っ直すぐな光が宿っていた。

「ものに触れるのは、その心に触れるという事。だから、直に感じたいのでございます」

　同時に、何か──遠い過去を懐なつかしむような、そんな彩いろどりも帯びていた。

「なるほどー。そういうことだったのですね」

　ふむふむと頷うなずくリオナ。何だか、素す敵てきな理由である。

「ではわたしとも直に触れ合いを……」

　シャンリンが、指をわきわきさせながらレクシィに近寄りだした。

「はいはいそこまで。手つきがやらしいわよ」

　すかさず、羽は交がい締じめにするリオナ。

「人聞きの悪い。わたしはただ、体と体の付き合いを──」

「表現までやらしい！　お客さんに一体どんな破は廉れん恥ちな行おこないをするつもり!?」

　ずるずる引き離はなす。一応こっちが平社員で相手が副社長なのに、この関係はなんなのか。

「しっかしあれだ、レクシィは大したもんだな。なんてーか……『技術者』って感じだ」

　槍をいじる手を止め、ウィルがははっと笑った。

「あっ……」

　しかし。その言葉を聞くなり、レクシィは両手を口に当てた。目め尻じりには、なんと涙が浮うかんでいる。

「れ、レクシィさん!?」

　慌あわてるリオナ。

「あんた、なに泣かせてるのよ！」

　ははっどころではない。お客さんを泣かせるなど、とんでもないことだ。

「い、いや待て。俺は別に──」

　ウィルの言い訳を遮さえぎるようにして、銃じゆう声せいが響ひびいた。

「ごふぉっ!?」

　呻うめき声ごえと共に、地面に転がるウィル。

「女の子を泣かせる男はわたしの敵」

　シャンリンが、どこからともなく取り出した銃身の長い銃でウィルを狙ねらう。

「これはっ……！」

　そんなシャンリンの方を向くなり、レクシィの表情が変わった。

　──白状すると、リオナはこの瞬しゆん間かんに不ふ吉きつな予感を強く覚えていた。

「まさか、ガトパルドスでしょうか!?」

　──だというのに、一いつ切さいの行動を取らなかった。

「実銃を見るのは初めてでございます！」

　──たとえ使われているのが威い力りよくの低い弾だん丸がんであろうとも、今にも引き金が引かれそうな銃の前に、自分から飛び出す人などいまい。








[image: ]








「是ぜ非ひ間近で──ごほっ!?」

　──そんな固定観念に、囚とらわれていたためだ。







　豪ごう華かな調度品で埋うめ尽つくされた部屋。一人の青年が、グラス片手に椅い子すに腰こし掛かけている。

　その部屋の扉とびらが、こんこんと叩たたかれた。

「ご主人様。マリト卿きようがおいでです」

　執事バトラーのものと思おぼしき声が、扉の向こうから響く。

「通せ」

　短く青年が答えると、部屋の扉が開かれた。

「失礼いたします」

　突き出た腹を揺ゆすりながら、マリト卿が部屋に入ってくる。

「お喜び下さい。例の物を入手する事に成功しました。期日にも間に合います」

　いかにも得意げな笑え顔がおで、マリト卿はそう報告した。

「そうか」

　青年の口から漏もれたのは、そんな相あい槌づちだけだった。期待を裏切られたのか、マリト卿の表情が少々不満そうなものになる。

「……あと、もう一つ。サークミランの小こ娘むすめについても目め処どが付きそうです。雇やとった連中の尻しりを叩いて、多少強ごう引いんな手段を用いてでも奪うばってくるとの確約を得ました」

「ふむ」

「わたしが強く指示したことにより、自みずからの仕事に対する自覚を持ったようで」

　自じ慢まんを始めるマリト卿。口先だけで自らを売り込もうという魂こん胆たんが、如によ実じつに表れている。

「もういい」

　しかし、その長ちよう広こう舌ぜつは青年の声に遮られた。

「つまりですな。連中のようなアルメリックの人間は、とにかく過程よりも結果のみを重視いたします。その考え方を踏ふまえた上でわたしが──ひっ」

　なおも話を続けようとしたところで、マリト卿は息を呑んだ。

「結果を出さねばならないのは貴公も同じなのだよ、マリト卿」

　青年の瞳ひとみに宿る、冷たすぎる光。それに、ようやく気付いたのだろう。

「貴公の事業に出資するのはやぶさかではない。だがそれは、あくまで貴公が僕の期待に十全に応こたえることが出来れば、の話だ」

　刃やいばのような視線が、マリト卿に突つき刺ささる。

「そのことをよく理解しておいてくれ。いやしくも貴族に連なる家いえ柄がらの者なら、自らの役割を果たすことの重要性は分かるはずだ」

「は、はい！　勿もち論ろんです！」

　脂あぶらぎった顔に冷ひや汗あせを浮かべながら、マリト卿はがくがくと首を上下に振ふった。

「それでいい」

　視線の冷たさはそのままに、青年は呟つぶやく。

「あの女にも理解させねばならない。貴族に生まれた者は、死ぬまで貴族。貴族に生まれた女は──貴族に生まれた女として生きる以外に道がないということをな」







「あうう……ご迷めい惑わくをお掛かけしました……」

　ソファに横たわったまま、レクシィが申し訳なさそうに詫わびた。頬ほおには、ガーゼが貼はられている。

「びっくりした」

　溜ため息いきをつくと、シャンリンがレクシィの前にしゃがみ込んだ。

「少し痛いかも。我が慢まんして」

　そう言って、ガーゼを取り換かえるシャンリン。

「でも、驚おどろいた。ガトパルドスを知ってるなんて」

「だな」

　シャンリンの言葉に、ウィルが頷いた。

「正直、魔石変換器エレメントコンバーターの話をしてる時は、よくいる頭でっかちの物マ好ニきアかと思ったんだ。でも、シャンリンのガトパルドスみたいな試作銃まで知ってたり、車を修理したり出来るとなると、話は別だ」

「シャンリンの銃って、そんなに珍めずらしいの？」

　疑問に思い、リオナは口を挟はさんでみた。銃に詳くわしくないので、よく分からないのだ。

「そうですね……結局量産化されてませんし。現存しているもの自体少ないでしょう」

　部屋の隅すみで座っていたボビーが、そう答えてきた。

「でも、パムはいい子」

　慈いつくしむように、自らの銃を撫なでるシャンリン。

「どんな環かん境きようでも、どんな状じよう況きようでも、いつも全力で戦ってくれた」

「なるほど、なるほど」

　その様子を眺ながめながら、レクシィはにこやかに頷く。シャンリンの言葉に、共感するところがあったらしい。

「せやったら、ウチのも負けへんでー」

　何やら対たい抗こうするように、ミカエラが二挺ちようの拳けん銃じゆうを取り出した。

「まあ、まあ！　それはマリネッティ11でございますか!?」

　レクシィが、目を輝かがやかせる。

「おー、これも知ってんねや。すごいなぁ姉ちゃん」

　感心したように、ミカエラは目を丸くする。

「はい。こちらも、実銃を目にするのは初めてでございますが……」

「持ってみるー？」

　弾倉マガジンを外してから、銃を差し出すミカエラ。

「よろしいのですか？　ありがとうございます！」

　とてとてと駆かけ寄ると、レクシィは銃を受け取る。

「ほう……素晴らしい作りでございます」

　ためつすがめつ、銃を眺めるレクシィ。

「それなー。弾たま切れてがちゃーんってなってから入れ替かえたら、すぐにがちゃって戻もどって撃うてるようになんねんでー」

　胸を反そらし、ミカエラが何事か自慢する。

「なるほど、スライドストップが自動解除されるようになっているのですね」

　ミカエラの話に、頷くレクシィ。

「ふんむぅ……ミカエラの非論理的な頭の中がそのままだだ漏れになったような内容を理解なさるとは……驚くべき聡そう明めいさですね……」

　ボビーが感かん嘆たんし、

「誰だれの頭の中がヒロンリテキやねん！」

　そのボビーにミカエラがパンチを入れる。

「しかし……この銃も、随ずい分ぶんと使い込まれている様子でございますね」

　ふと、レクシィが不思議そうに呟いた。

「まるで、幾いく多たの戦場をくぐり抜ぬけてきたかのようでございます」

「ふふん。百戦錬れん磨まやで。ええ銃やろ」

　得意げに言うミカエラ。

「まあ、ミカエラの雑な使い方でも保もつんだから、名銃の条件は満たしてるな」

　すると、横からウィルが茶々を入れる。

「えー、社長そりゃないでー。ウチがものを大事に出で来けん子ぉみたいやん」

「みたいではなくて事実そうではないかと……」

　ボビーがそれに乗り、

「やかましわー！」

　再びミカエラに殴なぐられる。

「……ふふ」

　思わず、リオナは微笑ほほえんでしまった。

「どうしたの？」

　それに気付いたらしいシャンリンが、訊たずねてくる。

「ううん。良かったなっ……って思って」

「良かった？　何が？」

　首を傾かしげるシャンリン。

「ふふーん。秘密」

　にんまり笑うリオナ。シャンリンには悪いが、話してあげるわけにはいかないのだ。

「ならば聞き出す」

　シャンリンがしがみついてくる。

「きゃっ、何を……うひゃひゃひゃひゃ!?」

　振り解ほどこうとして、いきなりリオナは爆ばく笑しようした。

「こしょこしょこしょ」

　シャンリンが、体のあちこちをくすぐってきたのだ。

「次はわきの下……ふふ。リオナのわき。はぁはぁ」

「や、やめ、んはぁ、あああんっ……！」

　逃のがれようとするのだが、逃れられない。何がどうなっているのか、身動きを完全に封ふうじられているのだ。

「医術を極きわめし者は、無論人体の仕組みにも熟知。押さえつけるのはワケないこと」

　リオナの体のあちこちをいじりまわしながら、シャンリンは勝ち誇ほこったように言う。

「あの、すいません……」

　その時、事務所の扉が開いた。

「ええと、お願いしたいことがあるのですが……」

　入ってきたのは、一人の老人だった。心細そうに、事務所の中を見回している。

「はい、はいはいっ！」

　慌あわててシャンリンを引き剥はがし、飛び起きるリオナ。

「ようこそ、コヨーテカンパニーへ！」

　まずは、明るい挨あい拶さつ。第一印象で勝負はほとんど決まる。

　──コヨーテカンパニーの街での評判は、未いまだ最悪から一歩脱だつしたくらいのものだ。だからこそ、こういうところから一歩一歩改善していくのである。

「どうなさいましたか？」

　はきはきとした喋しやべりで訊ねてみるリオナ。

「あ、はい。実はですね……」

　すると、老人はほっとしたような表情を見せた。噂うわさを聞いて警けい戒かいしていたが、思ったよりも怖こわくなさそうだ──そんな感じに違ちがいない。

（よしっ。上う手まくいってるわね）

　この調子で、少しずつ良い評判を積み重ねていくのだ。リオナがそう内心で決意したところで、

「なんだぁじいさん。さてはゴロツキに金でも巻き上げられたか？　よし、ボコボコにして取り返してきてやるぜ」

　その目もく論ろ見みを根底から覆くつがえしかねないアホな発言が、ウィルの口から飛びだした。

「いやああああぶち壊こわし!?」

　思わず悲鳴を上げてしまうリオナ。

「どうしてそんな発想しかできないのよ！　もう黙だまってて！　……さて、ご依い頼らいの内容はなんでしょうか？」

　ウィルを怒ど鳴なりつけて黙らせると、リオナは老人に訊ねた。

「は、はい……実はですね……」

　目を白黒させながらも、老人は説明を始める。

「その先で車が溝みぞにはまってしまいましてね、動けなくなってしまって……妻の具合が悪くなったので、病院に連れて行くところだったのですが……」

「なるほど」

　頷うなずくリオナ。それは、随分と困った話である。

「ふんむぅ……車種は何ですか？」

　ボビーが、横から質問した。

「イムピエーヴです。はい、二十年型の」

「ふんむぅ……大きい車ですねぇ……こういう時はわたしのようなデカブツの出番でしょうか……」

　よっこらせと立ち上がるボビー。

「……引き受けて頂けるのですか？」

「ええ、勿もち論ろんです」

　怪け訝げんそうに訊ねてくる老人に、リオナは笑え顔がおを向ける。

「わたし達の業務は人助け。困っている方の頼たのみは、喜んで引き受けさせて頂きますよ」

「おお……ありがとうございます」

　老人の表情が、ほっとしたように緩ゆるむ。

「では、場所の方をお願いいたします……早さつ速そく向かいますので……」

　のしのしとボビーは出口に向かって歩き、

「ウチもいくー」

　ミカエラがその肩かたに飛び乗る。

「あたし達も行かない？」

　それを見送ってから、リオナはウィルに提案してみた。

「んあ？　護衛を頼まれてんのに、ふらふら出歩くのはまずいだろ」

　ウィルが、怪訝そうに眉まゆをひそめてくる。

「んー。確かにそうなんだけど。今の場合は、まとまって行動した方がいいかなと」

「一理ある。ばらばらでいると、戦力が低下」

　シャンリンが、同意を示してきた。

「でも、目立つぜ？」

「ふっ」

　思わず、吹ふきだしてしまうリオナ。

「今いま更さら目立つも目立たないもないでしょう。誰かさんが格好つけてお姫様抱っこして街を闊歩してた時点で、もう噂はセファルト中に広まってるわよ」

「そりゃそうか。俺達は有名だからな」

　ふむふむと頷くウィル。ほんのり嫌いや味みを振ふりかけたつもりだったのだが、ちっとも通じていないらしい。

「……だったら、逆に余よ裕ゆうをアピールしたらいいんじゃないかなって。どうせ、大した相手じゃなかったんでしょ？　だったら、堂々として威い圧あつした方が効果有りそうかなって」

　ウィルの反応に不満を覚えつつ、リオナは説明を続ける。

「うーん……まあ、そうなんだが……」

　何か煮にえ切らない様子を見せつつも、とりあえずウィルは同意したのだった。







「ふんむぅ……！」

　気合いと共に、ボビーは車を持ち上げた。

「おおっ……！」

　老人が感嘆の声を上げる。

「さて……とりあえずこれで一段落ということでいいのでしょうか……」

　車を道に戻してから、ふとボビーは首をねじ曲げて言った。

「というか、力仕事に従事している時くらいは人の肩を座席にするのを自じ粛しゆくして頂けませんでしょうか……」

「ええやん、別に。カタイこと言いなや」

　ボビーの肩に座ったミカエラが、足をぶらぶらさせる。

「ふんむぅ……子供のお守もりも大変です……」

「誰が子供やー！」

　ボビーの頭に、ミカエラの肘ひじ鉄てつが炸さく裂れつした。

「どうも、本当にありがとうございました」

　老人が、ボビーやリオナ達に頭を下げてくる。

「いえいえ、そんな。お安い御ご用ようです……」

　ボビーが照れたように答えた。

「また困った事があれば、何でも気軽にご相談下さいね」

　脇わきから、さりげなくアピールしておく。常連リピーターになってもらえれば、万ばん々ばん歳ざいというものだ。

「さて、それでは家内を医者に──おや？」

　車の中を覗のぞくなり、老人の表情が変わった。

「ど、どうした？」

　助手席の扉とびらを開ける老人。

「うっ……うう……」

　そこでは、一人の老女がいた。座席に体を預け、苦しそうに呻うめいている。

「ちょっと失礼」

　シャンリンが、老女にすっと近づいた。

「……ふむ。ちょっと寝ねかせるね」

　慣れた手つきで老女を抱かかえ上げると、ゆっくり地面に寝かせるシャンリン。

「社長。わたしの鞄かばん」

「おうよ」

　ウィルが、一つの鞄を差し出す。

「ありがと」

　鞄を受け取ると、シャンリンはそれを開く。

「念のために持ってきておいてよかった」

　鞄の中に入っていたのは、様々な医い療りよう器具だった。聴ちよう診しん器きから注射器、包帯から貼はり薬まで、様々なものがずらりと並んでいる。

「失礼」

　そう言って、シャンリンは手て際ぎわよく老女の診しん察さつを始める。

「……ふむ、なるほどね。これを飲んで。即そつ効こう性のある薬」

　そして、シャンリンは鞄から取り出した薬を飲ませた。

「う、ん……」

　老女の苦しそうな表情が、徐じよ々じよに和やわらいでいく。

「とりあえず、症しよう状じようは軽減する。まあ応急手当てだから、一応ちゃんとした設備のある病院に連れて行くのが無難」

　道具をしまいながら、シャンリンは立ち上がった。

「ありがとうございます！」

　老人が、何度も頭を下げる。

「ううん。当然のことをしたまで」

　それにほんの僅わずかな笑顔を返すシャンリン。

「まあ、まあ。見事なお手並みでございます」

　一連の流れを見ていたレクシィが、感かん銘めいを受けたように言った。

「いやん。照れる」

　両りよう頬ほおに手を当てて、シャンリンは身をよじらせる。

「では、失礼いたします。……ああ、そうだ。お礼を渡わたさないと。おいくらですか？」

　車に乗りかけた老人が、慌てて戻もどって来た。

「はい、えーと……」

　メモを取り出し、明細を書き付けていくリオナ。

「車を持ち上げた手間賃と、診察料と、お薬の値段──」

　ここで、ちらりとシャンリンに視線で合図してみる。

「ふむ」

　すかさず寄ってきて、リオナのメモに目を通すシャンリン。

「診察料はそれでいい。薬は三百下げて」

　小さな声でそう言うと、さりげなくシャンリンは離はなれていく。

「……はい！　診察料と薬の値段を合わせて、合計でこちらになります」

　適切な値段を教えてほしい、というメッセージを送ったのだが、シャンリンはばっちり読み取ってくれた。どこかの誰だれかさんとはえらい違ちがいである。

「分かりました。……はい、ご確かく認にん下さい」

　財さい布ふからお金を取り出し、渡してくる老人。

「ありがとうございますっ！」

　受け取ると、リオナはにっこり笑ってみせる。

「いえいえそんな、こちらこそ。助けて頂いて、ほんとうにありがとうございました」

　何度も頭を下げてから、老人は車に乗り込み、走り去っていった。

「……なるほど。これがコヨーテカンパニーのお仕事でございますか」

　にっこりと笑うレクシィ。

「誰かに感謝してもらえる、とても素す敵てきなお仕事でございますね」

「えへへ。恐きよう縮しゆくです」

　レクシィの言葉に、リオナは照れ笑いを返す。

「……いたぞ！」

「ここか！」

　その時、何やら物ぶつ騒そうな怒ど鳴なり声が響ひびいてきた。

「あいつらです、あいつらがコヨーテカンパニーなんです！」

　台車つきの担たん架かの上から、包帯でぐるぐる巻きになった男が叫さけぶ。彼の周りには、またしても剣けん呑のんな空気を放つ連中が群れをなしていた。

「隣となり町まちのそのまた隣町からもっともっと強い人等を呼んできたぜ！　覚かく悟ごしやがれ！」

「またかよ……」

　槍やりを構えながら、ウィルが呻く。今回は、珍めずらしく持ち歩くのを忘れていなかったらしい。

「んー……数が多いわね……」

　居並ぶ相手を見やりながら、リオナはむーんと考え込む。

「ウィルと……ミカエラと、ボビーさんくらいで大だい丈じよう夫ぶ？　レクシィさんを巻き込むわけにはいかないから、あたしとシャンリンで護衛しつつ事務所にお連れするって感じで」

「お前とシャンリンで、か……うーん……」

　またしても、ウィルは微び妙みような表情を見せた。

「なに、問題有る？」

「いや、そういうわけじゃないんだが……まあ、とりあえずそれでいってみようか」

　何か、奥歯に物が挟はさまったような物言いである。

「大丈夫。美人は必ず守る」

　どん、とシャンリンが自分の胸を叩たたく。

「いや……待て、でもなぁ」

　しかし、ウィルはまだはっきりしない。彼らしからぬ優ゆう柔じゆう不断さである。

「ねえ、何か気になることでも──」

「かかれー！」

「やっちまえ！」

　リオナがウィルに訊たずねようとしたところで、チンピラ達がわらわらと向かってきた。

「……とりあえず、行くね！」

　引っかかるところはあるが、レクシィの安全を優先し、その場を離れるリオナだった。







「ふう、ふう。大変でしたわ」

　事務所のソファに腰こし掛かけると、レクシィは汗あせをハンカチで拭ぬぐった。

「でも、楽しゅうございました。コヨーテカンパニーには、スリルに満ちた仕事もございますのね」

「あー、いやー……今のは仕事というか……」

　言葉に困るリオナ。若じやつ干かんの誤解があるような、ないような。そんな感じである。

「まあ、とにかく休きゆう憩けい。お茶の準備」

　シャンリンが立ち上がり、階段を上っていく。

「……あの、よろしいですか？」

　二人きりになったところで、レクシィが話しかけてきた。

「はいはい、なんですか？」

「お訊ねしたいのですが、あなた方は……コヨーテカンパニーは、いかなる経歴をお持ちなのですか？」

「えっ、と……それは……」

　これは答えにくい質問である。リオナが困っていると、

「軍の秘密部隊にいた。試作兵器を実験するようなところ」

　そんな事を言いながら、シャンリンが階段を下りてきた。

「そうそう、軍の秘密部隊に──ってええええ!?　シャンリン!?」

　慌あわてふためくリオナ。ぺらぺらと喋しやべってしまっていいのか。

「んむ」

　シャンリンは、トレイにコップを三つ載のせていた。

「話す必要はない。でも、お客さんに下へ手たな隠かくし事ごとをしていては信しん頼らいを得られない」

　コップをテーブルの上にそれぞれ並べながら、シャンリンはぽつぽつと話す。

「レクシィは、信頼出来る子と思った。言いふらすことはないはず」

「はい。天を仰あおぎ地に伏ふして、口外しないと誓ちかいますわ」

　真しん剣けんな面おも持もちで、レクシィは頷うなずいた。

「……しかし、これで納なつ得とくがいくのでございます。皆みな様さまが珍しい武器をお使いなのも、それが理由だったのでございますね」

「うん。使い勝手のいい量産兵器は回ってこなかった。いつも癖くせのあるものばかり」

　ふと、シャンリンは遠くを見るような目をする。

「それをどうにかこうにか使いこなすのも楽しかった。ずっと忘れていたこと。最近になってようやく思い出せた」

　そして、リオナの方を向いてくる。

「……過去を振ふり返っても、辛つらくなくなった。楽しい、幸せな記き憶おくだって思える。──きっとリオナのおかげ。それをリオナも良かったと思ってくれてるみたいで、嬉うれしい」

「あっ……」

　顔が熱くなってしまう。どうやら、秘密にしたつもりの内心は、簡単に見み抜ぬかれてしまっていたらしい。

　──過去を捨ててほしい、というのではない。ただ、受け止められるようになってほしかったのだ。

　彼らの苦しみは、リオナには決して分からない。だからこれは身勝手すぎる願いだ。

　しかし、それでも。コヨーテカンパニーのみんなには前向きに生きてほしいのだ。

　──人生は川みたいなもの。

　母の言葉が思い出される。

　──途と中ちゆうを堰せき止めると、流れ全体が止まってしまう。無かったことにするのではなく、目を背そむけるのでもなく、河口に繋つながるものとして、滔とう々とうと流れるのが一番あるべき姿よ。

「では、この旗は……」

　社長用の机の後ろで、誇ほこらしげに掲かかげられている旗。それを見上げて、レクシィが呟つぶやく。

「うん。わたし達の──草原狼中隊コヨーテカンパニーの中隊旗」

　旗を見やりながら、シャンリンが頷いた。

「素敵な旗でございますね」

「ふふん。見る目がある」

　得意げにちょいと顎あごを上げるシャンリン。

「では、あの方……ウィルも、元は軍隊にいらしたのですね」

　レクシィが、呟くように言う。

「びっくりでしょ。ぱっと見全然そんな感じじゃないし、よく見てもそんな風には思えないんですけどねー。正直いつもはただのあんぽんたんですし」

　あははと笑い飛ばすリオナ。予定としては、「まあ、まあ。手厳しい仰おつしやりようですこと」とか何とか言われて冗じよう談だんっぽく流すつもりだったのだが、

「…………」

　レクシィが無言でリオナを見つめてきたため、その予定は頓とん挫ざしてしまった。

「は、はい？」

　何とも異様な空気だ。思わず気け圧おされてしまうリオナである。

「……あの」

　出だし抜ぬけに、レクシィが口を開いた。

「何、でしょう？」

「その、何と申しますか……」

　俯うつむき、もごもごと何事か言うレクシィ。

「…………？」

「リオナさん、は……ウィルと、どういう関係なのですか？」

「んがっ!?」

　珍ちん妙みような声を出してしまった。途と轍てつもない質問である。

「べっ、べべ別になんてことないわよ！　社長と社員！　それだけ！　それだけー！」

　慌ててそう主張するリオナ。

「やれやれ。なんていう嬉し恥はずかし展開」

　ぶつくさ言いながらソファに腰掛けると、シャンリンは妙にやさぐれた感じで足を組む。

「左様で、ございますか……」

　ほっ、と。レクシィは、安心したように息をついた。

「そうですよー！　あんなちゃらんぽらんのぽんつく男と、特別な関係になるわけないじゃないですかっ！」

「ムキになりすぎ。かえって怪あやしい」

　そっぽを向いたまま、シャンリンが混ぜっ返してくる。

「アヤシクない！　全然アヤシクない！　……そ、そうだ！　ところでですね！」

　何かこのままではまずい気が猛もう烈れつにしたので、リオナは強ごう引いんに新しい話題を振った。

「さっきアイツも言ってましたけど、レクシィさんって機械は直せるし銃じゆうには詳くわしいし、凄すごいですね！　ご趣しゆ味みなんですか？」

　振り方は強引でも、話題としては無難なはずだ。自分の得意分野を褒ほめられて、嫌いやな気分になる人はいまい。

「……ああ、それは、何と申しましょうか……」

　リオナの言葉を聞くなり、レクシィは目を伏せた。

（すっごい微妙な反応ー!?）

　完全に想定していなかった事態である。頬ほおにシャンリンの『あーあ、大失敗』と言わんばかりの視線が突つき刺ささってくる。痛い。主に心に痛い。

「す、すいません！　あたし、なんか無神経なこと言っちゃって……！」

「えっ……？」

　慌ててリオナが謝ったところ、レクシィははっとしたように顔を上げた。

「いえ、そのような。リオナさんが謝られることではございませんわ」

　そう否定してから、視線をあちこちに彷徨さまよわせるレクシィ。何と言えばいいのか、考えているようだ。

「……ただ、自みずからの有りように、色々と思い煩わずらうところがございまして」
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「有りよう、ですか？」

「ええ。皆様のように、自らの力で輝かがやいてらっしゃる方と自分を比べると……自身の不ふ甲が斐いなさを痛感させられるのでございます」

「どうしたの。急に元気を喪そう失しつ」

「…………」

　しばらく黙だまって考え込んでから、レクシィは哀かなしげに首を振る。

「わたくしがお仕事をお願いしたのは、追っ手からお守りいただくことでございます。私的な悩なやみ事まで相談させて頂くのは──」

「いえいえ、そんな。遠えん慮りよしないでください。お客さんの手助けをするのが、あたし達の仕事なんですから」

　不安げなレクシィに、リオナは微笑ほほえみかけてみせる。

「……ありがとうございます。コヨーテカンパニーの方々とお会い出来て、本当に良かったと思いますわ」

　安あん堵どしたように息をつくと、レクシィは自らの身の上を語り始めた。

「順を追ってお話しさせて頂きます。長くなりますが、ご容よう赦しやくださいまし」







　──目覚めは、三歳の頃ころ。父が、自分の書しよ斎さいで懐かい中ちゆう時計の宿魔石エレメントストーンを交こう換かんしている様子を見たことに始まる。

　分解して宿魔石エレメントストーンを入れ換かえるだけの、単純な作業。たったそれだけのことに、レクシィは強く魅みせられたのだ。

　見よう見まねで懐中時計をいじり始めたレクシィは、程ほどなく一つ一つの部品を全すべて取り外はずしずらりと並べるという荒あら業わざを成し遂とげてしまった。

　一通り済んでから我に返り、父の物を壊こわしてしまったとレクシィが青ざめていると、現れた父は叱しかるどころか優やさしく抱だき締しめてくれた。

　──次は元通りにしてみよう。それが済んだら、もっと難しいものに挑ちよう戦せんだよ。大だい丈じよう夫ぶ、私のアレクサンドラならきっとやれるさ。







「ふむ。いいお父さん」

　シャンリンが、感想を口にした。

「そうね」

　同意するリオナ。普ふ通つうなら、自分の持ち物を壊すなと怒おこり出すような場面だ。しかし、短気を起こさず、娘むすめが成長するように見守ってくれたのである。中々出来ることではない。

「はい。そう言って頂けて、嬉うれしゅうございます。……父は──いえ、サークミラン家の家庭は、貴族としては風変わりでございました」

　指を組み合わせ、話を再開するレクシィ。

「サークミラン家の興おこりは、八百年以上前に遡さかのぼるのでございます。

　……オルヴァン人の侵攻オルヴアンアグレツシヨンの際、初代当主イドナス・ミランが侵しん略りやく者の指揮官の一人を討うち取ったそうで。その武ぶ勲くんを時の国王・ジェラルド２世に称たたえられ、褒ほう美びとして嫡流サークの名誉称オナーブルネームとアルトラップ男だん爵しやくの爵位を賜たまわったのが始まりだ……と聞かされております」

「そうなんですか！」

　驚おどろくリオナ。まるで歴史ものの小説のような、壮そう大だいな話である。

「とはいえ、華はな々ばなしかったのは初代だけ。その後の代々の当主は、とりわけ勇武にも才覚にも優すぐれておりませんでしたので、歴史の中での役割は常に地味なものでございました。

　それ故ゆえに、父の──二十八代当主エドムンド・サークミランの頃には、所有している土地も僅わずかでしたし、使用人も数名しかおりませんでした」

「なるほど……」

　歴史ある貴族といっても、色々あるらしい。

「ですから、父も母も自らの糧かてを得るべく働いておりました。文才のある父は、出版社と契けい約やくを結んで子供向けの童話や冒険物語を執しつ筆ぴつし、乗馬の技術に優れていた母は、裕ゆう福ふくな家庭の子女を集めて教室を開いておりました」

「へぇ。貴族の人も仕事するんだ」

　シャンリンが驚いたように言った。

「もう、失礼な言い方しないの」

　慌あわててたしなめるリオナ。

「いえいえ、驚かれることも無理のないことでございます。女王陛下が、貴族の特権を否定する政策を打ち出してらっしゃるにもかかわらず、大半の貴族は今でも贅ぜい沢たくな暮らしを送っておりますから」

　首を横に振ふりながら、レクシィは苦く笑しようする。

「特権を否定。そうなんだ」

　シャンリンが、目をしばたたかせる。

「ええ。女王陛下は本人の才能や実力で評価するっていう方針を掲かかげてらっしゃるからね。混妖種ポリブリードとの戦いにも、貴族以外の優ゆう秀しゆうな人を抜ばつ擢てきしてお供させてらっしゃるって話よ」

　説明するリオナ。雑誌や新聞で得た情報である。

「なるほど。それはいいこと。現場を知らない家いえ柄がらと人脈だけのボンクラが出世して、安全な所から頓とん珍ちん漢かんな指揮をするより百倍マシ」

　うむうむと頷うなずくシャンリン。何やら、思うところがあるらしい。

「貴族のわたくしが申すのもおかしいかもしれませんが、素す晴ばらしい方針と存じます。

　……ともあれ。そんな家庭でございますから、わたくしの興味を認めてもらえたのでございます。その上、父は興味を伸のばす環かん境きようまで整えてくださいまして」

「環境？　家に工場を建てたとか？」

　シャンリンが突とつ拍ぴよう子しもないことを言う。

「いえ。他ほかの貴族ならともかく、サークミランではあまり大がかりなことは不可能でございました。父は、腕うで利ききとして知られた技術者の方を一人一人訪おとずれて、わたくしに彼らの技術を教授してくださるよう頼たのんでくれたのでございます」

　ふと、何かを思い出すように、遠い目をするレクシィ。

「修理工のホッブスさん、鉄道技師のジョーンズさん、魔石加工士エレメントプロセツサーのブライアントさん、魔石銃職人エレメントガンスミスのニューマンさん──沢たく山さんの方がわたくしに手ほどきをしてくださいました。

　皆みな様さま、初めは幼い娘であるわたくしに教えることに戸と惑まどっていらっしゃいました。でも、一生懸けん命めい頑がん張ばりましたところ、どなたも真しん剣けんに教えてくださるようになりまして。だから、毎日が楽しゅうございましたわ」

「ふむふむ。腕一本で食べてる専門家だから、熱心に打ち込む姿を純じゆん粋すいに評価してくれたんですね」

　リオナは頷いた。納なつ得とくのいく話である。

「ええ。鍛か冶じ屋やのウォルシュさんなんて、自分の跡あとを継つがせたい……とまで言ってくださいまして。勿もつ体たいないお言葉でしたわ」

　少し照れくさそうにそう言ってから、ふとレクシィは目を伏ふせた。

「本当に、楽しい時間でございました」

　──ひどく、寂さびしそうに。

「……あの事件が、起こるまでは」







　一年前。レクシィの両親は、レクシィを家に残して魔動車エレメントカーで出かけ、そして──二度と帰ることはなかった。山やま間あいの道で、落石に巻き込まれたのだ。

　レクシィには、それを哀しむ時間さえ与あたえられなかった。「サークミランの家系」という、貴族社会において最上級の価値がある身分ステータスが、彼女から全ての自由を奪うばったのだ。

　マリト子し爵しやくカーティス・リッツストーンと名乗る男が、父と事業を進める計画を立てていた──という怪あやしげな経歴と共に現れた。レクシィは彼の屋や敷しきに押し込まれ、僅かな使用人達には暇ひまが出され、機械いじりの趣味は取り上げられた。

　──ありがたく思え。縁えん談だんを持って来てやったぞ。

　後見人に収まったカーティス・リッツストーンがそんなことを言ってきたのは、事故から一年近く経たったある日のことだった。

　──下らぬ機械いじりなど忘れろ。もっと価値ある人間になる好機なのだぞ。

　相手は、フェルポ伯はく爵しやくレジナルド・オルサリバン。オルサリバン家の当主である。

　オルサリバン家は、サークミラン程の歴史を持っていないが、広い土地を所有し貴族の中でも有数の財を成していた。

　──それだけで、世間を知らぬレクシィでさえ、カーティスの意図は分かった。

　カーティスは、明らかにレクシィを道具として見ているのだと。

　大人の事情という名の暴力で、レクシィの未来を踏ふみ潰つぶそうとしているのだと。







「栄達を望む、ということをわたくしは否定いたしません。貴族の世界には、貴族の世界の価値観というものがございますから。でも、どうしても結けつ婚こんは受け入れられなくて」

　それまで何とか一定の抑よく揚ようを保っていたレクシィの声が、初めて震ふるえた。

「当然、じゃない」

　リオナの鳩尾みぞおち辺りで、どんよりと粘ねばる何かが渦うず巻まき始める。言うまでもない。憤ふん怒ぬだ。

　──財力のある一族との繋つながりが欲ほしい後見人・カーティスと、由ゆい緒しよ正しい血統を求める婚こん約やく相手・レジナルド。そんな両者の利害が噛かみ合った、ということなのだろう。

「なんて、ひどい話なのかしら」

「……まあ、貴族の家に生まれる、というのはそういうことなのでございましょう」

　笑え顔がおを、レクシィは浮うかべた。

「ロンディンの下町の方々のように、病気や飢うえで死ぬ心配はしなくてもいい。その代わりに、生きるということに生まれつき妥だ協きようしなければなりません。好むと好まざるとにかかわらず、決められた役割を果たす生き方しか出来なくなるのでございます」

　何かを諦あきらめるような、何かを押し殺すような、何かに蓋ふたをするような。

「まるで、奴ど隷れいのように」

　──そんな、笑顔だ。

「だから、皆みな様さまのことが羨うらやましくて、ついふさぎ込んでしまったのでございます。仲の良い仲間と仕事が出来て、あのように立派な賞状まで頂いている皆様が、羨ましくて」

　彼女が見やるのは、壁かべに掛かけられた二つの賞状だ。一つは市長から、もう一つは王国警察から。授じゆ与よの理由は記されていないが、綴つづられた感謝の言葉には心が籠こもっている。

「それに引き換え、自身は生き方を自みずから選ぶことさえも叶かなわないという有様。このままでは、わたくしの意思を尊重してくれた両親にも顔向けが出来ません。そう思うと、我知らず溜ため息いきを漏もらしてしまったのでございます」

「……なるほど、そういうことでしたか」

　大体の話は、分かった。

「だったら、全然思い悩なやむなんてことはありませんよ」

　というわけで、そう保証してあげることにする。

「えっ……」

　驚いた様子のレクシィ。この調子だと、自覚はさっぱりないようだ。

「そうだね」

　コップを手にし、シャンリンが僅かに口元を緩ゆるめる。

「もっと堂々とするというか、むしろ偉えらそうにしていても十分」

「え、え……？」

　まだ分からないのか、レクシィは目を白黒させるばかりだ。

「貴方あなた、自分がやったこと、どう思われてます？」

　そろそろ可哀かわい想そうになってきたので、助け船を出してみる。

「どう……と仰おつしやるのは？」

「遠えん慮りよ無く、思うところを素直に仰って下さい」

「うーん……」

　しばらく考え込んでから、レクシィはおずおずと口を開く。

「……間ま違ちがったことをしたとは思っておりません。しかし、属する集団の決まりに背そむいたのは動かしようのない事実。責められて然しかるべきではないかと思う次し第だいでございます」

「ふふっ」

　リオナは思わず吹ふき出してしまった。

「それは失礼」

　なんてことを言うシャンリンも、笑うのを必死で堪こらえている。

「あ、あの……わたくし、何かおかしなことを言いましたでしょうか……？」

「ごめんなさい、そういうわけじゃないんです。……ただ、そうですね、あたしが貴方のことを好きになっちゃいそうだなーって」

　遠回しに、思うところを伝えてみるリオナ。

「は、はいっ!?」

　すると、レクシィは赤くなった。

「むっ。聞き捨てならない言葉。わたしにはそんなこと一言も言ってくれないのに」

　シャンリンがぷーっとむくれる。

「なんてひどい。社長とわたしとレクシィと、まさかの三さん股また」

「も、もう！　変な茶々入れないで！　……つまりはね、こういうことなんですよ」

　シャンリンの横よこ槍やりに抗こう議ぎしてから、リオナはレクシィに解説する。

「望まない結婚から、貴女は逃にげ出した。これは、とっても凄すごいことなのよ」

「凄いこと、でございますか……？」

　まだ合点がいかないのか、レクシィは怪け訝げんそうな面おも持もちだ。

「とても痛快なことですよ。これってつまり、自分の意志を貫つらぬくために、信念を通すために、貴族社会全体を敵に回したってことなんですから」

「あっ──」

　息を呑のむレクシィ。どうやら、やはり気付いていなかったらしい。

「カッコいい。おとこまえ」

　シャンリンが、ぱちぱちと手を叩たたく。

「勿もち論ろん、好き勝手な我わが儘ままだったらあたし達も困っちゃいますけど、貴女に非はないです。もっと胸を張ればいいんですよ」

「…………」

　口元に両手を当てるレクシィ。驚おどろいてしまって、言葉も出ないらしい。

「知らないのにこういうことを言うのはよくないかもしれませんけど──きっと、貴女の親おや御ごさんも喜んでくれているんじゃないかなと思います」

「あっ……」

　レクシィが大きく目を見開く。

「……ありがとう、ございます。そうであってほしいと、願いますわ」

　そっと目め尻じりを拭ぬぐうと、レクシィは笑った。

「……しかし、本当によろしいのでしょうか。こんなわたくしに味方をすれば、皆様も貴族に敵対することになるのではございませんか？」

「上等です、上等」

　へへん、と。不敵に笑ってみせるリオナ。

「相手のやり口とか、はっきり言って女の敵じゃないですか。返り討うちにしてやります」

「全まつたく同意。ちなみにうちの会社は女が強い。民主的に多数決を取っても三対二でわたし達の勝ち」

　シャンリンも、うむと頷うなずく。

「ま、事情を聞けばボビーさんも社長も賛成してくれるだろうけどね」

「……なぜで、ございましょうか」

　レクシィが、リオナに訊たずねてきた。

「なぜ皆様は、これ程ほどまでにわたくしに良くしてくださるのでございましょうか」

　不安そうに、あるいは──何かに縋すがるように。

「仕事っていうのも、勿論あります。商人あきんどは信用が第一。一度引き受けた仕事は、どんなに困難なものであっても、途と中ちゆうで投げ出すわけにはいきませんからね」

　──でも。そう言って、リオナは笑いかけてみせる。

「それ以上に、貴女の力になりたいと心から思えた。だからなんですよ」

　ちらりとシャンリンの方を向くと、満面の笑みで頷いてきた。

「なんて、素す敵てきなことでございましょう」

　レクシィの体が、僅わずかに震える。

「まるで、お友達が出来たみたい──」

「いいえ」

　追い打ちをかけてやることにする。この程度で満足するなんて、あまりに幸さち薄うすすぎる。

「みたい、じゃないわよ。……あたし達、もう友達でしょ」

　レクシィの震えが止まる。その表情も驚きで固まる。

「困った時に助け合えるのが友人でしょう？　車を直してもらったお返しよ」

　リオナがそう言った途と端たん、レクシィは両手でばっと顔を覆おおった。

「そんな、そんな……」

　声は乱れ、不安定に音程を揺ゆるがせる。

「当たり前の事よ」

　席を立ち、レクシィの隣となりに座る。

「貴女にはそうされるだけの価値がある。親切にして貰もらえるだけの人間なの」

　──足が折れたベッドを直そうとしたり、他人の他愛たわいないやり取りで笑い転げたり、車の修理に感謝されて暴走してしまったり。そんな出来事から浮かび上がる彼女の人ひと柄がらは、とても温かいものだ。

「自信を持って。貴女は、貴女でいていいの」

「うう、ううう……」

　レクシィはリオナにしがみつき、顔をリオナの肩かたに埋うずめてきた。

「ありがとう、ございます、ありがとうございます……」

　肩に伝わる、何かが湿しめるような感覚。──レクシィは、泣いているようだ。

「よしよし」

　レクシィの頭を、そっと撫なでてやる。

　──両親を失ってから、彼女はずっと一人で闘たたかい続けてきたはずだ。孤こ独どくにも哀かなしみにも、ずっと独りで耐たえてきたはずだ。少しくらい、泣かせてあげたい。

「お邪じや魔まするわよ」

　と、いきなり事務所に一人の女性が入ってきた。王国警察巡じゆん察さつ官かんのリュビカである。

「邪魔するなら帰って」

　すかさずシャンリンがそんな事を言い、

「はーいすいませーん……じゃない！」

　一いつ旦たん外に出かけてから、リュビカは慌あわてて戻もどってくる。

「ちょっと！　何をやらせるのよ！」

　ぷんすか怒おこるリュビカは、いつもの巡察官用の制服ではなく、パンツルックのくだけた服装をしていた。ショルダーバッグを下げていたりするところからして、非番なのだろう。
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「……はあ」

　そんなリュビカに、シャンリンは哀あわれむような視線を向けた。

「な、何よ」

「よりによってこんな場面でひょっこり登場。雰ふん囲い気きぶち壊こわし」

「だから何なのよ！　そんな説明じゃ分かんないわよ！」

　きゃーきゃー騒さわぐリュビカ。第一印象は確か「デキる女性」とかそんな感じのものだったのだが、かなりの修正が必要かもしれない。

「そっちこそ何用。私服巡察官に訪問される筋合いは皆かい無む」

「ないことは、ないと思うけど……」

　シャンリンの認にん識しきは何とも甘いと思うリオナである。現状のコヨーテカンパニーは、訪問ではなく家宅捜そう索さくされても文句を言えないくらいに微び妙みような立場なのだ。

「あなた達に用事があるって人がいるから案内してあげたのよ。ありがたく思いなさい」

　どうやら捜査上のアレコレではなかったらしい。リオナはほっとした。

「用事？　一体、誰だれが──」

　腰こしを浮うかせかけたシャンリン。その表情が突とつ然ぜん変わる。

「伏ふせて！」

　続いて発される、大きな声。

　──瞬しゆん間かん、部屋に虹にじ色いろの煙けむりが充じゆう満まんした。

「ご、ごほっ……!?」

　吸い込んだ瞬間、リオナの喉のどに焼け付くような痛みが走った。目も同じ痛みに襲おそわれ、意思とは関係なく涙なみだがぽろぽろと溢あふれ出す。見た目は『排気エグゾースト』のようだが、全く別物だ。

「レ……レクシィ、さん……！」

　反射的にレクシィの腕うでを掴つかみ、押し倒たおすようにして身を被かぶせた。誰が何の目的でこんなことをしたのか、すぐ分かったのだ。──追っ手が、レクシィを奪うばいに来たのだ。

　レクシィがもがこうとする。状じよう況きようが把は握あくできていないらしい。大人おとなしくして──そう言おうとしたが、激しく咳せき込むばかりで言葉も発せない。

「いたぞ、そこだ！」

　マスク越ごしのようにくぐもった声がしたと思いきや、乱暴に押しのけられた。

　床ゆかに転がりながらも、リオナは挫くじけない。手を伸のばしてレクシィの腕を掴む。

（絶対に、守るの……！）

　そう約束したのだ。このまま連れ去られて、なるものか。

「離はなせ！」

　腹の辺りを、容よう赦しやなしに蹴けりつけられた。激しい痛みに、手から力が抜ぬける。

（レクシィ、さん……レクシィ！）

　その一瞬の隙すきに、レクシィは闖ちん入にゆう者に奪い去られてしまった。

（そん、な……）

　涙が止まらない。これが煙によるものか、あるいは無念さによるものか、リオナには判然としなかった。
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　諸君は今一度思いを馳はせるべきである。

　エアラー王国がこれまで安あん泰たいだったのは、伝統と格式ある家いえ柄がらの人間が、誇ほこりを持って国家の統治に携たずさわってきたからなのだ。

　その役割を愚おろかな大衆に譲ゆずり渡わたしてしまった以上、我々は結果として訪おとずれるであろう全すべての衰すい退たいと苦難と退たい廃はいとを覚かく悟ごしなければならない。


貴族院議員　フィワン侯こう爵しやくリチャード・オルシェア




議会演説より一部抜ばつ粋すい













　広い間取り、調節された室温、塵ちり一つない清潔さ。その寝しん室しつは、まさしく貴族の寝室にふさわしい高級さで満たされていた。

　寝室の天てん井じようには、神話の一場面の絵が描えがかれている。戦いくさで右腕を失った神の王が、医術の神によって作られた銀の義手を得る──エアラーの人間なら、誰でも知っている話だ。

　──そんな寝室の隅すみ。天蓋カノピー付きのベッドに腰こし掛かけ、レクシィは俯うつむいていた。

　身につけているのは、煌きらびやかなドレス。背中や肩、それに胸むな元もとが大きく露ろ出しゆつしていて、腰の部分には大きなリボンがあしらわれている。

　顔に施ほどこされているのは、瀟しよう洒しやな化け粧しよう。宝石つきのチョーカーが首元を飾かざり、手には上質な光こう沢たくを放つ手て袋ぶくろが嵌はめられている。

　どこをとっても、正しく貴族の淑女レデイである。だが、一つだけ異質な要素があった。

　レクシィの手首を後ろ手に縛いましめる縄なわが、それである。贅ぜいを尽つくした部屋にあって、その縄だけが、ひどく野や蛮ばんで粗そ暴ぼうな空気を放っている。

「やあ、ようやく会えたね」

　がちゃり、と。扉とびらを開け、一人の青年が入ってきた。レジナルド・オルサリバン──レクシィの、婚こん約やく者である。

　燕えん尾び服ふくやタキシードといった大おお仰ぎような礼装ではなく、裾すその短いダークスーツを身につけ、手には金属製のステッキを握にぎっている。

「まったく、困らせないでほしいものだ」

　その顔には、穏おだやかな笑えみが浮かんでいた。

「心配でならなかったよ。君の身に何かあったらと思うと、夜も寝ねられなかった」

　持っていたステッキをベッドに立てかけると、レジナルドはレクシィの隣となりに座る。

「もう、逃にげたりしないでくれるかい？」

　レクシィは何も答えない。視線すら合わせない。

「やれやれ。君は意地っ張りだね」

　言いながら、レジナルドはレクシィの肩かたに手を回した。

「これから、夫ふう婦ふとして添そい遂とげていくんだよ？　もっと素す直なおに──」

「離れなさい、下郎」

　初めて、レクシィが口を開いた。

「気安く触ふれることは許しません」

　鋭するどい声。気高い瞳ひとみ。手を縛しばられていてなお、レクシィは気品を纏まとっている。

「っ……」

　──瞬間。レジナルドの表情が、分かりやすく変化した。

「この、この……」

　隠かくそうともしない、露ろ骨こつな憤ふん怒ぬである。

「このっ……クソアマが！」

　おおよそ貴族らしからぬ罵ののしり文句を撒まき散らすと、レジナルドはステッキを手に取り、

「身の程ほどを知れ！」

　レクシィを打ち据すえた。

「か、はっ……！」

　力の籠こもった一いち撃げきに、レクシィは床へと倒れ込む。

「クソアマが！　クソアマが！　クソアマが！　クソアマが！」

　そんなレクシィに、レジナルドは何度もステッキを振ふり下ろした。

「クソアマが！　クソアマが！　クソアマが！　クソアマが！……クソアマがあああ！」

　腰、太ももの裏、ふくらはぎ。服に隠れ露出していない部位を、繰くり返し打ち据える。

「あ、ぐぅっ……」

　容赦のない暴力に、レクシィは為なす術すべもない。背中を丸め、ひたすら耐たえるばかりだ。

「家格が高いからといって、思い上がるなよ」

　その横にしゃがみ込むと、レジナルドはレクシィの顎あごを掴み上を向かせる。

「家格、など、関係ございません」

　苦痛に顔を歪ゆがめながら、しかしレクシィの心は折れてはいなかった。

「わたくしは、わたくしでございます」

　──きっ、と。誇り高く、レジナルドを睨にらみ返す。

「わたくしは、わたくしの意思と矜きよう持じにかけて、貴方あなたを拒きよ絶ぜつしているのでございます」

「……はは、ははは、ははははは！」

　レジナルドから、気が狂ふれたような大たい笑しようが迸ほとばしった。

「──調子に乗るな！」

　そして、再びステッキを振り上げる。

「僕は、相手が女だからといって手加減する半はん端ぱな騎き士し道どうかぶれとは違ちがう。無礼な人間に対しては平等に罰ばつを与あたえる、筋の通った貴族なんだ！」

　ステッキが、残ざん酷こくな程に鋭い軌き道どうを描いてレクシィを襲う。

「ぐぅ……!?」

　脇わき腹ばらを強したたかに殴なぐられ、レクシィは体を曲げた。

「甘やかされ思い上がった女を懲こらしめるには、これが一番だな。……ああ、そうだ」
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　ふと、レジナルドが唇くちびるを歪める。

「来い、いいものを見せてやる」







　レクシィが連れて来られたのは、邸宅カントリー・ハウスから少し離れたところに建てられた温室コンサーヴアトリーだった。曲面ガラスを用いた半ド球ー型ムの屋根を持ち、遠目には宮きゆう殿でんのように見える。

「これ、は……」

　──温室コンサーヴアトリーは本来、南方地域キーハント原産の草花や果物くだものを育てるために使用される建物である。

　しかし、この温室コンサーヴアトリーにあるのは、花でも果実でもなかった。

「一体、何を……なさるつもりですの!?」

　異い形ぎようの怪かい物ぶつ──混妖種ポリブリード。それが、檻おりに閉じ込められているのだ。

　外見は植物を彷ほう彿ふつとさせる。しかし、根本的な点でいかなる植物とも異なっていた。

　──それは、顔。本来葉や花があるべき位置に、おぞましい容よう貌ぼうの顔が咲いているのだ。

　目は三つから七つ。耳と鼻はなく、口は二つ。牙きばは、一つの口につき上下三対つい。生命としての均きん衡こうを著いちじるしく欠いた、異様に過ぎる外見である。

「何をするかだって？」

　心底愉ゆ快かいそうに、レジナルドはレクシィの問いに答える。

「決まってるだろう。僕がいかに貴族らしい貴族なのか、これを機に知らしめるのさ」

「何と、愚かな──」

　レクシィが絶句したところで、混妖種ポリブリードが鳴いた。

　──ざあ、ざあ。音は、植物の葉ずれに近い。だが、音を発しているのは実っている顔である。牙と牙の隙すき間まから、漏もれ出させているのだ。

　そして、混妖種ポリブリードが動いた。茎くきとも枝ともつかぬ部位が波打ち、檻へと顔をぶつけたのだ。

　──どおん、どおん。温室コンサーヴアトリーに、重々しい衝しよう突とつ音が響ひびく。

「ひっ……!?」

　身を竦すくめ、目を固く瞑つぶるレクシィ。

「ははは、はははは！　何を怯おびえているんだ！　やはり女は口だけで意い気く地じがないな！」

　その様を、レジナルドは嘲ちよう笑しようする。

「よく見るんだ。あの化け物には何も出来ないよ」

　レジナルドが指し示す先で、檻の格こう子しが虹にじ色いろに輝かがやいていた。その向こう側では、混妖種ポリブリードがもがき苦しんでいる。

「魔石檻エレメントケージ……？」

　その様を見ながら、レクシィが呟つぶやいた。

「ふん」

　不満そうなレジナルド。レクシィが檻を知っていたことが、気に入らなかったようだ。

「何の、ために──」

「決まっている」

　レジナルドは、声を大きくした。

「かつて、混妖種ポリブリードとの戦いは貴族の役目だった。このおぞましい化け物共と戦い、その命を奪うばうことで我々貴族は名を上げてきたのだ」

　宿っているのは、屈くつ折せつした苛いら立だち。ねじれ、歪んだ感情が、その目に爛らん々らんと輝いている。

「それがどうだ。今やその高貴なる義務は、卑いやしい平民どもや名誉称オナーブルネームも持たぬ下級地主ジエントリの小せがれに下げ渡されてしまっている。女王陛下は我々のような伝統ある家いえ柄がらの人間を蔑ないがしろになさり、王族大遠征ロイヤルエクスペデイシヨンにもほとんど同行させて下さらない。それどころか、多少手柄を立てた程度の平民に、貴族の称しよう号ごうをお与えになる始末だ」

「……わたくしも、その話は存じております。ですが──」

　後ろ手に縛られたままのレクシィが、苦しそうに息をつきながら言う。

「女が男の話の腰こしを折るな！」

　レクシィの言葉を皆みなまで聞かず、レジナルドはステッキを振るった。

「──ですが、それは、女王陛下が人を能力と適性で評価なさっているからでございましょう」

　打ち据えられて、なお。悲鳴も上げず、レクシィはレジナルドを見据える。

「ご同行させて頂けなかったのには、それなりの理由があったのではございませんか？」

「な、んだとおおおお!?」

　ぶるぶると体を震ふるわせるレジナルド。ステッキが、レクシィを滅めつ多た打うちにする。

「僕が、下げ賤せんな庶しよ民みん共より劣おとるというのか!?　伯はく爵しやく号を受け継ついだこの僕が、血筋も詳つまびらかでない者より無能だというのか!?」

「伯爵。いかがなさいましたか──は、伯爵!?」

　その時、部屋に一人の男性が入ってきた。マリト卿きようである。

「おやめください！　パーティーは本日ですぞ！　傷物になったらなんとなさいます！」

「案じるな。見える部分には傷を付けていない。服は汚よごれたが、着き替がえさせればいい」

　荒あらい息をつきながら、レジナルドはようやく打ちよう擲ちやくする手を止めた。

「混妖種ポリブリードにこんなことをして……犯罪で、ございますよ……。一体、何のために……」

　苦痛に顔を歪めながら、それでもなおレクシィが問うと、

「犯罪だからどうした。法律などで貴族たる僕を縛れるものか。……まったく下らん。貴族が法を守るなど茶番だ。貴族を守るために法があるというのに」

　レジナルドはそう吐はき捨てた。

「いいか、アレクサンドラ。オルサリバン一族は、土地の貸たい借しやくを通じて王国警察の幹部とも長年の付き合いがある。現場を押さえられでもしない限り、どうとでもなるのだよ」

　マリト卿が、笑いながら補足する。

「……さて。一体何のために──そう聞いたな」

　レジナルドは、レクシィの髪かみを掴つかんで上を向かせた。

「それはな、復古だよ。形けい骸がい化した貴族の支配体制を蘇よみがえらせ、あるべき姿に戻もどすのだ」

　レジナルドの目に、異様な輝きが宿る。

「愚ぐ民みんどもに媚こびた下らぬ改革を終わらせ、ふさわしい家柄の人間がふさわしい役割を果たすという伝統を取り戻し、未来永えい劫ごう保ち守っていくのだ」

　形のない何かを追い求めるような──そんな光だ。

「サークミランの血を得うるのも、その準備だ。我が紋もん章しようにサークミランの紋章を加え、復古の旗を掲かかげるにふさわしい家柄とするのだよ」

　そこまでレジナルドが言ったところで、混妖種ポリブリードが再び檻に己おのが体を打ち付けた。

　檻は壊こわれない。格子の一本一本が虹色の光を放ち、混妖種ポリブリードを自みずからの内へと閉じ込める。

「はっ……。これ、は……まさか……!?」

　その光景を見たレクシィが、何かに気付き息を呑のむ。

「うるさい怪物だ」

　舌打ちするレジナルド。その瞳ひとみは未いまだ熱に浮うかされたような色合いを帯びている。

「……今日の宴うたげで、俺はこの化け物と戦う。そして見事討うち果たし、その血を神々に捧ささげ、誓ちかうのだ。五海四陸の覇は者しやたる大エアラーの栄光を、今一度我等の手に取り戻す事をな」

「……いけ、ません」

　レクシィが、首を横に振った。

「なにぃ？」

　苛立ったような、レジナルドの声。

「この魔石檻エレメントケージは、もう長く保もちません」

　それにも怖おじず、レクシィは言う。

「光が鈍にぶい。おそらくは、エネルギーを使い果たしつつあるのでございましょう」

「何を言う。これは、わたしが豊富な人脈を生かし入手した一級品──」

「確かに、設計はしっかりしておりますわ。素材も最高品質フルクオリテイのものが使われております」

　マリト卿の言葉を遮さえぎり、レクシィは話を続ける。

「しかし、そういうことではございません。宿魔石エレメントストーンのエネルギーは有限。いかに上質なものを使用しても、いつかはその力は失われてしまうのでございます。分かりやすく申せば、経年劣れつ化かといった感じになりましょうか」

　真しん剣けんな口調、真しん摯しな眼まな差ざし。

「技術者として警告いたします。可能な限り速すみやかに、新しい魔石檻エレメントケージを用意なさい。さもないと、恐おそるべき事態が引き起こされることでしょう」

　少女にしては──という前置きを必要ともしない、力強く気高い威い厳げんが、そこにあった。

「なっ……」

　二人の男が、たじろぐ。縛しばられた一人の少女に、揃そろって圧あつ倒とうされている。

「……黙だまれ、黙れ黙れえええ！」

　唐とう突とつに、レジナルドが叫さけんだ。

「何が助言だ！　何が『技術者として』だ！　何が『分かりやすく申せば』だ！」

　なりふり構わずステッキを振ふるうレジナルド。

「女の分際で、上からものを見たような話し方をするな！」

　まるで、気け圧おされたことを押おし隠かくすかのように。

「いいか？　貴族の女の仕事は二つだ。一つは、血を伝える事。子供を孕はらみ、産む事だ」

　そこで一いつ旦たん言葉を切り、レジナルドはステッキをレクシィの体に這はわせる。

「そして、もう一つが──男を悦よろこばせる事だ」

「……ふふ。左様でございますな」

　話を聞いていたマリト卿の口元が、いやらしく緩ゆるむ。

「正妻だろうと愛人だろうと同じだ。一人の男に仕え、その望むところを忠実に叶かなえる。欲望の捌はけ口として、求められた時にだけ相手をする。五う月る蠅さいことは何も言わずにな」

　嘲笑を投げかけながら、ステッキでレクシィの胸を嬲なぶるレジナルド。

「いっ、いやぁ……」

　もがくレクシィだが、逃のがれることは出来ない。

「……しかし、サークの名を持つ女を意のままに出来るというのは興味深い」

　レクシィを見るレジナルドの目に、欲望の炎ほのおが点ともった。露ろ出しゆつした白い肩かたやうなじを、汗あせに濡ぬれる胸の谷間を、暗く滾たぎる視線が這い回る。

「じっくりと、躾しつけてやる。屈くつ服ぷくさせられることが快感になるまで、じっくりとな」

　レジナルドのステッキがスカートの裾すそを引っかけ、ゆっくりと捲まくり上げ始めた。

「なりません、そのようなことっ……」

　レクシィが嫌いやがるが、レジナルドはやめようとしない。

「……どんなにお高くとまった良家の令れい嬢じようでも、飼い慣らしてやれば同じだ。あられもない姿で四よつん這ばいになり、うっとりした目で犬のように鳴く」

　くるぶし、膝ひざ、太もも──徐じよ々じよに、レクシィの長くほっそりした足が露あらわになっていく。

「ご主人様。宴の準備が出来ましてございます」

　そこで、燕えん尾び服ふくを着た男──おそらく執事バトラーだろう──が現れ、レジナルドに声をかけた。

「……ああ、分かった。すぐ行く」

　レクシィの体を弄もてあそぶのをやめ、レジナルドは執事バトラーを見やる。

「女中メイドを呼べ。この女に着替えをさせろ。あと、化け粧しようも整え直させておけよ」

「かしこまりました」

「さて、続きは後だ。パーティーが済んでから、じっくり味わってやるとしよう」

　笑いを含ふくんだ声でそう言うと、レジナルドは温室コンサーヴアトリーを去っていった。

「ふむ……」

　少し残念そうな顔をしながら、マリト卿もそれに続く。

「こちらです」

　一人残されたレクシィを、執事バトラーが少し強ごう引いんに立たせた。

「…………」

　言葉一つ発さず、レクシィはそれに従う。その表情は、長い髪に覆おおわれ窺うかがえなかった。







　辺りに夜の帳とばりが降り始めた頃ころ。屋や敷しきの入り口の前に、やたらと車体の長い車が停とまった。

「着いたわね」

　その車から、リオナは地面へと降り立つ。

　身に纏まとっているのは、ドレス。何段にもレースが重ねられた裾を持つ、まさしくお姫ひめ様さまな感じの衣い装しようである。

「ドレス!?　なんで!?　どうしちゃったのあたし!?」

　自分で自分の格好に突つっ込む。作戦のためとはいえ、やっぱり変だと思う。

「おいおい、何騒さわいでんだよ」

　続いて、車から降りてくるウィル。その格好は、あろうことか三つ揃いスリーピースのスーツという紳しん士しなものである。

「もっとお嬢じよう様さまらしく振る舞まわねえか」

　頭に被かぶった中なか折おれ帽ぼうがまたお洒落しやれで、何だか全まつたくウィルらしくない感じである。

「そういう社長も言こと葉ば遣づかいに注意。微び妙みように下町訛なまりが混じってる」

　続いて現れたのはシャンリン。フリルのカチューシャにエプロンドレスという、女中メイドの格好をしている。

「あー、リオナえーなー。ウチもそういうのんがよかったー」

　ぶーぶー言うミカエラも、同じく女中メイドスタイルだ。二人とも、雰ふん囲い気きというか方向性こそ違ちがうが、それぞれ似合っていて可愛かわいらしい。

（あうー……余計にあたしのドレスの変さが目立っちゃうよー……）

　リオナがばつの悪い思いをしていると、

「いやあ……ミカエラがお嬢様というのはあまりに世の中を舐なめすぎというか……正直悪ふざけにしかならないような……」

　ボビーがぬっと姿を現した。

「やかましわー！　一番冗じよう談だんじみてるのはおまはんのその格好じゃー！」

　普ふ段だんはやや言い過ぎの感があるミカエラだが、今回に限ってはそうでもない。

　何せ、ボビーが巨きよ体たいを執事バトラー仕様の燕尾服に包んでいるのだ。至る所がぴちぴちで弾はじけそうになっていることも含めて、何ともおかしい。

「ちゅうか、執事バトラー役やねんからお嬢様より先に降りて扉とびら開けんかいや。役立たんのう」

「ああ、いやぁ……車の中が窮きゆう屈くつすぎてそこまで気が回りませんでして……」

　ミカエラの指し摘てきに、ボビーは済まなそうに首の後ろを搔かく。

「静かになさい。……まったく、本当に変装して潜もぐり込むつもりがあるのかしら」

　呆あきれたように言ったのは、リュビカだ。基本的にはミカエラやシャンリンと同じだが、鎖くさりのついた眼鏡めがねをかけていて、女中頭ハウスキーパーといった雰囲気である。

「ところで、なんであんさんがおんのん」

　リュビカに、ミカエラがそんなことを聞く。

「それはそうでしょう。あの時のことを思い出してご覧なさいよ」

　むっとした口調で、リュビカは答えた。




　──時間は、少し巻き戻る。




「おい、どうした!?　何があった!?」

　ようやく煙けむりの晴れつつある事務所の中に、ウィルの声が響ひびいた。

「ど、どうって言われても！　わたしはただ道案内しただけよ！」

　怒ど鳴なり返すリュビカ。

「レクシィが、連れ去られた！」

　むせながら、シャンリンが叫んだ。

「なにっ！」

　ウィルが、驚きよう愕がくしたような声を上げる。何か大おお事ごとが起こっても落ち着き払はらっているウィルにしては、とても珍めずらしいことだ。

「おんやぁ……これは一体……」

　帰って来たらしいボビーの声がする。

「ごふっ……おふっ……ケムいです……」

　すぐに咳せきをするボビー。少々、尋じん常じようではない苦しみ方である。

「ボビーの体が反応するて、それ軍用水準の濃のう度どちゃうのん」

　ミカエラが言った。声の感じからして、口に手を当てているようだ。

「軍用水準……やっぱりか。しくじったな」

　ウィルが、悔くやしそうに呟つぶやく。

「リオナ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　シャンリンがリオナの側そばに駆かけ寄ってきた。

「う、うん……何とか……」

　対して、リオナは体を起こすのがやっとである。視界もぼやけ、手足には力が入らない。

「あかん、車で来とったみたいや。どこにもおれへん」

　外を確かく認にんしてきたらしいミカエラが、無念そうに言った。

「ごめん。わたしがついていながら、無様」

　肩を落として俯うつむくシャンリン。余よ程ほど、責任を感じているらしい。

「違うよ、シャンリン。そもそもは、あたしの考えが甘かったの」

　首を横に振るリオナ。もともとこの結果を招いたのは、リオナの思い付きが原因である。下へ手たに連れ回したのもリオナなら、途と中ちゆうでコヨーテカンパニーを二手に割ったのもリオナだ。本当に、致ち命めい的なしくじりである。

「ねえ、何なのよ一体？　あなた達、また何か騒ぎを起こしているの？」

「話すと長なげえんだ。わりいけど、説明は後にさせてくれ。……よし。手分けして捜さがすぞ。二人一組ツーマンセルだ。ボビーとミカエラはメアルアを。シャンリンと俺はコワオーレに行く」

　リュビカの詰きつ問もんを受け流すと、ウィルは指示を出し始める。

「……ああ、いい。お前はここにいろ」

　立ち上がったリオナにだけ、ウィルはそう言ってきた。リオナの事を、気き遣づかってくれているのだろう。

「大丈夫、心配要いらないわ」

　そのことは、素す直なおに嬉うれしい。だが──いや、だからこそ、それに甘えたくない。

「さっきも言ったけど、この状じよう況きようを招いたのはあたしのせいよ。あたしにも行かせて」

　ぐっ、と。苦痛を堪こらえ、背筋を伸のばしてみせる。

「……分かった。無理すんなよ」

　そう言うと、執しつ務む机の側に立てかけてあったフリッティングボードを抱かかえるウィル。

「……ちぃと、呑のん気きになりすぎたようだったな」

　その唇くちびるから漏もれるのは、苦い呟きだった。

「直接やり合っておきながら、アイツらの匂においを嗅かぎ分けきれなかった。コヨーテらしくもねえ、醜しゆう態たいだ」







　手分けして方々を捜したが、街中にレクシィや男達の姿はなかった。

　ようやく足取りが掴つかめたのは、夕方になってからのこと。リオナ達が襲おそわれた直後の時間帯に、セファルトの駅で怪あやしい一団が直通列車に乗り込んでいったのを見た──と、とある人物が教えてくれたのだ。

　その列車の行き先は、プルートン。セファルトからは随ずい分ぶんと離はなれた地域である。

「ふんむぅ……これは、リオナさんの話に出て来た、貴族の婚こん約やく者とやらの所に連れ去られた可能性が高いですね……」

　ボビーが言った。ようやく体調も落ち着いたのか、もう咳はしていない。

「しかし、プルートンかぁ……。遠いわね……」

　考え込むリオナ。今から夜行列車ですぐに出かけても、かなりの時間が掛かかってしまう。

「言うてる間ぁに行かな。間に合えへんようなるで」

「無む闇やみに行っても仕方ない。一体プルートンのどこにいるのかも分からないのに」

　ミカエラが勢い込むが、シャンリンがそれを押し止とどめた。

「そんなん、行ってから捜せばええやん」

「難しいわ。プルートンは貴族の保養地として有名なんだけど、それだけに警備が厳しいのよ」

　焦あせった様子のミカエラに、リオナは事情を説明する。

「それじゃ、わたし達がのこのこ行けばすぐに見つかる。保養地とか場違いだし」

　シャンリンが、リオナの言葉に同意を示してきた。

「うん。見つかって騒ぎになれば、警備を余計固められちゃう。まずいよね、それって」

「う、うー……」

　リオナの説明を聞くなり、ミカエラは言葉に詰つまり黙だまり込んでしまった。

「何とか、見つからずに忍しのび込めたらいいんだが……」

　煙草たばこの灰を灰皿に落としながら、ウィルが呟く。

「どうすれば、いいのかな……」

　リオナも必死に考えてみる。しかし、中々名案は浮うかばない。

「なるほど、なるほど。事情はよく分かりました」

　事務所に重い空気が垂れ込め始めた、その時。一人の人物が口を開いた。

「それでは、一ひと肌はだ脱ぬがせて頂きましょうか。困った時は助け合いです」

　山やま高たか帽ぼうを被かぶった老人だ。レクシィの目もく撃げき情報を寄せてくれた人物でもある。

「どういうことだ？」

「その屋敷まで、皆みな様さまをお送りさせて頂くということですよ」

　きょとんとして訊たずねるウィルに、老人──セファルトの市長であるヘラルト・スミットは、そう答えたのだった。







「市長のおかげで、こうして正面から堂々と入れるのよね」

　市長室の通話機であちこちに連れん絡らくを取った後、ヘラルトは魔ま法ほうのようにパーティーの招待状を用意してきた。無論コヨーテカンパニー様宛あてではなく、受取人は架か空くうの貴族である。

「一体、何をどうしたらあんなことが出来るのやら」

　シャンリンの言う通りだ。何とも底知れぬ老人である。

「しかも服まで買ってくれまして……ツナギと戦せん闘とう服以外の格好は久々です……」

　ぴちぴちの燕えん尾び服ふくを眺ながめ回しながら、ボビーが嬉しそうに言い、

「きっしょー。何をにちゃにちゃしとんねん」

　その様子を見たミカエラが、顔をしかめる。

「さて。一連の出来事を振ふり返ってみたが、なぜお前がここにいるのかやっぱり分からん。最初の方にぎゃーぎゃー騒さわいでただけじゃないのか？」

　ウィルがうーんと首を捻ひねった。

「そんなことないわよ！　署長に直談判して許可をもらったり、市長と協力してあんた達の服を見み繕つくろったり、すごく頑がん張ばったじゃない！」

「ああ……そうだっけ……？」

「何で語ご尾びが上がり気味の疑問形なのよ！」

　地じ団だん駄だを踏ふむリュビカ。騒ぐなと言っている割に、自分も結構興奮気味である。

「ほらほら、失礼なこと言っちゃダメよ。……ありがとうございます、リュビカさん」

　リオナが礼を言ったところ、リュビカは少し照れたように視線を逸そらした。

「いいのよ。今回の事は、わたしにも責任があるわけだしね。遠えん慮りよは要らないわ」

「いや別に……遠慮してるんじゃねえんだが……」

「なんでそんなに迷めい惑わくそうなのよ！」

「……まあ、協力してくれるのはいいけどよ。なんでまたそんなに乗り気なんだ？」

　ウィルの問いに、リュビカの表情が真しん剣けんなものになった。

「責任を感じた、というのもあるけどね。……何か、怪しいのよ」

「お前の眼鏡がか？」

「違ちがうわよ！　前後の繋つながりを考えなさい！　……わたしが言ってるのは、あの男達よ」

　ふう、と息をつくと、リュビカは腕うでを組んだ。

「彼らは、正規の軍事訓練を受けた人間ね。あなた達にも分かっているでしょうけど」

「うん。素人しろうとじゃなかった」

　シャンリンが頷うなずく。

「訛なまりからするとアルメリック協州国の人間だと思うけど、まあそれはさておき。……ねえ、何かおかしいと思わない？」

「その服装がか？　似合ってると思うぜ。がみがみうるさいメイド長って感じで」

「あーら、埃ほこりが残っていましてよ？　まったく、最近の若い子は掃そう除じもロクに出来ないのかしら……って違う！　変なことやらせないでってば！」

　ぜえぜえと肩かたで息をしてから、リュビカは腕を組んだ。

「……あのね。一つ聞くけど。どうして、相手はあんな連中を雇やとったんだと思う？」

「何となく、見当はつく。レクシィを助けるだけじゃ、済まなくなるかもしれねえな」

　リュビカの言葉に、ウィルは頷いてみせた。

「……どういうこと？」

　疑ぎ問もん符ふを明めい滅めつさせるリオナに、ウィルは、

「相手は貴族の箱はこ入いり娘むすめさんだ。捕つかまえるのに、わざわざそんな連中を雇う必要ねえよ」

「あっ……」

　言われてみると、その通りである。レクシィは、ミカエラやシャンリンのように銃じゆうを振り回すこともなければ、リオナのように棒術の心得があるということもない。機械の扱あつかいに秀ひいでていることを除けば、か弱い女の子なのだ。

「これは推測だけど。もしかしたら、そのオルサリバンって貴族、他ほかにも何か悪さをしているかもしれないわ。そう考えると、軍人崩くずれの私兵を飼ってることにも説明がつくし」

　眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを、リュビカはきらりと光らせる。

「証しよう拠こがないから令状は取れないけど、現場を押さえれば話は別よ。相手が貴族だろうが何だろうがしょっぴいてやるわ」

「…………」

「何よ。揃そろってぽかんとして」

「いや、意外とデキる巡じゆん察さつ官なんだなーって。感心しちまったぜ」

　ウィルが言う。言葉には出さないが、リオナも内心同意だったりする。

「意外って何よ意外って。失礼ね。これでも最年少の女性巡察長として有名なのよ」

「そうやって威い張ばってると、やっぱり嫌いや味みなメイド長だな」

「ほーほほほ。旦那だんな様にお褒ほめ頂きましたわ。若いだけが取とり柄えの貴女あなたとはワケがちがいましてよ……ってだから何をやらせるのよ何を！」

　じたばたするリュビカ。デキる人という評価がまた揺ゆらぎかねない言動である。

「さて、皆様降りられましたか？」

　運転席から、ヘラルトが顔を出した。手て袋ぶくろを嵌はめ帽ぼう子しを被かぶるという、いかにも運転手な服装をしている。

「ええ。おかげで助かりました。何とお礼を言ったらよいか」

　感謝するリオナ。市政のことがやや心配だが、助かったことには違いない。

「いえいえ。どういたしまして。……そうそう、トランクの荷物はお忘れなきよう」

「はいはい……ご覧らんの通り下ろしてあります……」

　答えるボビーは、何やらやたらと大きな背囊リユツクを背負っていた。背囊リユツクには、長い物体が交差する形で二本結びつけられている。

「一応袋ふくろに入れてるけど、怪しすぎないかしら……？」

　長い物体というのは、言うまでもなくウィルの槍やりとシャンリンの銃である。何というか、どう見てもパーティーに持参する持ち物ではない外見をしている。

「なあに、言い訳ならリュビカに任せときゃいいだろ。何とかしてくれるって」

　ウィルはへらへらと笑うが、

「無茶言うわね……どっちかっていうと他人の言い訳を吟ぎん味みするのが仕事なのに……」

　リュビカは迷惑そうだ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。さて、わたしはそろそろ行きます。ご武運をお祈いのりしておりますよ」

　そう言い残すと、ヘラルトは車を運転して去っていった。

「おーし、行くぜ」

　ぱん、と。左の手の平に、右の拳こぶしを打ち付けるウィル。

「コヨーテの巣を荒あらした落とし前を、きっちりつけてやろうじゃねえか」

「おう！」

　他の面々が、威い勢せい良よくそう唱和した。







　といった感じで威勢良く出発した一行だったが、そこからが長かった。

「ひ……広い……何これ……」

　そんな感想が、リオナの口をついて出る。

「うはぁ、想像以上だな」

　ウィルも、呆あきれたように呟つぶやいた。

　──屋や敷しきの敷地は、とにかく巨きよ大だいだった。行けども行けども庭ばかり、屋敷の姿も見えないのである。

　通路アプローチの左右はボビーの身長より高い植え込みに覆おおわれ、さながら迷路のようになっている。遠くを見み渡わたすことも出来ず、リュビカが持ったランプの明かりだけが頼たよりだ。

「何か見えてきた思たら、また門かいな……。門から入ったのに何個門があるんよ……」

　いつも元気なミカエラも、やや疲つかれた様子である。おそらく、慣れない服や履はき物ものなので余計に消しよう耗もうしているのだろう。リオナも同じなので、よく分かる。

「いちいち門番の家だか小屋だかがあるし。浪ろう費ひもここまでくると芸術的」

　シャンリンはそう疲れた様子もないが、とにかく退たい屈くつそうだ。眉み間けんに僅わずかに寄った皺しわが、内心の不ふ機き嫌げんさを如によ実じつに表している。

「ふんむぅ……重いです……肩が凝こります……」

　一番消耗しているのは、おそらくボビーだろう。ただ歩くだけでも疲れるのに、やたらと巨大な荷物を背負っているのだ。

「ほら、そこを曲がるのよ」

　一人平然としたリュビカが、地図を見ながら一行を先導していく。

「げ、元気ですね……」

「ふふん。セファルトに異動する前は要人警護の任務もこなしてたからね。こういう貴族趣しゆ味みのお遊びにも慣れたもんなのよ」

　得意げなリュビカ。それに対してウィルが言うには、

「なんだ、左さ遷せんされたのか……」

「違うわよ！　志願して来たの！　……っとと、ほら。着いたわよ」

　曲がり角を曲がったところで、リュビカは行く手を指差す。追いついてみると、ようやく植え込みの迷路は終わっていた。

「うっ、わぁ……」

　その先に広がる光景に、リオナは息を呑のむ。

「凄すごいわね、これ……」

　──館やかたが、森を背にして聳そびえていた。

　壁へき面めんにいくつも並んだ窓からは明かりが漏もれ、屋根の上に等とう間かん隔かくで取り付けられた煙えん突とつからは、『排気エグゾースト』が立ち上っている。そんな二種類の光が、館の芸術的な造りと相あい俟まって、幻げん想そう的な眺ながめを演出していた。

「お城みたい」

　シャンリンの言葉にも、僅かに感かん嘆たんが含ふくまれている。

「……さて。そろそろちゃんとそれらしく振る舞まわないとね」

　おほんと咳せき払ばらいを一つすると、リオナはさっと扇おうぎを取り出して口元に当てた。

「あらやだ。わたくし、歩きすぎて疲れてしまいましたわ。ほほほ」

「どうしたんだ、気持ち悪い」

　ウィルが、イヤそうな顔をして後あと退じさる。

「何なのよその言い草は！　外見に応じた雰ふん囲い気きで喋しやべろうとしただけなのに！」

「なるほど」

　シャンリンはうむと頷くと、

「ではお嬢じよう様さま。足を揉もみほぐさせて頂きます。はぁ……はあ……」

　リオナの前に跪ひざまずき、ドレスの上から足を撫なで回してきた。

「それも違う！　そういう変態的な方向に発展した設定は要いらないから！」

　慌あわてて離はなれるリオナ。

「こんな感じやろ？　お帰りなさいませー、旦那様ー」

　エプロンドレスの裾すそをつまむと、ミカエラが膝ひざを折ってみせる。

「ぶふっ……」

　途と端たん、ボビーが吹ふきだした。

「何を笑わろとんねやー！」

　スカートを翻ひるがえして跳とび上がると、ミカエラはボビーの鼻っ面つらに拳を叩たたき込む。

「……大丈夫なの、あなた達？」

　一通りやり取りを眺めてから、リュビカは心底不安そうに訊たずねてきた。

「た、多分……」

　と言ってみるリオナだが、正直なところ自信はない。

「頼たのむわよ、本当に。……ところで、そこのお二人さん。あなた達、それじゃダメよ」

　リュビカが、リオナとウィルにそんな事を言ってきた。

「ダメ……って、何が？」

　目をぱちくりさせていると、リュビカは左手を腰こしに当てて見せてくる。

「これよ、これ。あなた達は夫ふう婦ふって設定なんだし、そもそもパーティーの男女は腕うでを組むのが常識です」

「なっ……!?」

　ぼっ、と。自分の顔が赤くなるのが分かった。

「お、おいおいおい。冗じよう談だんキツいぜ」

　ウィルも、戸と惑まどっている。

「冗談なもんですか。してなかったら、周囲から浮うきまくって怪あやしまれるわよ」

　リュビカは、有う無むを言わさぬ口調でなおも言った。

「反対。絶対反対」

　シャンリンが、むーっとむくれながら割り込もうとしてくる。

「う、ううん。やるわ。仕方ないじゃない」

　それを制すると、リオナはウィルの腕に自みずからの腕を絡からめた。

「んなっ……」

「むっ」

　ウィルが何やら硬こう直ちよくし、シャンリンはうぬぬと呻うめく。

「それじゃ、二人が前を歩いて。召めし使つかい勢は後ろからついていくわよ。入り口は別々。客は主人と同じ扱あつかいだから玄げん関かんから入るけど、召使いは荷物用玄関キヤリツジ・ポーチから入るのよ。そこから物置部屋に荷物を搬はん入にゆうする感じね」

　てきぱきとしたリュビカの指示に従い、コヨーテカンパニーの一同はどうにかこうにか貴族の一行へと姿を変えていく。

「じゃ、じゃあ行くぞ」

　妙みようにぎこちない口くち振ぶりでそう言うと、ウィルは歩き出した。リオナも、それに続く。

　二人とも言葉を発さない。何を言っていいのか分からないし、ウィルもそうなのだろう。

（腕、こんな感じなんだ……）

　絡めた腕から伝わってくる感かん触しよくに、リオナはそんなことを思った。

（結構、逞たくましいんだなぁ）

　決して太いわけではない。しかし、何というか、一本筋金が入った感じがする。あの長い槍を振り回せるだけあって、かなり鍛きたえているのだろう。

「お、おい」

　びくり、と。いきなりウィルの体が固まった。

「え、え？　どうしたの？」

　我に返り、ウィルの顔を見上げる。なぜだろうか、ウィルの頬ほおは赤くなっている。

「あんまりべたべた触さわんなよ。何なんだよ」

　言われて初めて、自分がウィルの腕を撫で回していることに気付いた。

「ご、ごめん！」

　慌てて離れようとして、いややっぱり離れてはいけないと思い直してくっつく。

「旦那だんな様と奥様は、えらい仲がよろしいなあ」

　後ろから、ミカエラのからかうような声が聞こえてきた。

「旦那様。銃じゆう弾だんを撃うち込んでもよろしゅうございますか」

　シャンリンはシャンリンで、物ぶつ騒そうなことを口走っている。

「だから、ちげーつってんだろうが！　からかうのも大たい概がいにしやがれってんだ！」

　服装にふさわしくない言こと葉ば遣づかいを撒まき散らしてから、ウィルはちらりとリオナの方を見てくる。

「悪かったな。俺となんかくっつくハメになってよ。……まあ、これもレクシィを助けるためだ。我が慢まんしてくれや」

　──そんなウィルの言葉を聞いた途端、なぜか、リオナの胸がきゅっと痛んだ。

（あ、あれ？　どうしちゃったんだろ、あたし）

　動どう揺ようするリオナ。おかしい。そんな気持ちになる理由がない。レクシィを助けたいという気持ちは同じだし、ウィルの言う通りべたべたくっつくなんてごめんだ。そのはずだ。

　──そのはず、なのに。

　　　どうして、こんなに寂さびしいのだろう──

「おほん」

　行く手から何やら咳払いが聞こえて、リオナは我に返った。

「今こ宵よいは、ようこそ我が主あるじの屋敷へおいで下さいました」

　咳払いの主は、礼服スーツをきた男性だった。その脇わきにあるのは、大きな扉とびら。いつの間にやら、館の真ん前まで到とう着ちやくしていたらしい。

（あ、あわわわ……どうしよう……）

　不思議な気持ちと入れ替かわりに、怒ど濤とうのような困こん惑わくが押し寄せてくる。

「失礼ですが、招待状を拝見してもよろしいでしょうか？」

　何しろこの男性、どこからどうみても完かん璧ぺきな執事バトラーなのである。落ち着いた雰囲気や振る舞い、はては面おも立だちや服装に至るまで、何もかもが洗練されている。

（本物の執事バトラーなんて、生まれて初めて見たよー……）

　旅商人あきんどの娘むすめに生まれたリオナからすると、まさしく別世界の住人である。圧あつ倒とうされずにはいられない。

「ああ。これは済まないね。よろしくしてくれたまえ」

　無む闇やみに気取った口調で、ウィルが答える。普ふ段だんなら小半時からかい倒たおす程ほどに珍ちん妙みような光景なのだが、今のリオナにそんな余よ裕ゆうはない。

「旦那様、奥様。わたしどもはここで失礼いたします」

　リュビカ達が離れていく。後は、ウィルとリオナだけで頑がん張ばらなくてはならない。

「エランフィード卿きようセオドア・オルマホニー男だん爵しやく及および、クララ・オルマホニー令夫人。お二人とも、本日は主あるじの婚こん約やく披ひ露ろう宴えんにおいで下さりありがとうございます」

　ウィルの差し出した招待状に目を通すと、執事バトラーは頭を下げた。どうやら、本当に正式の招待状として機能しているようだ。

「いえいえ、どういたしまして」

　言ってから、はっと固まる。こういう時、貴族の女性はいちいち反応するのだろうか。

「では、中にどうぞ。案内係アツシヤーが、待合室アンテイルームまでご案内いたしますので」

　執事バトラーは、とりわけ奇き異いな目も向けず扉を開いた。とりあえず大失敗ではなかったらしい。

「ああ。よろしく頼むよ」

　ウィルは落ち着いたものである。一体どこからその自信が来るのだろう。

「さあ、行こうか」

　ウィルに引かれるままに屋や敷しきへと足を踏ふみ入れ、

「う、わ……」

　リオナは圧倒された。

　──まさしく、豪ごう華か絢けん爛らんである。

　玄関ホールは、二階部分まで吹き抜ぬけになっていた。天てん井じようには一面に絵が描えがかれ、壁かべには肖しよう像ぞう画ががいくつも掛かけられている。

　その肖像画を避さけるように取り付けられた燭しよく台だいには、照明用の宿魔石エレメントストーンが点ともっている。輝かがやきの美しさからして、最高品質フルクオリテイの宿魔石エレメントストーンを使っているようだ。

「こちらへどうぞ」

　正装した男性が、すっと姿を現した。執事バトラーの言っていた案内係アツシヤーだろう。

（うー……どうしよう……）

　何だか、とても居い心地ごこちが悪い。自分なんかが本当にこんなところにいていいのか、不安で仕方ない。

「……びくつくこたあねえよ」

　ふと、ウィルが耳元に口を寄せてきた。

「えっ……？」

「その、ああ、なんだ」

　もごもご言ってから、ウィルは決心したように、

「その服、つーかドレスか、まあ……似合ってねえわけじゃねえ。黙だまってりゃ、それなりに見えるんじゃねえか」

「あっ──」

　一いつ瞬しゆん、頭が真っ白になった。

「……そういうこった」

　ぶっきらぼうにそう言うと、ウィルはリオナの耳元から口を離した。

（うそ、やだ）

　鼓こ動どうが高鳴る。ウィルがドレス姿を褒ほめてくれるなんて、思ってもみなかった。

「こちらです」

「ふわっ!?」

　案内係アツシヤーの声に、リオナは我に返った。目の前にあるのは、真っ直すぐ延びた階段だ。さっきからこんな展開ばかりである。

（……こ、こわっ）

　階段の上り口の両りよう脇わきには、一対ついの胸像が置かれていた。顔はリオナ達の方を向いており、何だか監かん視しされているような錯さつ覚かくをおぼえてしまう。

「待合室アンテイルームでございます」

　階段を上りきったところで、案内係アツシヤーは右に曲がり、その先にあった部屋の扉を開いた。

　ずかずか歩くウィルにしがみつくようにして、部屋の中に入ってみる。

（ホールに比べると、狭せまい、けど……）

　広さはさほどではない。しかし、調度品の一つ一つが見るからに高級品である。壺つぼ一つで、コヨーテカンパニーの事務所を建て直せそうだ。

　部屋の突つき当たりにはもう一つ扉があり、玄関とは別の執事バトラーが立っていた。そもそも執事バトラーが複数人いるのか、玄関にいたのは執事バトラーではなかったのか、それさえもよく分からない。

「エランフィード卿、ならびにエランフィード卿令夫人がおいでです」

　そう言うと、執事バトラー二号（仮）は扉を開けた。向こうにはまた部屋がある。ここが待合室アンテイルームなら、あちらの部屋は応接室といったところだろうか。

「やあ、ようこそおいで下さいました」

　扉の向こうにいたのは、一人の男性だった。スーツを着た、眉び目もく秀しゆう麗れいな青年である。

「レジナルド・オルサリバンです」

　言いながら、青年はウィルに向かって手を差し出した。

（この人が、レクシィさんの……？）

　ぱっと見、好青年のように見える。無理矢理結けつ婚こん話を進めるような人には思えない。

「えー……セオドア・オルマホニー男だん爵しやく？です」

　微び妙みように怪あやしい自己紹しよう介かいと共に、ウィルが青年の手を握にぎり返す。

「妻の、リオ……あー……」

　続いて、リオナを紹介しようとして、ウィルが言葉に詰つまった。

「クララですわ」

　咄とつ嗟さにリオナは口を開く。

「フェルポ伯はく爵しやくレジナルド・オルサリバンです。以後、お見知りおきを」

　作法に適かなった礼の後、レジナルドはリオナの手ての甲こうに口づけをする。




　──途と端たん、背筋に悪お寒かんが走った。




（何、この人……）

　第一印象が、容易たやすく覆くつがえる。

（心を許しちゃ、いけない人だ）

　根こん拠きよはなくとも、リオナはそう確信した。

「男爵のように伝統ある家いえ柄がらの方に祝って頂けるのは、この上ない喜びです」

　立ち上がったレジナルドが言う。よく分からないが、そういう設定らしい。

「ああ、いえいえ」

　ウィルの返答は若じやつ干かん適当である。レジナルドへの警けい戒かい心しんも忘れ、リオナははらはらする。

「ところで、男爵」

　ウィルの体にちらりと目を遣やりながら、レジナルドが言う。

「不ぶ躾しつけな問いで失礼ですが、何か武術の心得が？」

「え？　ええ……そうですね……実は軍の方におりまして」

「ほう！　軍人の方でしたか！」

　何やら、突とつ然ぜんレジナルドの目が輝いた。

「どちらにいらしたのですか？　近衛このえ歩兵連隊？　それとも王立龍りゆう騎き兵へい連隊ですかな？」

「戦力開発訓練集団の第五訓練連隊で、槍そう術じゆつ教官として女王陛下のエイサム銅貨を頂いておりました」

　俺はコヨーテカンパニーだなどと言い出したらどうしようと不安に思ったリオナだが、その心配はなかったらしい。──まあ、事情を考えれば当然のことかもしれないが。

「なるほど、なるほど！」

　妙みように興奮した様子で、レジナルドは何度も頷うなずく。

「槍やりをお使いなのですか。いやあ、わたしも剣けん術じゆつの心得がありましてね。一度、お手合わせ願いたいものです」

「ははは」

「ところで、軍にいらした方に一度お訊たずねしたいと思っていたのですが」

　愛想笑いするウィルに、レジナルドがずいと詰め寄った。

「最近の風潮について、どう思われますか？」

　まだ話をするつもりらしい。

「最近の風潮、ですか？　何のことでしょう」

「ええ、そうです」

　しらばっくれたウィルの反応にも構わず、レジナルドは話を続ける。

「軍ですよ。我々をさしおいて、下しも々じもの者に無闇に大きな権限を与あたえているでしょう？」

「……はぁ」

　やや、怪け訝げんそうなウィルの声。その様子にリオナがはっとしたところで、

「とりわけ、混妖種ポリブリードとの戦いにおいてです。あれはよくない」

　レジナルドはいきなり爆ばく弾だんを爆発させた。

「混妖種ポリブリードとの戦いは、本来我々貴族が果たすべき高貴なる義務でした。それが、今は身分の低い者達の遊びになってしまっている。実に憂うれうべき現状ではありませんか？」

　そんなことを言いながら、壁を見やるレジナルド。彼の視線の先には、交差する紋もん章しよう旗が掲かかげられていた。一つはエアラー王国の象しよう徴ちようである角ある獅子ホーンドライオン、もう一つはおそらくこのレジナルドの氏うじ素す性じようを表す紋章だろう。

「遊び、っすか」

　ウィルの言葉には、感情が多分に滲にじんでいる。そっと腕うでを引いてみるが、反応はない。

「そうです、遊びです」

　レジナルドが、言葉に力を籠こめる。

「女王陛下が、改革と称しようして我々から権限という権限を奪うばおうとなさっている、その悪あく影えい響きようです」

　ふん、と。軽けい蔑べつの念も露あらわに、レジナルドは鼻を鳴らした。

「やはり、身分の平等などというのは害悪なのですよ。……たとえ畜ちく生しようの世界であっても、生まれや種類による序列を守って生きています。身分の差による区分けが廃はいされた状じよう況きようは、調子の狂くるった楽器のようなもの。いかなる名曲を奏かなでようとも、ただ汚きたなく耳みみ障ざわりな響ひびきが生まれるのみです」

　自みずからの言葉に酔よいしれていることがありありと伝わる、無む闇やみに長ったらしい話である。

「……とりわけ、問題の元げん凶きようの一つといっていいのが魔ま石せき兵器です」

　ようやく終わりかと思いきや、またしてもレジナルドは話し始める。

「あんなおもちゃが進歩したのが良くない。昔のように、身分の低い人間が身を挺ていして壁となり、とどめを我々貴族が刺さす。このやり方を取り戻もどすべきなのです」

　──ぴくり、と。ウィルの腕が動いた。

「魔石兵器は人間を平等にしてしまった。これは実に恥ずべきことです。宿魔石エレメントストーンが、混妖種ポリブリードを苦しめる効果があるから、有効に使う。そんな理り屈くつがまかり通っていますが、わたしに言わせれば軽けい佻ちよう浮ふ薄はく。物事の本質を歪ゆがめる、愚おろかな論法です」

　レジナルドは話をやめる気配もない。どうも、ウィルの様子に気付いていないらしい。

「栄光を手にする者と、屍しかばねとなってそれを支える者。人間に元々与えられた役割というものを、崩くずしてしまったのですから。……まったく。どこの誰かは知りませんが、よくもあんな下らないものを進化させてくれたものです」

　わなわなと、ウィルの腕が震ふるえ出す。

　──彼がなぜ怒おこっているのかは、リオナにも大体察しが付いた。その怒いかりは多分とても正当なもので、この場で即そく座ざに相手にぶつけても責められることはないはずだ。

（でも……でも）

　だが、それだけはいけない。レクシィを助け出すことが、出来なくなってしまう。

（お願い……）

　言葉には出せない。だから、リオナは必死でウィルの腕を抱だいた。

（……こらえて！）

「難しい、問題ですな」

　お世辞にも、上手とは言えない誤ご魔ま化かし。

（我が慢まん、してくれた……！）

　だが、彼はやってのけてくれた。怒りを、自らの内に押さえ込んでくれたのだ。

「いやはや、まったくです。女王陛下には、何とか目を覚まして頂かねば──あ、これはこれは」

　レジナルドが、しまったと眉まゆ尻じりを下げる。

「申し訳ございません。すっかり話し込んでしまいまして。今の体制に対して同じ憂ゆう慮りよを抱いだいている方を見付けて、つい話し込んでしまいました」

「いえいえ、そんな」

　目を逸そらし、受け流すウィル。よくぞ耐たえてくれたものだ。

「それでは、どうぞ。饗宴の準備が出来ております」

　言いながら、レジナルドは部屋の突き当たりの扉とびらを開いた。

「ええ」

　極きよく端たんに短い返事を残し、ウィルは足早に部屋を後にする。それについて行って、

「うわっ……」

　リオナはもう何度目か分からない驚きよう嘆たんの声を漏もらした。

　──広間サルーン、というのだろうか。いくつもテーブルが置かれ、その上に様々な食べ物がずらりと並べられている。

　無論、出来合いのものを置いているのではない。一つ一つのテーブルにシェフと給仕係がつき、調理と取り分けとをその場で行おこなっているのだ。

　壁かべにはまたしても肖しよう像ぞう画がと燭しよく台だいとが飾かざられ、上階部分まで吹ふき抜ぬけになっている天てん井じようは尖せん塔とうアーチの造りになっていた。

　広間サルーンの奥では、楽団が音楽を演奏していた。嬉遊曲デイヴエルテイメント、というのか。優美で明るい旋律メロデイが、空間を穏おだやかに満たしている。

「あー……」

　ウィルが呻うめいた。何事かと思って見ると、懐ふところから煙草たばこの箱を取り出そうとしている。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ」

　慌あわてて制する。流石さすがに、ここで煙草を吸うのはまずいだろう。

「あ、あの……よろしくて？」

　きょろきょろと見回してから、リオナは手近な所にいた給仕係に声を掛かけた。

「いかがなさいましたか？」

　トレイの上にグラスを載のせた給仕係が、リオナの方に寄ってくる。

「えー……一服したいわ。そういう部屋はあるかしら？」

「喫煙室スモーキングルームでございますね？　あちらの扉でございます」

　給仕係が、広間サルーンの右側を指し示した。

「ありがとう」

　にっこり笑ってみせると、リオナはウィルを引っ張るようにして部屋へと向かう。

「……誰も、いないね」

　扉を開けてみると、部屋の中は無人だった。

「ふいー、疲つかれるわね。場ば違ちがいすぎてたまんないわ」

　部屋に入り、扉を閉めると、リオナは大おお袈げ裟さに伸のびをした。

　何というか、とても窮きゆう屈くつである。事務所で、寄ってくるシャンリンを撃げき退たいしたりミカエラとボビーのおちょくり合いを見物している方がよっぽどましだ。

「…………」

　ウィルは何も言わず、手近な所にあった長なが椅い子すに腰こし掛かける。少しでも空気が変えられるかと明るく振ふる舞まってみせたのだが、効果はなかったようだ。

　黙だまったまま煙草の箱を取り出すと、中身を一本くわえて火を点つけるウィル。煙けむりを吐はき出す横顔には、隠かくしきれない苛いら立だちが浮うかんでいる。

「……ねえ」

　その傍かたわらに座ると、リオナはウィルの左手に自分の右手を重ねた。

「良かったら、言ってみてよ。聞くから」

「えっ……あ、ああ」

　ふっ、と。我に返ったように目をしばたたかせるウィル。

「えーと、あー……」

　少し迷い、右手の指に挟はさんだ煙草を口元に持っていき、リオナと逆側を向いて煙を吐く。

「……俺達が、試作兵器の実験みたいなことをやってたって話はしたよな」

　そんな逡しゆん巡じゆんを経て、ウィルはようやく口を開いた。

「うん」

「あの部隊──獣の庭園ズーロジカルガーデンに進んでやって来たなんて奴やつは、ほんの少しだった。何かに弾はじき出されて、何かに追いやられて、そうしてやって来たっていうのがほとんどだった。のけ者、厄やつ介かい者もの、はみ出し者、邪じや魔ま者もの。世の中に歓かん迎げいしてもらえない人間の集まりだった」

　ウィルが、遠くを見るような目をする。そこに映っているのは、おそらく過去の記き憶おくだ。

「それでも、俺達は与えられた仕事ってやつに誇ほこりを持っていた。俺達がやってる事に意味があると思っていたから、価値があると信じていたから、どんな困難にも立ち向かえた」

　──少し、胸が痛くなる。彼の見ている光景を、自分は知らない。そのことが、なぜか寂さびしく思えてしまうのだ。身勝手な話だとは、分かっているけれど。

「……魔石兵器っていうのは、人類の切り札だ」

　長椅子の前に置かれた、円えん筒とう形の灰皿。そこに、ウィルは煙草の灰を落とす。

「誰もが奴等と戦えるように。誰であっても奴等を打ち破れるように。誰一人として奴等に屈さず生きていけるように。そのために、沢たく山さんの人が協力して作りだしたものなんだ」

　ぐっ、と。ウィルの左手に力が籠もった。

「俺達は、その魔石兵器のために命を懸かけていたんだ。なのに──」

　その後は、言葉にならなかったようだ。ウィルはもう一度煙草の煙を深々と吸い込み、今度は上に向かって吐き出した。

「……気にしないでいいよ」

　重ねた手を、そっと握にぎる。

「ああいう人は、大たい抵てい口先ばかりだもの。相手にしないでいいの」

「そう、かな」

「ええ。……考えてご覧なさいよ。本当に今の状況が気に入らないなら、やるべきことはいくらでもあるでしょう」

　昔、母も言っていたことである。変えたいなら、変えようとしなければならない。でなければ、何も変わりはしないのだ。

「それなのに、何一つ行動に移そうともしない。貴族に生まれたのなら、普ふ通つうの人間よりも可能性や機会は沢山あるはずなのに、それでも一歩も動こうとしていないの」

　ぐっ、と。手と言葉とに力を籠める。

「そんな人の言葉を、現場で本当に命を懸けて戦ってきたあんた達が気に掛けることなんてないわ。堂々としなさい。あんた達の誇りは、そんな簡単に揺ゆらぐものだったの？」

　リオナがそう言った瞬しゆん間かん、ウィルはふっと唇くちびるを緩ゆるめた。

「……ああ、分かったよ。お前の言うとおりだ」

「ま、まあ。あたしが偉えらそうに言えた事じゃないかもしれないけど」

　何だか急に気き恥はずかしくなって、リオナは目を逸らした。

「おいおい。錆黒巨龍スヴアルト・ドラーケみたいな超巨大種グランドスピーシーズに一人で立ち向かっておいて、偉そうに言えたことじゃないと来た。ったく、このダイコン女はよう」

「あっ、こら！　せっかく励はげましてるのに何よその言い方！」

「はは、そうこなくっちゃな」

　リオナがむくれると、ウィルはおかしそうに笑った。

「……ありがとうな」

　そして、リオナの瞳ひとみを見つめ、そんなことを言ってくる。

「い、いや、そんな……」

　不意打ちだった。

「いいよ、別に……」

　ウィルから、目が離はなせなくなってしまう。

「……って、ふあっ!?」

　そこで、リオナは手を繋つないだ状態だったことを思い出した。慌てて、手を離す。

「ん？　ん。さて、行くか」

　灰皿に押しつけて煙草の火を消すと、ウィルは立ち上がる。

「……あ、うん」

　一いつ緒しよに立ち上がりながら、リオナはなぜか少し残念だった。ウィルは、リオナと触ふれ合っていても、「ん？」程度の感覚でしかなかったのだろうか。

　もう一度腕うでを組み直す。その際に、ちょっと露ろ骨こつに胸を押しつけてみる。

「さて、と」

　ウィルは扉を押し開けた。リオナのさりげないアピールにも、特に反応した様子もない。

（うー……）

　ますます面おも白しろくない。ここまで眼中にないと言わんばかりの扱あつかいを受けると、そんなに魅み力りよくがないのかと自信を失ってしまう。

（……って、ダメダメ。そういう状じよう況きようじゃないってば）

　今は、レクシィを助け出すのが目的である。関係ないことを考えている場合ではない。

（それに、そもそもこいつに相手にされないから何だって言うのよ。別に、そんなんじゃないし）

　気を取り直し、喫煙室スモーキングルームを後にする。

（さて。まずは周りの様子を観察して、情報の収集を──）

　リオナがそう考えたところで、

「皆みな様さまに、ここでわたしからお知らせがあります」

　レジナルドの声が、辺りに響ひびいた。

「本日、わたしは古来の作法に則のつとって婚こん約やくの儀ぎを執とり行います。婚約相手であるアレクサンドラ・サークミランがまだ現れていないのも、伝統を厳密に踏とう襲しゆうしてのことです」

　レジナルドは、広間サルーンの奥の一段高いところに立っていた。表情には、何かに陶とう酔すいしているかのような色がある。

「ドレスコードを略ス礼ー服ツとさせて頂きましたのも、同じです。成り上がりの新貴族どもの集まりを想起して不快に思われた方もいらっしゃるでしょうが、どうかお許し頂きたい。──あるべき貴族の姿、それをあくまで希求するが故ゆえ。富を有し、高貴なる義務を果たし、王を扶たすけて国を治める。そんな真の貴族たらんとするが故のことなのです」

　両手を伸ばし、拳こぶしを握り、大おお仰ぎような身み振ぶりでレジナルドは喋しやべり続ける。

「素す敵てき……」

「貴族の鑑かがみですわ……」

　参列者の女性陣じんが何やらうっとりと言葉を交かわしている。リオナにしてみると、芝しば居いがかっていてわざとらしいとしか感じられないのだが。

「お静かに、お静かに」

　得意げな顔で、参列者達を落ち着かせるレジナルド。茶番という印象がより強くなる。

「これより、皆様には温室コンサーヴアトリーに移動して頂き、そこである儀式に立ち会って頂きます」

　そこで、レジナルドは自みずからの胸に手を当てた。

「儀式は、危険極きわまりないものです。わが一命を賭として臨のぞみますが、あるいは哀かなしい結末が訪おとずれるかもしれません。……しかし、わたしは恐おそれません。わたしは最後まで貴族でありたい。愚ぐ昧まいで卑ひ賤せんな平民どもには真ま似ねできない、誇り高い最さい期ごを選びたいのです」

　歓かん声せいが巻き起こった。何ともバカらしい。

「ふわぁ……」

　ウィルに至っては、大きな欠伸あくびをしてしまっていた。

（とはいえ、好機到とう来らいって感じではあるわよね）

　参列者達は、ぞろぞろと広間サルーンを後にしていた。隙すきを突つくなら、今だ。

　ちらり、とウィルを見ると、目が合った。彼も、同じ事を考えているようだ。

「……うー、うーん」

　そこで、リオナは扇おうぎを口元に当てて唸うなってみせた。

「なんだ、腹でも壊こわしたのか」

「違ちがうわよ！」

　思わず大きな声が出た。

「な、なんだ？」

「どうなさったのかしら……」

　周囲の紳しん士し淑しゆく女じよが、ぎょっとした表情で眺ながめてくる。

「……うーん、うーん」

　改めて、唸ってみせる。同時に、一方の目をぱちりぱちりと瞑つぶってみせる。

「なんだ。顔の筋肉がつったのか」

　これはどうも、無言の合図で事を進めるのは諦あきらめた方がいいらしい。

「ここから抜ぬけ出して奥に入る作戦の一いつ環かんで、気分が悪くなりましたわ。うーんうーん」

「あ、ああー。なるほどなるほど」

　ふむふむと頷うなずくウィル。

「どうなさいましたか？」

　給仕係の一人が、歩み寄ってきた。

「うーん、うーん……」

　とりあえず、苦しがってみせる。後は、ウィルが適当に話を合わせてくれれば、上う手まい具合に抜け出せるはずだ。

「うーん、そうだなあ……うーん……」

　ところが、ウィルも一緒になって唸るばかりである。

「……妻の具合が悪いので、どこか部屋を借りて休ませたいとか言うといいんじゃないでございましょうかしら」

　仕方ないので、小声で指示する。

「妻の具合が悪いので、どこか部屋を借りて休ませたい」

　工く夫ふうも何もない指示そのままの物言いである。

「左様でございますか。それでは、別室にご案内いたします」

　しかし、給仕係は会え釈しやくをして歩き出した。どうやら上手くいったらしい。

　広間サルーンを出て、応接間を抜ける。他ほかの客達は階段を下りて一階へ行き、そこから屋や敷しきの外へと出て行っている様子だが、リオナ達は階段を下りず、二階の廊ろう下かを直進する。

「こちらです」

　画廊ギヤラリーというのか、壁かべは高価そうな絵画や美術品で埋うめ尽つくされている。金きん箔ぱく貼ばりの天てん井じように至っては、もう笑うしかない豪ごう華かさだ。

「この部屋をお使い下さいませ」

　案内されたのは、その画廊ギヤラリーの途と中ちゆうにあった部屋だった。

「すぐに医師を呼んで参ります。少々お待ち下さいませ」

　扉とびらを開けると、給仕係は恭うやうやしく頭を下げる。

「うむ。ご苦労」

　ふんぞり返ったウィルが先に部屋に入る。そういう時は女性が先だろうと思いながら、リオナもそれに続いた。

「さて、と」

　扉を閉めるなり、リオナはいきなりスカートの裾すそを捲まくり上げる。

「これの出番が来るかもね」

　太ももに巻いたガーターベルト。そこには、フリッティングボードの操板棒ミツシヨンバーが差し込まれていた。

「ないならないのが一番だけど」

　ガーターから抜き、力を入れて振ると、操板棒ミツシヨンバーはしゃきんしゃきんと音を立てて伸のびる。

「んー。この格好じゃ扱いにくいような……」

　軽く構えてみようとしたところで、リオナはドレスの裾を踏ふんづけ転びそうになった。

「っとと！　……んー、んー。結構高そうだけど、あたしのへそくりで弁べん償しようするか……」

　よし、と決断すると、リオナは裾に手を掛かける。ウィルが褒ほめてくれたし、少し勿もつ体たいない気もするのだが、背に腹は替かえられない。

「お、おい。何をするつもりだ」

　何やらきょろきょろしながら、ウィルがそんなことを訊たずねてきた。

「決まってるじゃない。こうするのよ」

　そう言うなり、リオナは裾をびりびりと破る。

「んなっ……」

　ウィルが、息を呑のんで固まった。

「男の人には分かんないでしょうけどね、こういう服ってとにかく動きにくいのよ」

　言いながら、リオナは逆の裾も破る。結果、両足に大きなスリットが入った形になる。

「更さらに、こうしてっと」

　続けて横にも裾を破り、短いスカートのようにする。

「さて、これならまあ何とかなるかな。……って、ん？」

　何やら視線を感じて、リオナはウィルの方を見る。

「どしたの？」

「えっ!?」

　声を掛けた途と端たん、ウィルははっきりと動どう揺ようし、わざとらしく目を逸そらした。

「べ、別に何にもねえよ」

　口ではそんなことを言うウィルだが、リオナには分かってしまった。

「……はっはーん。あたしの足を見てたのねー」

「んなっ!?」

　この反応だけでも、証しよう拠ことしては十分過ぎるほどだ。

「何よー。いっつもダイコンダイコン言うクセに、実は興きよう味み津しん々しんだったりー？」

　何だか愉ゆ快かいな気持ちになってきた。少しからかってみることにする。

「は、はあああ!?　んなことあるわけねえだろ！」

　口ではそんなことを言うウィルだが、ちらちらリオナの足に目を向けてきていた。ばれないなんて思ったら大間違いである。

「やだぁ、スカート破ったり隙すき間まから見えたりするのがいいのー？」

　更に畳たたみ掛けてみると、

「ぼぐふっ!?」

　ウィルは意味不明な声を上げた。面おも白しろいくらいウブな反応である。少し、可愛かわいいかもしれない。

「い、いいいいい加減にしろ！」

　耳まで真っ赤にすると、リオナに背中を向けるウィル。

「そうやっておちょくるの、やめろよな。さっきだってお前──いや、何もねえ」

　それから何か言いかけて、ウィルは慌あわてて打ち消す。

「さっき？　さっきって──あっ」

　ウィルの言いかけたことが何か、リオナはぴんときた。

「なになにー、もしかして胸が当たったこと気にしてたんだぁ？」

「ぶがはっ!?」

　またしても、動かぬ証拠となり得る反応だ。

「素そ知しらぬふりして、内心じゃドキドキだったのぉー？」

　その視線の先に回り込み、僅わずかに谷間を強調しつつ上うわ目め遣づかいでそう言ってみれば、
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「い、いい加減にしろよ!?　怒おこるぞ!?」

　ウィルは顔を真っ赤にして狼狽うろたえる。

「きゃー、やだこわーい」

「こ、このヤロウ……バカにしやがって……」

　むすっとするウィルだが、目線は時折リオナの胸むな元もとに投げかけられている。意識されていると思うと、なんだかくすぐったいような気分になってしまう。

「とにかく、行くぞ。無む駄だにする時間はねえんだ」

　わざとらしいぶっきらぼうさでそう言うと、ウィルは懐ふところから銃じゆうを取り出した。シャンリン愛用の暗器銃だ。

「へえ、ウィルって銃も撃うてるんだ？」

　持っているのを見たことがないので、何だか新しん鮮せんである。

「おいおい、これでも一応元軍人なんだぜ。ま、持つのは久しぶりだけどな」

　言いながら、ウィルはさっと構えた。中々さまになっているように見える。

「外には──誰だれもいないな」

　扉を開け、外の様子を窺うかがうウィル。動きに無駄はなく、流れるように滑なめらかだ。

（ま、何だかんだ言ってこういう時には頼たよりにはなるのよね）

　ただのスケベな間ま抜ぬけではない。やる時にはしっかりやるのだ。

「……がんばろーね」

　小声で言いながら、リオナは彼の背中をぽんと叩たたいたのだった。







「では、失礼いたします」

　レクシィの服や化け粧しようを直し終わり、女中メイド達はすっと立ち上がった。

「ご用があれば、お呼び下さいまし」

　退出していく女中メイド達。最後の一人が出て行った後で、がちゃりと鍵かぎの掛かる音がした。

（やはり、閉じ込められてしまいましたわね……）

　唇くちびるを噛かみ締しめるレクシィ。このままでは、婚こん約やくが正式に発表されてしまう。

（いかが、いたしましょう……）

　──じっくりと、躾しつけてやる。屈くつ服ぷくさせられることが快感になるまで、じっくりとな。

　レジナルドの言葉が、脳のう裏りに蘇よみがえる。同時に、浮うかんでいた下げ卑びた笑え顔がおも思い出された。

（とても、受け入れられませんわ）

　自分は家か畜ちくではない。おもちゃでもない。あんな男の好きなようにされるなど、もってのほかだ。なぜなら、自分は──

「──わたくしは、技術者なのです」

　そう、口に出して宣言する。

（何か、道具になりそうなものは──）

　寝しん室しつなので、武器や工具の類たぐいはない。力に自信があれば、棚たななりベッドなりを振ふり回して扉を壊こわすことも出来るだろうが、あいにくとレクシィの細ほそ腕うででは不可能である。

　目に映るのは、東方地域シマイセン趣しゆ味みの壺つぼや、宿魔石エレメントストーンを燃料に使用したランプくらい──

「──あっ！」

　瞬しゆん間かん。レクシィは、ぴんと閃ひらめいた。

「いいことを思いつきましたわ！」

　ぽん、と手を合わせてから、はっとレクシィは固まる。

「いけません、いけません。静かにしなければなりませんわ」

　あくまで、こっそり抜け出すのだ。騒さわぎを起こせば、目的を果たす前に捕つかまってしまう。

「えーと、まずは……」

　まずは、ランプを壁から取り外はずす。『排気エグゾースト』を部屋の外に排はい出しゆつするための管が壁に通されていたので、それも慎しん重ちように外す。

（うーん……これでは力不足ですわね……もう少し他ほかにも……）

　殴なぐられた痛みを堪こらえながら、部屋中を歩き回るレクシィ。

「……あ、ありましたわ！」

　そして、捜さがし物がようやく見つかった。ランプの側そばに置いてあった棚の引き出しに、新品の宿魔石エレメントストーンがいくつも入れられていたのだ。

「はっ……」

　また大声が出てしまった。慌てて口を押さえつつ、引き出しから宿魔石エレメントストーンを取り出す。

「まあ、まあ。全部、最高品質フルクオリテイですわね」

　軽く鳴らして等級を確かく認にんすると、とりあえずベッドの上に並べる。

「次は、これですわね」

　続いてレクシィは、東方地域シマイセン趣味の壺の前に立った。

（絶対に落としてはなりません。割れてしまうと、作戦はおじゃんになってしまいます）

　深呼吸してから、むっと持ち上げる。

「うっ、く……」

　壺は、予想通りに重かった。痛めつけられたレクシィの体を、更にせめ立ててくる。

「く、く……よっ、と！」

　どうにかこうにか、レクシィは壺を扉とびらの前まで運び、そこに置くことに成功した。

　休む間もなく、今度は宿魔石エレメントストーンを手に取る。

「それそれそれっ」

　レクシィは高級な宿魔石エレメントストーンを壁かべにぶつけ、一気に反応させた。『排気エグゾースト』が大量に発生し、部屋をもくもくと満たしていく。

「これを、ここに入れまして──」

　レクシィは煙けむりを吐はき出す宿魔石エレメントストーンを壺に入れ、

「──そして、こうするのでございます」

　その壺の口を、ベッドのシーツで覆おおった。

「よいしょ、よいしょ」

　シーツをあちこちで結び、口を隙間なく塞ふさぐ。

（あとは、待つだけでございます）

　壺をそのままにして、レクシィはベッドの陰かげに隠かくれた。

　──『排気エグゾースト』の正体は、細かい粒りゆう子しの集まりである。

（その粒つぶが溜たまれば、最終的には──）

　レクシィは耳を塞ぎ、目を固く瞑つぶってその時を待つ。







　──がん、がん。銃声が、廊ろう下かに響ひびいた。

「参ったな……」

　横よこ倒だおしにした本ほん棚だなの陰に隠れ、リオナは呻うめく。

　──部屋を出た後。二人は無む闇やみに広い屋や敷しきの中ですっかり迷ってしまい、挙げ句の果てに、事務所にやって来たあの黒服の一人と出くわしてしまった。

（顔を覚えられてたからなあ……）

　言い訳する間もなく銃を向けられ、こうして交戦する羽目になっているのである。

「しかしまあ、廊下に本棚とかあるんだなぁ。あのヤロウは勉強熱心なのか？」

　リオナの横で本棚を眺ながめながら、ウィルが感心したように言う。

「こういうのは大たい抵ていハッタリよ。本も背表紙だけで実は箱だったりする──ってそういう豆知識を呑のん気きに披ひ露ろうしてる場合じゃない！　どうすんのよ！」

　ひゅんひゅんと、頭の上を魔石銃エレメントガンの弾だん丸がんが飛んでいく。実に危機的な状じよう況きようだ。

「任せとけって」

　身を乗り出し、ウィルは銃の引き金を引きまくった。

　発射音が響き、ウィルの撃った弾丸は窓や床ゆかに命中する。

「窓!?　床!?　ちょっと！　どんだけ下へ手たくそなのよ！」

　全まつたく相手に向かって飛んでいない。

「持ったのは久しぶりだっつってるだろ！　……って弾たまが切れたな。換かえとくか……」

　慌てた様子で、ウィルは弾丸を交こう換かんしようとする。

「えーと、ここをこうして……あれ？　どうだったっけ？」

　だが、無闇にがちゃがちゃいじり回すばかりで、弾倉マガジンが外れる気配さえない。

「もー！　何やってるのよ！　こういう時は頼りになるんじゃなかったの!?」

「何の話だよ！　……くっそ、だから銃って嫌きらいなんだ。小難しいし扱あつかいづれえし整備はめんどくせえしすぐ弾は切れるし種類は多くて分かりづれえし！　ぬがー！」

　短気を起こしたウィルが、頭を抱かかえてわめく。

「そんなこと言ってる場合じゃないでしょ！　どうすんのよ、このままじゃ大変なことに──」

　──どおん、と。大きな爆ばく発はつ音が響いてきたのは、その時であった。

「な……なに……？」

「行くぞ！」

　突とつ然ぜんのことに怖おじ気けづいていると、ウィルに手を引っ張られた。

「きっ、貴様らっ──」

　それまでリオナ達に銃を撃ってきていた男が、目を見開いて動きを止める。

「おりゃー！」

　ウィルはその隙すきを突ついて体当たりをかまし、銃を奪うばい取ると、

「これなら絶対外さねえ！」

　相手の体に密着させて引き金を引いた。

「ぐっ……!?」

　至近距きよ離りから弾丸を受け、男が気絶する。

「ふっ。機転を利きかせて確実に倒たおす方法を見付ける。これが本当の戦い方ってやつだ」

「あんまりカッコ良くないけどなあ……」

　操板棒ミツシヨンバーを肩かたに担かつぎながら、リオナはやれやれと苦く笑しようする。

「う、うるせえ！　カッコのいい悪いは別だ！　……って、待てよ」

　何やら、ウィルの表情が変わった。

「……よし。分かったぞ。こっちだ」

　小走りで駆かけ出すウィル。

「ま、待ってよ。何が分かったの？」

　慌あわてて、リオナもその後を追いかける。

「聞こえるんだ。なんだかむせてるぜ、あいつ。部屋から出て来たって感じだな」

　走りながら、ウィルが言った。

「あっ、なるほど。そういうことか」

　ウィルは、とても耳が良い。それで、レクシィの居所が分かったということなのだろう。

「……でも、だったらさー。敵と出くわす前に聞き分けたり出来なかったの？」

　同時に、そんな疑問も浮かんでくる。

「物音くらいは発してくれないと分かんねえよ。訓練受けた奴やつってぇのは、長時間直立不動でも平気だからな。──ほら、そこだ」

　ウィルが行く手を指し示す。何かが爆発したのか、虹にじ色いろの煙が充じゆう満まんしている。

「……レクシィ！」

　その煙の中に──レクシィがいた。







　地下に造られた、召めし使つかい達の待合室アンテイルーム。そこに、ウィルとリオナ以外のコヨーテ一行（及およびリュビカ）はいた。

「なんや、慌ただしなってきてへん？」

　辺りの様子を窺うかがっていたミカエラが、そう囁ささやく。

「そうね。屋敷の使用人が小声で情報を交換してる。何か動きがあったのかも」

　リュビカが、何気ない表情を装よそおいながら同意する。

「残念。どうやら先に見付けられたよう」

　シャンリンが悔くやしそうに呟つぶやく。

「『ピンチに颯さつ爽そうと現れてレクシィの心を掴つかみうはうはしつつリオナにヤキモチ焼いてもらおう作戦』が失敗」

「その作戦の効果につきましては、辛からい点を付けざるを得ないように思いますが……」

　シャンリンの呟きの内容のぶっ飛び具合に、ボビーはやれやれと呆あきれる。

「オルマホニー家の召使いはいるか!?」

　その時、黒服を身に纏まとった男の一団がどやどやと部屋に入ってきた。

「おい、お前達！　少し話が聞きたい、こっちまで来るんだ！」

　コヨーテ一行に対して、男の一人が居い丈たけ高だかにそう命じる。

「ううむ。やっぱり社長に先を越こされた模様。先を急がねば」

　ちらり、とボビーを見やるシャンリン。

「ふんむぅ……分かりました。とりあえず荷物を持ってきます……とはいえ扉はあの通り黒服の皆みな様さまに封ふう鎖さされていますから、新しく出入り口を造らねばなりませんが……」

　頷うなずくと、ボビーは傍かたわらの壁にそっと触ふれた。

「素材に魔石粉末は使われていないようですね……これなら素す手ででもいけそうです」

　そして、拳こぶしを握にぎり締しめ、

「ぬん！」

　その拳を思いっきり壁に叩たたきつけた。

　どごーんという音が部屋中に響き渡わたり、他の召使い達が仰ぎよう天てんする。

「むん、むん！」

　壁を蛸たこ殴なぐりにし、自分の背の高さくらいの穴を空けるボビー。

「さて、それでは行って参ります……」

　そして、ボビーは壁の向こうに姿を消した。

「お……お前達、何者だっ!?」

　呆ぼう然ぜんとしていた男達だったが、何とか我に返ったらしく、そう問いかけてくる。

「それは言えませんっ」

　あえて一いつ般ぱん的な抑よく揚ようでもってからかうように言うと、ミカエラは女中メイド服の前まえ掛かけへと手を突っ込んだ。

「さぁて、ほいだらどぅあーいったろかー！」

　擬ぎ音おん混じりの掛け声と共に、ミカエラが前掛けの下から取り出したのは、長い弾倉マガジンを持つ二挺ちようの銃じゆうである。

「おっしゃああああ！」

　スカートを翻ひるがえしながら、跳とび上がるミカエラ。握られた銃から、虹色の弾丸が放たれる。

「がっ……!?」

「ぐはっ！」

　銃弾を受け、ばたばたと倒れ込んでいく男達。

　待合室アンテイルームは、一気に混乱に包まれた。召使い達は悲鳴を上げて入り口へと殺さつ到とうし、男達は銃を構え戦せん闘とう態勢を取ろうとする。

「事務所を荒あらされた借り、返さしてもらうでー！」

　着地と同時に跳ちよう躍やく。ようやく銃を構えた男達に、ミカエラはなおも銃弾を浴びせる。

「ほい、いっちょあがりと」

　もう一度ミカエラが床に降り立った頃ころには、立っている黒服の男は一人もいなかった。

「貴様、よくも！」

「負傷者を運び出せ！」

　だが、終わりではない。新手が、逃にげ出す召使い達を押しのけるようにして飛び込んできたのだ。

「あんな子供が……？」

「慎しん重ちように動け！　おそらく、セファルトで行動を妨ぼう害がいしてきた男の仲間だぞ！」

　ミカエラの姿を見るなり、男達は若じやつ干かんの動どう揺ようを見せる。

「……あぁ？　なあ、おまはんら今子供っちゅわんかったか？　この淑女レデイを捕つかまえてそんなことぬかしよんのか？　ああん？」

　弾倉マガジンを入れ替かえていたミカエラが、鼻の頭に皺しわを寄せた。

「子供でも遠えん慮りよはするな、撃うて！」

　男達は、手に手に様々な銃を構え、ミカエラを狙ねらう。

「そうはいかない」

　しかし、引き金が引かれる事はなかった。シャンリンが、男達の眼前に姿を現したのだ。

「い、いつの間に──」

「ほいっ」

　高々と足を上げると、一人の男の首筋にシャンリンは蹴けりを入れた。

　華きや奢しやなシャンリンに対して、男は筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたる体格をしている。さほど効きそうには見えない。

「ごふっ……!?」

　だというのに、蹴られた男は吹ふっ飛んだ。数人の仲間を巻き込みながら転がっていく。

「ふふん」

　得意げに顎あごを上げるシャンリン。その靴くつからは──虹色の煙けむりが吐はき出されていた。

「靴に宿魔石エレメントストーンを仕込んでいるだと!?　バカな、そんな使い方が──」

　男の一人が、目を剥むいて驚きよう愕がくする。

「うむ。確かにバカな使い方。だから正式採用されなかった」

　すっ、と。シャンリンは軽く腰こしを落とし、構えを取った。

「ただし、バカでも使い道はある。使いこなすのが難しいだけ」

「おー、久々にシャンリンの拳けん法ぽうが見られんねやー」

　銃の再装填リロードを終えたミカエラが、嬉うれしそうにそんなことを言う。

「屋内でパムを使うのは困難。久々の運動も兼かねて」

　それから、そっとシャンリンは呟いた。

「守りきれなかった自分が悔しい。ここで取り戻もどす。……というわけで」

　すっ、と。身を伏ふせ、それから一気にシャンリンは跳躍する。

「とーぅ」

　踊おどるように、舞まうように。シャンリンの足が閃ひらめく。

「それー」

　気の抜けた声ばかり発しているが、その蹴しゆう撃げきが巻き起こす威い力りよくは凄すさまじいものだった。

「ぐ、がっ……!?」

「げぼっ──」

　一撃。たったの一撃で、見るからに屈くつ強きような男達を叩きのめしているのだ。

「……いやあ、凄すごいわねえ」

　呆ほうけたようにそう感想を漏もらすリュビカ。

　男達は、残らず倒たおれていた。たった二人の少女に、全ぜん滅めつさせられてしまったのだ。

「よっこいせ……」

　荷物を背負ったボビーが、壁かべの穴からぬっと姿を現す。

「おやまぁ……一段落ついていたようですね……まあ楽で良いですが……」

　倒れ伏した男達を眺ながめながら、うむうむと頷くボビー。

「おっそいのぉー。何しとってんねんな」

　ミカエラが、ボビーを睨にらみ付ける。

「ああいえ……こんなものを見付けまして……」

　腕うでを組むミカエラに、ボビーは一つのキャリーバッグを掲かかげて見せた。







「こほ……こほ！　ここまで煙けむいとは、想定外でございます……」

　服装こそ違ちがう。しかしその声も話し方も、間違いなくレクシィだった。

「……レクシィ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　慌てて駆け寄るリオナ。

「まあ、まあ！」

　リオナの顔を見るなり、レクシィは目をこれ以上ない程ほどに見開いた。

「リオナさん！　ウィル！　お二人とも、まさか──まさか、助けに来てくださったのでございますか!?」

「あったりまえでしょ」

　にっこり笑ってみせるリオナ。陳ちん腐ぷな言い回しだが、無む駄だに言葉を並べることもないだろう。助けなくてはならない人を助けに来た──ただ、それだけのことなのだから。

「大きな音を出したのは正解だったぜ。おかげで、お前のいる場所がすぐに分かった」

　ウィルも、レクシィに笑いかける。

「さ、逃げましょ。立てる？」

　レクシィに手を差し出すリオナ。

「はい。では……うっ」

　立ち上がろうとして、レクシィは顔を歪ゆがめた。

「レクシィ？　貴方あなた、まさか……」

　その様子から、ある可能性に思い当たるリオナ。

「……ウィル。あっち向いてて」

　確かく認にんすべく、ウィルにそんなことを命じる。

「へ？　何言ってんだ、お前」

「いいから」

「あ、ああ……」

　怪け訝げんそうな顔をしつつ、ウィルはリオナ達に背中を向けた。

「ごめんなさいね」

　そう断ってから、さっとレクシィのドレスの裾すそを捲まくり上げる。

「これ、は……!?」

　露あらわになった足を見るなり、リオナは言葉を失った。

「ひどい……痣あざだらけじゃない！」

　何か硬かたい物で執しつ拗ように打ち据すえられたのか、綺き麗れいな足が真っ青に腫はれ上がっている。

「なに、そうなのか？」

「だからこっち見ないでって言ってるでしょ！」

　振ふり向こうとするウィルを怒ど鳴なりつけてから、レクシィの瞳ひとみを覗のぞき込む。

「あの人に、やられたの？　あの、レジナルドって人に」

「……左様でございます」

　少し目を伏せながら、レクシィはそう答えた。

「なんて、ことを……！」

　唇くちびるを噛かむリオナ。あの時感じた悪お寒かんの正体が分かった──そんな思いである。

「……さあ、逃げましょう。外まで連れてってあげるわ」

　早さつ速そくリオナは肩かたを貸そうとしたが、

「いえ、いえ。お待ち下さいまし」

　レクシィはそんなことを言ってきた。

「え？　それは、どういう──」

　振り返り、リオナは息を呑のむ。

「我わが儘ままなのは承知しております。しかし、どうしても置いていけないのでございます」

　レクシィの目に宿る、強い決意を目まの当たりにして。

「恐おそろしいことが起きようとしております。それを、止めねばならないのでございます」

「恐ろしい、こと……？」

　何のことか、分からない。リオナが訝いぶかしんでいると、

「なるほど、な。そういうことか」

　背中を向けたまま、ウィルがそんなことを言った。

「なに、どうしたっていうの？」

「聞こえてきたんだ」

　──その声に、宿るのは。

「あいつらが、吼ほえ始めた」

　──どこか冷え冷えとした、そんな響ひびき。

「混妖種ポリブリードが、ここにいる」
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「僕には、幸せが何なのか分かりません。幸せになるには、どうすればいいですか？」

　ジェフが聞くと、みんなは色々なことを教えてくれました。

「立派な会社に勤めて、給料を沢たく山さん貰もらう事だね」「大きな家に住みなよ」「美お味いしい食べ物をお腹なかいっぱい食べるんだ」「高いお酒を飲むのさ」

　そこでジェフは、立派な会社で働き、給料を沢山貰い、大きな家を買い、毎日豪ごう華かな食事をしました。食事の後には、酒屋さんで買ってきた一番高いお酒を飲みました。

　それでも、ちっとも幸せというものが何なのか分かりません。悩なやんだジェフは、街の神しん殿でんへ行き、神官様に相談することにしました。

「それはね、君」神官様は言いました。「君が怠なまけているからだよ、ジェフ」

「怠けてなんていません」ジェフは言い返します。「みんなに教わった通りに、毎日頑がん張ばっています」

「それが、怠けているというんだよ」神官様は言いました。「君は君なんだ。君には、君なりの幸せがある。それを探そうともせず、他ほかの誰だれかに、幸せな生き方とは何なのかを教えてもらおうとしている。それでは、幸せにはなれないよ」


エドムンド・サークミラン著「ジェフのしあわせ」より













「受けてみよ、選ばれし最強の勇者の剣つるぎを！」

　手にした両もろ刃はの大たい剣けんを、レジナルドは檻おりの向こうにいるものへと突つき立てた。

　──がさ、がさと。檻の向こうで、言葉と対極にある音が響く。

　発しているのは、混妖種ポリブリード。顔のような物体を大量に実らせた、不気味な植物である。

「なんと、恐ろしい……」

　その混妖種ポリブリードを見上げながら、集まった貴族の一人が震ふるえる声で言った。

「ああっ……」

　ドレスで着き飾かざった女性が、悲鳴を上げてくずおれる。

「──僕は、断じて引かない！」

　動どう揺ようする他の人々へと檄げきを飛ばすかのように、レジナルドが叫さけんだ。

「必ずやこの怪かい物ぶつを討うち果たし、真の貴族である証あかしを立ててみせる！」

「各おの々おの方がた！　勇気を出されよ！」

　丸々と太った男性が、唱和するように煽あおり立てる。

「今こそ運命の分かれ道！　貴族としての誇ほこりを取り戻もどし、この国をあるべき姿へと蘇よみがえらせる時なのですぞ！　ご覧あれ、彼の卓たく越えつした剣術が切り拓ひらく未来を！」

「おおおお！」

　再び、レジナルドが剣を振り上げる。その瞳は、異常な程ほどの興奮にぎらついていた。

「──殺せ」

　やがて。レジナルドを見守る貴族達の間から、そんな声が漏もれた。

「殺せ、殺せ」

　声は、波は紋もんのように広がっていく。

「殺せ、殺せ、殺せ」

　徐じよ々じよに、その声は大きくなっていく。

「殺せ！　殺せ！　殺せ！　殺せ！」

　恐きよう怖ふが、暴走する熱ねつ狂きようへと姿を変えていく。




「化け物を──殺せ！」







「……下らねえ」

　ウィルが、そう吐はき捨てた。その横顔には、隠かくしきれない怒いかりが浮うかんでいる。

　──ここは、温室コンサーヴアトリーの隅すみ。リオナ達は、物もの陰かげに隠れ様子を窺うかがっていた。

「恥はずかしいことでございます」

　レクシィが、すっと瞑めい目もくする。

「……古来貴族の男性は、結けつ婚こんする前に戦場で混妖種ポリブリードを殺し、その首を捧ささげる事で神々への証とする風習がございました。それを、無理矢理に蘇らせているのでございましょう」

「結婚の前、って……」

　意味の分からないしきたりである。もし殺されてしまったら、どうするつもりなのか。

「命を落とす心配はございません」

　リオナの内心を読んだように、レクシィは言う。

「死ぬのは、捨て駒ごまである身分の低い兵士達。彼らが自みずからの命と引き換かえに混妖種ポリブリードを弱らせ、将校として従軍している貴族が最後の止とどめを刺さすという仕組みでございますから」

「確殺方式フイニツシヤーメソツド、つってな。魔ま石せき兵器が進歩するまでは、それが普ふ通つうだったんだ」

　ウィルが補足する。その表情は、ひどく暗い。

「あ、あんまりだよそんなの！　いくら武器がないからって──」

　──はっ、と。リオナは、あることに思い当たった。

「じゃあ、あのレジナルドが魔石兵器を嫌きらっていたのは……」

「嫌っておりましたか。まあ、簡単に想像のつくことでございますが」

　レクシィが、溜ため息いきをつく。

「戦法そのものを根本から変え、自分達から栄光を奪うばったものとして、憎にくんでいるに相そう違いございません」

　呆あきれてものが言えない。それはつまり、自分達が望む名めい誉よのためだけに技術の進歩を否定し、無関係な人々にもう一度死を強しいることに他ほかならないではないか。

「俺達は、ずっと奴やつ等らと──混妖種ポリブリードと殺し合いをしてきた」

　ウィルが、口を開いた。

「愛するはずがない。馴なれ合うこともあり得ない。理解したことさえない」

　普段とは別人のような、雰ふん囲い気き。

「憎んでいた。拒きよ絶ぜつしていた。抹まつ殺さつするつもりでいた。──実際にそうしてきた」

　押し殺した何かが籠こめられた、声こわ色いろ。

「だが、同時に認めていた。俺達は、どんなに力に差があろうと、ただ互たがいの命を懸かけて戦う存在だった。俺達と奴等は、勝てば生き残り負ければ殺されるというそのただ一点で、間ま違ちがいなく対等だった」

　言こと葉ば遣づかいも、少し違う。

「それがどうだ。あれはなんだ。おぞましい。許し難がたい」

　きっと、心の底から怒おこっているからだろう。

「狩かりの獲え物ものでさえ逃にげ回ることが出来る。釣つられる魚にさえもがく権利はある。ここにはそれさえもねえ。あるのは一方的な暴力だけだ」

　リオナの脳のう裏りに、以前廃地ロストランドで混妖種ポリブリードと遭そう遇ぐうした時のことが蘇る。

　あの時リオナは、散々に追い回された挙げ句捕とらえられた。しかしそれは、裏を返せば捕らえられるまでは逃げ回れたということだ。初めから檻の中に閉じ込められ、外から嬲なぶられ続けるのとは訳わけが違う。

「相手に一いつ切さいの機会を与あたえる事なく、

　絶対的な有利のうちに自らを置き、

　安全な所から傷つけいたぶり弄もてあそび、

　相手を苦しめる過程をただ楽しむ。相手がぼろぼろになっても楽しむ。相手が動けなくなっても楽しむ。相手が死ぬまで楽しむ。ひたすらに楽しみ続ける」

　ぎり、と。歯を鳴らす音が響く。

「──人間のやることじゃねえ。外げ道どうだ。外道があそこにいる」

　凄すさまじい程の憤ふん怒ぬが、伝わってくる。皮ひ膚ふが、びりびりと音を立てるかのようだ。

「どうしても、止めたいのか？」

　やがて、ウィルはレクシィに話しかけた。

「あの貴族連中は、お前を認めなかった奴等だろう。もしあの檻がお前の言う通り壊こわれる寸前だってえなら、このまま放ほうっておいてもいいんじゃないのか」

　ウィルの唇くちびるに、酷こく薄はくとさえ言えそうな笑えみが貼はり付く。

「……手を下さずに、復ふく讐しゆう出来るぜ？」

　──すっ、と。心に氷を落とされたような感覚。そんなものに襲おそわれてしまう程に、ウィルの言葉は冷たい。

「技術は、人の助けとなるべく生まれたものでございます。そして、その技術の発展や調整といった作業を、世の人々から責任をもってお預かりするのが、技術者でございます」

　それにも、怯ひるまず。

「故ゆえに、技術が誤った用いられ方により不必要な被ひ害がいをもたらす事は、看過出来ません」

　ウィルの目を真っ直すぐ見み据すえながら、レクシィは言う。

「技術者として、断じて見過ごすことは出来ません」

「……よし。その言葉が聞きたかった」

　ふっ、と。ウィルの纏まとう空気が緩ゆるんだ。

「えっ……」

「意外そうな顔をすんな」

　きょとんとするリオナの額を、ウィルは手刀でぺしりと打った。

「このお嬢じようちゃんを助けるってえなら、その目的の手伝いをするのも仕事内容のうちじゃねえか。……結んだ契けい約やくは必ず履り行こうする。それが商人あきんどなんだろう？」

　──ほっとした。一いつ瞬しゆん見せた怖こわい横顔は消えている。今のウィルは、いつものウィルだ。

「うん。……ありがと」

　ぽつり、と。呟つぶやくリオナ。

「何でお前が礼を言うんだよ」

　苦く笑しようすると、ウィルはジャケットを脱ぬぎ、両りよう袖そでを捲まくり、ぐいっとネクタイを緩めた。

「とりあえず合流しねえとな。道具の類たぐいは全部あっちに預けてるし──」

　その時。ずん、と鈍にぶい音が辺りに響ひびいた。

　檻の中の混妖種ポリブリード──不気味な造形の顔をあちこちに実らせた奇き怪かいな生物が、何やら暴れ始めていた。何度も何度も、沢たく山さんの顔を檻に向かって打ち付けているのだ。

　──ずん、ずん。その度たびに重い振しん動どうが辺りに響き渡わたり、貴族達の間に怯おびえが走る。

「な、なんだ……？」

　剣けんを振ふり回していたレジナルドも、動きを止めて立ち竦すくんでいる。

「こりゃあ、ダメだな」

　ウィルが、鼻から息を吐き出した。

「ダメって、どういうこと？」

　嫌な予感をおぼえながら、訊たずねてみる。

「なあ。あの貴族ヤロウが言ってたことを覚えてるか？　宿魔石エレメントストーンの効果についてだが」

「混妖種ポリブリードに効果がある、って話だっけ」

　宿魔石エレメントストーンを武器に使用する技術が発展したのは、混妖種ポリブリードに対して有効だからというのが大きい──とかいう話だ。

「正式には魔石作用エレメントアクシヨンっつーんだがな。……宿魔石エレメントストーンの力は、直接的に混妖種ポリブリードを弱らせる。要するに、ナメクジに塩を掛かけるようなもんだ」

　でもな、とウィルは檻おりを見やる。

「さっきここに来る途と中ちゆうでレクシィがした話だと、あの檻には最高品質フルクオリテイの宿魔石エレメントストーンが使われてるはずだな。だったら、触ふれただけでも連中は大きな苦痛に襲われるはずなんだ。……それなのに、あの混妖種ポリブリードはああして体をぶつけている」

　どういうことだ、とウィルの目が聞いてくる。

「効き目が、弱ってる……？」

「はい、左様でございます」

　リオナの導き出した結論を、レクシィは肯こう定ていした。

「パーティーが始まる前、わたくしが先に見せられた時から既すでにその兆候はございました。……おそらく、間もなく檻は破られましょう」

　まるで、予言のように告げられたその言葉は、すぐに現実のものとなった。

　──ずうん、と。腹の底に響くような音が轟とどろき、続いてがらがらと何かが崩くずれ落ちるような音が巻き起こった。

「檻が……壊された!?」

　息を呑のむリオナ。

　格こう子しは、今や破は壊かいされていた。格子を成していた棒の一本一本は、真っ黒に変色している。宿魔石エレメントストーンが力を失った、その何よりもの証しよう拠こだ。

　今や、軛くびきは解き放たれた。自由を手に入れた混妖種ポリブリードは、自らの茎くきを四方八方へ伸のばす。

「う、うわああああ！」

「助けてくれええ！」

　悲鳴を上げ、貴族達が逃げ惑まどい始めた。

「尽食行為エリミネイテイング……か」

　ウィルが呟く。

「えりみ……なに？」

　聞き返すリオナだが、

「とりあえず、ここを出るぞ。今すぐにだ」

　ウィルはとにかくそう急せかしてくる。

「ねえ、そのえりなんとかって──」

　とりあえず、外に出てもう一度聞こうとしたところで、めきめきという音が響いた。──地面の、下から。

「えっ……？」

　思わず足元を見るが、そこに音の元になりそうなものはない。

　だが、現実問題として。音は響いている。むしろ──より大きくなっている。

「これは、一体──」

　リオナが立ち竦んだ、その瞬間。




　──地面を突つき破り、無数の異い形ぎようが姿を現した。




　円えん筒とう形の太い体、その先せん端たんにある顔面部分──といった姿は、蛇へびに似ている。

　しかし、顔のつくりは根本的に蛇とは異なっていた。目がついておらず、開いた口の中の歯は臼うすのように四角い。表面を覆おおう土色の皮膚──それが皮膚と呼べるなら、だが──は、鱗うろこに覆われておらず剥むき出しである。

「ひっ……！」

　異様な組み合わせに、怯えてしまう。

　そんなリオナの目の前で、異形は周りに転がる様々なものを食べ始めた。貴族が落としていったステッキや帽ぼう子しのようなものから、千切れた自みずからの茎まで、脈みやく絡らくも何もない。

　──ごり、ごり。辺りに響くのは、咀そ嚼しやくする音。

　物体という物体。存在という存在。それら全すべてが、貪むさぼり喰くらわれ消え去っていく。後に残るのは、何もない大地だ。

「これ、これって……」

　リオナはこの光景を知っている。

　命さえ拒きよ絶ぜつされた、完全な荒こう廃はい。

　何も残っていない、絶対の虚きよ無む。

「そうだ」

　ウィルが、言う。

「廃地ロストランドってのは──こうやって作られるんだ」

「なんということで、ございましょう……」

　絶句するレクシィ。

「尽食行為エリミネイテイングってのは、植物系統の混妖種ポリブリードがよくやる、ありとあらゆるものを食べ尽つくす行動のことだ。廃地ロストランドなんてのは、元々そのおまけみたいなもんなんだよ」

　ウィルの説明を聞く内に、歯の形が顔の部分──おそらく果実だろう──と違ちがっていた理由が、ようやく理解出来た。獲物を仕留めるための鋭するどいものではなく、全てを砕くだきすり潰つぶすための硬かたいものが必要だということなのだろう。

「あれを──あれをご覧下さいまし！」

　レクシィが、一点を指差し上ずった声を上げた。

「そんな、屋根まで……!?」

　同じ方向を見て、リオナも息を呑む。伸びた根が、温室コンサーヴアトリーの天てん井じようを喰らい始めたのだ。瓦が礫れきや骨組みは次々に砕かれ、辺りに降り注ぐ。

　宵よい闇やみの空を背に、数え切れない程ほどの根が蠢うごめく。まだ、足りないと。そう唸うなるように。

「なんて、こと」

　レクシィの声。それすらもかき消す轟ごう音おんを響かせながら、根は屋や敷しきへと突っ込んだ。

　がりごりと噛かみ砕く音と、べきりと千切れる音が入り混じる。異様に過ぎる音階、異常に過ぎる音量。どこか狂きよう気きさえ孕はらんだ、破壊と絶望の背景音楽。

　その一方で、他ほかの根は別の方向に伸びていく。

　芸術的に整えられた植え込みも、神秘的な佇たたずまいの森も、混妖種ポリブリードの前には無力だった。あっという間に、がりがりと飲み込まれていく。

「もしかして……倒たおせないの？」

　声が震ふるえそうになるのをこらえながら、リオナはウィルにそう質問する。

「んなこたーねぇ」

　ウィルは、不敵な声こわ色いろでそう言うと、

「むしろ、どちらかというと簡単な方だろう。植物系統はよ」

　誰だれにともなく、そんな風に話しかけた。

「動かないからね。歩きも飛びもしない。早めに片付ければ問題ない」

　そう答えたのは、銃じゆう身しんの長い銃を担かついだ女中メイド姿のシャンリンだった。

「せやなー。あれなんやろ、あの草みたいなアレ」

　同じくエプロンドレスに身を包んだミカエラが、二挺ちようの魔石銃エレメントガンをくるくると回転させる。

「ふんむぅ……大半が指示語で、『草みたいな』という見れば分かる外見についての情報以外何も含ふくまれていない、意味というものがおおよそ希き薄はくな発言ですが……」

　ぶつぶつと何事か言いながら、燕えん尾び服ふく姿のボビーが軍手を嵌はめる。

「みんなっ！」

　目を輝かがやかせるリオナ。騒さわぎを聞いて、助けに来てくれたようだ。

「レクシィさん、こちらをお持ちしたのですが……」

　ボビーが、レクシィにキャリーバッグを差し出す。

「まあ、まあ！」

　途と端たん、レクシィの表情がぱあっと明るいものになった。

「ありがとうございます！　本当に嬉うれしゅうございます！」

「いえ、いえそんな……」

　感謝され、ボビーはおろおろと狼狽うろたえる。

「ふん。何をでれでれしとんねん」

　その様子を見ながら、ミカエラが面おも白しろくなさそうに唇くちびるを尖とがらせた。

「あっ、いたー！」

　リュビカも現れた。スカートをからげて、こちらへ駆かけ寄ってくる。

「いや、俺達に言われても困る。たまたま仕事でお邪じや魔ました家が、混妖種ポリブリードと安全に戦いたがる変人野や郎ろうだっただけだし」

　肩かたを竦めるウィル。

「とにかく、まずは貴族の連中をどうにかしないとな。死なせるなって依い頼らいだし」

「あら、そのことなら心配要いらないわよ。大方の避ひ難なんは済ませてあるわ」

　リュビカが事も無げに言う。

「本当かよ。あれこれうるせぇだろうし動きもトロいだろうに、よく誘ゆう導どうできたな」

　ウィルが、驚おどろいたように目をしばたたかせた。

「安全なところに行きたいと思ってる人達を、安全なところへ連れて行くだけの簡単な仕事よ。……それよりも、あなた達こそどうするの？」

　リュビカが、コヨーテカンパニーの面々を見回す。

「あんな強そうな混妖種ポリブリードに、打つ手はあるの？　一応軍や警察にも連れん絡らくしたけど、到とう着ちやくは随ずい分ぶん先よ」

「そのことなら心配要らねえよ」

　リュビカの台詞せりふを真ま似ねながら、ウィルが笑った。

「到着する前にケリをつける」

　凄すさまじい程の自信である。

「強しいて言うと、弾だん丸がん用の宿魔石エレメントストーンが不足してるのが心配要素。節約して戦せん闘とうは大変。たまにはもうちょっと余よ裕ゆうある戦いがしたい」

　溜ため息いきをつきつつ、銃のレバーを操作するシャンリン。

「まったくやわ。いっつもかつかつやん」

　ミカエラも唇を尖らせる。

「余裕があろうとなかろうと、わたしは石を食って暴れる担当なので大差有りませんが……」

　未加工の宿魔石エレメントストーンを握にぎり締しめたボビーが、ぶつくさぼやいた。

「俺がフリッティングボードで先せん攻こうする。シャンリンは支し援えんを」

　ウィルが指示を出し始める。

「ボビーとミカエラは両りよう翼よくから遊ゆう撃げき。向かってくる部位を各個撃破して弱らせろ」

　そして、最後にリオナの方を向いてきた。

「お前は依頼人の護衛だ。よろしく頼たのんだぜ」

「うん。任しといて」

　操板棒ミツシヨンバーを持ったまま、両手を腰こしに当てて胸を張ってみせる。

「こっちは心配しなくていいから。行ってらっしゃい」

「おうよ」

　にやりと笑うと、ウィルはフリッティングボードに足をかけた。

「んじゃまあ……行ってくるぜ！」

　そして、ウィルとフリッティングボードは飛ひ翔しようする。虹にじ色いろの煙けむりを吐はき出しながら、混妖種ポリブリード目がけ、一直線に。

「まあ……！」

　驚きも露あらわに、レクシィが声を上げた。

「空を飛ぶフリッティングボードでございますか!?　素す晴ばらしいですわ！　一体、いかなる技術が使われているのでございましょうか……！」

「凄すごいよねー。初めて見た時はあたしも驚いたわよ」

　えへへ、と笑うリオナ。なぜか、ウィルが褒ほめられると自分も嬉しくなってしまう。

「でも、まだまだですよ」

　少し調子に乗って、付け加えてみる。

「これからが、コヨーテカンパニーの真しん髄ずいです。どうぞご覧あれ！　……なんちゃって」

　ウィルとフリッティングボードが、虹色の軌き跡せきを夜空に刻みつけていく。凄まじい──という言葉でもなお足りぬ程の速さでもって、縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回る。

　混妖種ポリブリードの根も茎くきも、相手にさえなっていない。何とか捕つかまえようとしては、その度たびにウィルの槍やりに貫つらぬかれている。

　夜空に明めい滅めつする、七色の爆ばく煙えん。どこか非現実的な美しささえ感じさせる光景である。

「素晴らしい、眺ながめでございますね」

　うっとりした口ぶりで、レクシィが呟つぶやく。

「素敵でございます……」

　その頬ほおが、ぽおっと赤くなる。

「ん？　あ、ああ、まあ確かにそうですけど……」

　何だか、胸の奥がざわっとする反応である。

（いや、別にそう感じるのは普ふ通つうなんだけどさ……何なんだろ……）

「お、お助けください！」

　リオナが悶もん々もんとしていると、何やら悲鳴が聞こえてきた。

「ひ、ひいい！　死にたくない、死にたくない！」

　悲鳴の主は、丸々と太った男性だった。確か、先程檻おりの前で運命がどうのこうのと大おお仰ぎようなことを言っていた人物だ。あの時とはうってかわって、ひどくみっともない有様である。
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「あっ……マリト卿きよう！」

　男性を見るなり、レクシィが息を呑のんだ。

「知り合いなの？」

「ええ。わたくしの後見人をなさっている方でございます」

「あ、あー……」

　確か、レクシィに結けつ婚こん話を持って来た人だ。どうやら、逃にげ遅おくれていたらしい。

「だ、誰か……！」

　悲鳴を上げ、地面を這はい回るマリト卿なる男性。

「……は、伯はく爵しやく！　伯爵ではありませんか！」

　やがて、彼は一人の人物を見付けた。

「……ちっ」

　そこにいたのは、煌きらびやかな剣けんを手にした青年。あの、レジナルドという男だ。

「…………」

　何も言わず、レジナルドはマリト卿に背を向ける。

「お、おた、お助けをっ」

　マリト卿は転がるボールのように地面を這い、レジナルドに追いつく。

「伯爵、わたし、腰が抜ぬけてしまいまして……」

　助けを求め、伯爵の腰にすがりつくマリト卿。

「うるさい、黙だまれ！」

　しかし、そんなマリト卿を、なんとレジナルドは力ちから一いつ杯ぱい蹴けりつけた。

「邪魔をするな！」

「そ、そんな……ぶぐっ!?」

　マリト卿の顔を、何度も何度も踏ふみつけるレジナルド。

「汚けがらわしい手で触さわるんじゃない、この下級貴族が！」

　無理矢理引き剥はがすと、レジナルドはその場から走り去ってしまった。

「……あーあ……」

　貴族の誇ほこりとやらは、完全に消え失うせていた。レジナルドの姿からは、ただ剥むき出しになった醜みにくさだけしか感じられない。

「いっ……痛い……どうしてわたしがこんな目に──はっ!?」

　マリト卿が、凍こおり付いた。

「ひ、ひ……」

　混妖種ポリブリードに実っている顔。その一つが、茎を伸のばしてマリト卿を覗のぞき込んでいたのだ。

「た、助けてくれ……し、仕方なかったんだ……！」

　通じるはずもない言い訳をしながら、ずるずると後あと退じさるマリト卿。

「悪いのは、悪いのはあのレジナルドの小こ僧ぞうだ！　わたしは頼まれただけだ！　許して、許してくれ。な？　な？　わたしは──」

　必死で訴うつたえかけるマリト卿の前で、混妖種ポリブリードの顔は口を開き牙きばを剥いた。

「ひっ──」

　マリト卿は、白目を剥いてその場に倒たおれた。精神が、恐きよう怖ふに耐たえきれなくなったらしい。

　動かなくなったマリト卿に、混妖種ポリブリードが迫せまる。噛かみ千切り飲み込もうと、近づいていく。

「ふんむぅ……」

　──だが、その牙が届くことはなかった。

「今一つ助け甲が斐いのない感じですが、まあわたしなんぞこんなくらいが丁度いいかもしれませんね……」

　混妖種ポリブリードの前に、燕えん尾び服ふくの巨きよ漢かんが立ちはだかったからだ。

「よっ……」

　巨漢──すなわちボビーは、軍手を嵌はめた手を伸ばして混妖種ポリブリードの顔を受け止めた。

「む、ぬうう……！」

　ぐっ、ぐぐと。ボビーが押される。足が地面にめり込み、肘ひじが曲がっていく。

「ふんぬう……！」

　しかし負けてはいない。気合いと共に、ボビーは混妖種ポリブリードを押し返す。

「はああああ！」

　怒ど号ごうと共にボビーの両手が右に動き、ぶちりという音が辺りに響ひびいた。

「……ふう、何とかなりましたね……」

　茎の途と中ちゆうから千切りとられ、力を失った顔を、ボビーはぽいっと投げ捨てる。

「ふんむぅ……どうやらやはり、素面しらふだと効率が悪いっぽいらしいですねぇ……」

　ぼやきながら、ボビーはごつごつした宿魔石エレメントストーンの原石を取り出す。

「はてさて、次はどれだけじんましんが続くでしょうか……」

　そして、出し抜けにその宿魔石エレメントストーンをがぶりと丸かじりした。

「なん、ですって──」

　絶句するレクシィ。少し前、初めてあの光景に遭そう遇ぐうした時の自分を見ているようで、思わず苦く笑しようしてしまうリオナである。

「おおおおおおお！」

　ボビーが吼ほえた。背筋が伸び、筋肉が盛り上がり、雰ふん囲い気きに荒あら々あらしさが宿る。

　その雄お叫たけびに反応したか、二本の根がボビー目がけて襲おそいかかった。

「あっ……！　危のうございます！」

　レクシィが悲鳴を上げる。

「ふっふん」

　それに対して、リオナは余裕である。

「ぬううううあああああ！」

　人語の範はん疇ちゆうからはみ出し気味の気合いと共に、ボビーはまず一本目の根に真っ正面から拳こぶしを叩たたき込んだ。

　──拳を覆おおう軍手が、虹色の輝かがやきを放ち。

　──次の瞬しゆん間かん、根は砕くだけ散る。

「ごあぁぁああおおおう！」

　再び吼えると、ボビーはもう一本の根にも拳を叩き込んだ。先せん端たん部分が木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散り、根は地面に力なく横たわる。

「よっしゃ、次はウチの出番やでー！」

　荒あれ狂くるうボビーの頭上を、ミカエラが高々と飛び越こえていった。

「いてもーたらー！」

　女中メイド服という、激しい運動には向いていないはずの服装も、彼女にとっては重荷ハンデではないらしい。

「せやっ！」

　一いつ旦たん着地し、迫り来る根をぎりぎりまで引きつけてから、再度跳ちよう躍やく。

「ほいでから──」

　空中で、回転するようにして体勢を入れ替かえ、

「こうや！」

　そして、両手に構えた銃じゆうの引き金を引く。

　銃口から銃じゆう弾だんが、銃身の後部から使用済みの宿魔石エレメントストーンが、それぞれ吐はき出される。銃弾は襲いかかる根を蜂はちの巣すにし、宿魔石エレメントストーンは音を立てて地面に転がる。

「ほい、いっちょ上がり。素す敵てきな淑女レデイを捕まえるんはな、大変やねんで」

　軽くポーズを決めながらふふんと笑ったところで、

「……って、うひゃっ!?」

　ミカエラは、いきなりジャンプした。

　──瞬間。それまでミカエラが立っていた場所から、新たな根が死し骸がいを突つき破って現れた。まさしく紙かみ一ひと重え、一歩遅れればミカエラは混妖種ポリブリードの餌えさになっていただろう。

　ミカエラを捕とらえ損そこねた根は、ミカエラを追うことなく、そのまま空中を駆かけ巡めぐるウィルを狙ねらう。

　しかし、ウィルはすぐに回かい避ひへと移らなかった。

（まさか、気付いてないんじゃ……）

　はらはらしてしまったリオナだが、そうではなかったらしい。

　根を、予想だにしない別の方向から飛来した虹にじ色いろの弾丸が撃うち抜いたのだ。シャンリンの銃が、放ったものである。

「さて」

　レバーを引いて、使用済みの宿魔石エレメントストーンを排はい出しゆつするシャンリン。女中メイド服で銃身の長い銃を扱あつかうその姿は、一見ちぐはぐなようで、どこか誂あつらえたような魅み力りよくが備わってもいる。

「次は──そこ」

　まず両目を開けてスコープを覗き、伏ふせ撃ちの姿勢で敵を狙う。

　次にシャンリンの指が引き金に触ふれ、最後に混妖種ポリブリードの顔が燼じん灰かいに帰す。

　圧あつ倒とう的な正確さでもって繰くり返されていく、一連の動作。ある種の芸術性さえ、そこには漂ただよっていた。

（よし、これならいけそう──）

　リオナが安あん堵どしかけたところで、

「見付けた、見付けたぞ」

　男の声が、聞こえてきた。

「レジナルド・オルサリバン……！」

　リュビカが、男の名前を呼ぶ。

「よくも、よくもよくも……」

　そう、レジナルドだった。髪かみは乱れ、手にしている剣は煤すすけ、服は汚よごれている。

「王国警察です。あの混妖種ポリブリードについて貴方あなたにお話を伺うかがいたいのですが」

　懐ふところから王国警察の手帳を取り出し、レジナルドに見せるリュビカ。

「貴方は、あの混妖種ポリブリードを飼っていましたね？　入手経路と目的を──」

「黙れ！」

　リュビカの言葉を、レジナルドは怒号でもって遮さえぎった。

「お前だな、お前が何かしたんだな」

　その視線の先にいるのは、レクシィだ。

「お前が、檻おりに壊こわれるような細工をしたんだな」

　小刻みに震ふるえ、音程が不安定に乱れるその声からは、明らかな狂きよう気きの兆候が滲にじんでいる。

「許さん、許さん、許さんぞおおおお！」

　喚わめきながら、レジナルドは斬きりかかる。──レクシィへと、向かって。

「ま、待ちなさい！」

　リュビカが制止の声を上げるが、レジナルドは止まらない。

「死ねえええ！」

「──何を、やるつもり？」

　その前に立ち塞ふさがり。

「あたしの友達には、指一本触れさせないわよ」

　リオナは、操板棒ミツシヨンバーでもって剣けんを受け止めた。

「きっ……さま！」

　レジナルドの顔が、驚きよう愕がくに歪ゆがむ。

「くっ……！」

　リュビカが、エプロンドレスのポケットから小型の魔石銃エレメントガンを取り出した。

「動くなっ！　動くと撃つ──」

「待って！」

　レジナルドを睨にらみ付けたまま、リオナはそう叫さけんだ。

「こいつは、あたしに始末させて」

「なぁにぃ……？」

　一旦、リオナから離はなれるレジナルド。その表情には、あからさまな侮ぶ蔑べつが浮うかんでいる。

「ええ、そうよ」

　操板棒ミツシヨンバーを構え、瞳ひとみに炎ほのおを宿らせ、

「友達をあんなに傷つけられて、その上彼の誇ほこりに泥どろまでぶちまけられて──」

　リオナはレジナルドに対たい峙じする。




「──ここで怒おこらなきゃ、女がすたるって話なのよ」




「は、ははははは！」

　レジナルドが哄こう笑しようする。

「僕の剣術は、そこらのなまくら剣法とは違ちがう。由ゆい緒しよある流派の師し範はんに、直接伝授されたものだ。女の細ほそ腕うでの一本や二本──簡単に斬り落としてしまうぞ？」

「言いたいことはそれだけかしら」

　ふう、と息をつき。リオナは手招きしてみせた。

「かかってきなさい。戦うってことがどういうことか、教えてあげるわ」

「な……んだとおおおお！」

　挑ちよう発はつは大成功だった。レジナルドの顔に、激げき怒どの色が浮かぶ。

「この小こ娘むすめが！　男に逆らうとどうなるか教えてやる！」

　上段に剣を振ふりかぶり、打ち掛かかってくるレジナルド。

　──剣をカッコ良く構えてカッコ良く戦おうとする相手には、どうすればいいか。

　蘇よみがえるのは、母の教えだ。

　──足を払はらってやりな。格好ばかり気にする英えい雄ゆう気取りのバカには、それが一番だから。

「あがっ……!?」

　レジナルドが悲鳴を上げる。しゃがんだリオナの操板棒ミツシヨンバーに、向こうずねを打たれたのだ。

「はっ！」

　素す早ばやく起き上がりながら、前のめりに倒たおれ込んでいくレジナルドのその背中を殴なぐる。

「がっ、は……！」

　身をのけぞらせ、レジナルドはその場にくずおれた。

「いた、痛い！　痛い痛い！　痛い痛い痛い！　痛いいいいい！」

　そして、裏返った声で喚き始める。

「そお？　なら分かるでしょう。本気の戦いってのはこういうものなの。自分も殴られる覚かく悟ごで、自分も傷つく覚悟でやるものなのよ」

　地面に倒れたレジナルドに、リオナは言ってやった。

「剣を教わったなら分かってるはずなんだけど……まあ、伯はく爵しやくサマってことで手加減して貰もらってたんでしょうね」

　いきなり大剣を振りかぶったことからも、それは分かる。あんなもの、相手が自分より圧倒的に弱いか、相手に初めから戦う気がない時くらいしか通用しない戦法である。

「それで強くなったつもりなら、ご愁しゆう傷しよう様さま。一からやり直しなさい」

「女、女のクセに……！　女の分際で、生意気なんだよおおお！」

　剣を杖つえにして何とか起き上がりながら、毒づくレジナルド。

「はぁ？」

　さすがに笑ってしまう言い草である。

「えーと。その女に手も足も出てないのは、どこのご立派な貴族の殿との方がたかしら？」

「お、おああああああ！」

　完全に逆上し、再びレジナルドは打ち掛かってきた。

　一度目とさえ比ひ較かくにならない程ほど隙すきだらけで、動きも緩かん慢まん。ただの横よこ薙なぎのみで事足りる。

「ぶぎゅっ……！」

　横っ面つらを操板棒ミツシヨンバーで張り倒され、無様に倒れるレジナルド。剣がその手から離れ、音を立てて転がる。

「よくも……よくも、よくも僕をバカにしたなっ!?」

　今にも泣き出しそうな声で、レジナルドは叫んだ。

「僕は、貴族なんだぞ！　由緒ある家いえ柄がらに生まれ、広大な所領を有した高貴な一門の人間クランスマンなんだぞ！　それを、それをよくも──」

「もういいって」

　レジナルドの言葉を、リオナは遮る。

「あんたの生まれとか財産とか聞いてないから。伝統も格式も関係ないから。自分が何者であるのかは、自分の行おこないで示しなさい」

　そして、混妖種ポリブリードの方を指し示す。

「彼らのように、ね」

　混妖種ポリブリードと命いのち懸がけで戦っている、自みずからの仲間達のことを指し示す。

「檻に閉じ込めた状態でなければ戦えない貴方あなたと、相手が解放された状態でなお怯ひるまず立ち向かう彼ら。真に勇ゆう敢かんなのは、どっちかしら？」

「う……うああああああああ！」

　絶ぜつ叫きよう。そして、レジナルドは素手でリオナに飛び掛かろうとする。

「力の差を認めるってことさえ出来ないのかしら。きっと、競きそって負けた事がないのね」

　とどめの一いち撃げきを加えながら、リオナは目を細めた。

「だとしたら、可哀かわい想そうな人。──でも、同情は出来ないわ」

　鳩尾みぞおちに一撃を受け、レジナルドは白目を剥むいた。そのまま倒れ、動かなくなる。

「お見事」

　そう言いながら、リュビカが近づいてきた。

「とりあえず、この男はこうしておくわ」

　レジナルドの手首に、魔石手錠エレメントカフをかけるリュビカ。

「貴女あなたに殴りかかった時点で、暴行でしょっ引けるし。混妖種ポリブリードについては、連行してからじっくり話を聞かせてもらうわ」

「はい、よろしくお願いします」

　そう言ってから、リオナはレクシィを振り返り、

「もう大だい丈じよう夫ぶよ、安心して──」

　目をしばたたかせる。

「どうしたの、レクシィ？」

「……いえ、思うところがございまして」

　レクシィは、ぽつりと呟つぶやいた。

「わたくしには、彼の言動が誤ったものだと分かります。しかし、もし旧態依い然ぜんとした家風の家に生まれていたとしたら、あるいは彼のようになっていたのでは……と、そんなことを考えてしまったのでございます」

「なるほど、ね」

　頷うなずいてから、リオナはレクシィの脇わきに立ち、

「……でも、貴女はそうならなかった」

　そっとその手を握にぎってあげた。

「貴女は、自分でものを考え、自分で責任を持って行動することが出来る。血筋や家柄に頼たよらずに自分の人生を歩める、そんな人間になった。気に病やむことはないわ」

「……はい」

　頬ほおを染めて、レクシィは微笑ほほえむ。

「ふふ、いいことね。……おや？」

　にこやかに二人を眺ながめていたリュビカが、ふと眉み間けんに皺しわを寄せた。

「何だか、様子が変わってない？」

「様子、でございますか？」

　聞き返すレクシィに、リュビカは混妖種ポリブリードを指差してみせる。

「何だか、さっきまでと違うような気がするのよ」

　リオナも、リュビカの指し示す先を見てみる。

「……あ、確かに」

　言わんとする意味が、分かった。──混妖種ポリブリードの動き方が、変化しているのである。

　根や茎くきを、一所に固めている。何ともおぞましい眺めだが、それ以外にも伝わって来る印象がある。

「何だか、うずくまってるみたい」

　例えば、怪け我がをした人間が傷口を抱かかえて小さくなっているような、そんな印象だ。

　ごく僅わずかな本数の茎で、飛び回るウィルを牽けん制せいはしている。しかし、その動きはそれまでと比較して随ずい分ぶん控ひかえめである。

「いけない」

　短く言って、シャンリンが立ち上がった。何か、様子が明らかに違ちがう。

「うわー、えらいこっちゃ」

　ミカエラも、同じように何やら狼狽うろたえ始める。

「ぬううう！　ぬううう！」

　一方ボビーは、特に変わりもなく唸うなりながら進撃していく。

「じっとせえ！」

　そのこめかみに、ミカエラが飛び蹴げりを入れた。

「うごっ……む、むむ？」

　途と端たんに、ボビーの体から溢あふれ出していた殺気が薄うすれていく。

「間に合えへんかったわ」

「おお……本当ですねえ……これは参りました……」

「ねえ、どうしたの？」

　ミカエラとボビーの所に行き、リオナは訊たずねてみた。

「あんな、あの草みたいなんおるやん。あれってな、追い詰つめられたらどーんってやりよんねん」

　ミカエラが説明してくれるのだが、今一つ要領を得ない。どーんとは何の事なのだろう。

「つまりですねえ……あの混妖種ポリブリードがですね、種を撒まき散らそうとしているというわけでして……」

「た、たね!?」

　思わず裏返った声を上げてしまうリオナ。

「そ、それってまさか……」

「うん、そのまさか」

　銃じゆうを担かついだシャンリンが、リオナの横に立つ。

「このままだと、あの混妖種ポリブリードは繁殖する」

　言葉を失う。生き物としては当然の営みではあるが、それをあの化け物じみた混妖種ポリブリードがやるとなると、これは不気味としか言いようがない。

「自らの命の危険を感じると、繁殖しようとする。おそらくは、自身の種を残そうという本能に基もとづいた行動」

「普ふ段だんは、それをさせる前に一気に息の根を止めるのですが……やはり昔と違って火力不足は否いなめませんからねえ……」

　ぼやくように言うボビー。

「ウィルのあれでやったらいいんじゃないの？　龍りゆうを倒した時の──」

　記き憶おくをたどりながら、リオナは訊ねる。

　天をつく程大きな龍を、一撃のもとに葬ほうむり去った光の筒つつ。あの攻こう撃げきをもってすれば、相手に種たね蒔まきさせる暇ひまも与あたえず倒たおすことが出来るのではないだろうか。

「轟放砕撃ハボツクブリンガーは最後の切り札。迂う闊かつに使っちゃ駄だ目め」

　しかし、シャンリンは首を横に振ふってきた。

「もし轟放砕撃ハボツクブリンガーで仕留め損そこなえば、混妖種ポリブリードが耐たい性せいを獲かく得とく。大変な事になる」

「なるほど……」

　下へ手たに手出しすれば、無敵になってしまうということらしい。つくづく、混妖種ポリブリードとは厄やつ介かいな存在である。

「今のあの混妖種ポリブリードを攻撃する手段は、一応存在」

　そう言って、シャンリンは空を見上げた。

「ウィルの『ヴェルメサイア』を使って、宿魔石エレメントストーンの力を直接取り込ませる。そうすれば、あの混妖種ポリブリードは致ち命めい的な打撃を受ける」

「直接、取り込ませる……？」

　いまいち、想像がし辛づらい。宿魔石エレメントストーンの力は、混妖種ポリブリードにとって有害なもののはずである。それを自ら取り込んだりするのだろうか。

「尽食行為エリミネイテイングは、身の回りのありとあらゆるものを飲み込み自分の栄養にするという行為。宿魔石エレメントストーンであっても、それは例外じゃない」

　首を傾かしげるリオナに、シャンリンが重ねて説明してきた。

「何でも食べる状じよう況きようだから、宿魔石エレメントストーンの力でさえ吸収しちゃうってこと？」

　ようやく理解できた。食べるということに、見境がなくなってしまっているらしい。

「うむ。大体正解」

　頷くシャンリン。

「でもそれなら、シャンリンやミカエラの銃でいいんじゃ……？」

　一つ理解できると、また新たな疑問が浮うかんでくる。

「ところが、そうもいけへんのよこれが」

　ミカエラが、首を横に振った。

「外からの攻撃じゃあかんねん。なんちゅーか、注射？　あんな感じで、突つき刺さして中にどくどくっと流し込まんならんのよ」

「社長のヴェルメサイアの穂先スピアヘツドに、専用のものが存在。それを使えば、ミカエラの言う通りのことが可能。だけど……」

　そこまで言って、シャンリンはごく僅かに眉まゆ尻じりを下げる。

「……だけど、今はない。社長のヴェルメサイアはあくまで試作品。穂先スピアヘツドの入手は極きわめて困難」

「そう、なんだ……」

　考え込んでしまうリオナ。かなり困った状況なようである。

「……あの、よろしゅうございますか？」

　その時、レクシィが話しかけてきた。

「お話の内容、理解いたしました。もしかしたら、わたくしの力をお役に立てることが出来るやもしれません」

「レクシィの、力……？」

　どういうことなのだろう。リオナがきょとんとしていると、

「はい。その穂先スピアヘツド、わたくしに製作させては頂けませんでしょうか？」

　レクシィは、そう申し出た。

「な、なんやて？」

「いや……それは……」

　ボビーとミカエラが揃そろって仰ぎよう天てんし、

「残念ながら、レクシィでも不可能」

　シャンリンが、首を横に振る。

「簡単に作れるものじゃない。知識や技術は勿もち論ろん、ヴェルメサイアの仕組みについての深い理解が求められる」

「……何分初めての経験でございます」

　そう前置きしてから、レクシィはシャンリンを真っ直すぐ見み据すえる。

「しかし、必要とされるものは用意出来るかもしれない──いえ、用意出来ますわ」

　そして、断言する。力強く、はっきりと。

「へえ。何か聞こえてくると思えば、随ずい分ぶんと面おも白しろそうな話をしてるじゃねえか」

　その時、ウィルの声がした。いつの間にか、降りてきていたらしい。

「お前、本当にこのヴェルメサイアの仕組みが分かるってえのか」

　槍やりを背負い、ウィルはレクシィの前に立つ。

「二、三不明な点はございます。しかし現物を見れば、きっと理解出来るかと存じます」

　胸に手を当てて、レクシィはそう訴うつたえた。

「ふむ……」

　少し考えてからウィルはにやりと笑い、

「よし、分かった。じゃあ任せるか」

　そう言った。

「……ウィル、ウィル」

　シャンリンがウィルの袖そでを引く。

「そう簡単に作れるものじゃない。それはウィルが一番よく分かってるはず」

「まあな。つっても見本があるわけだし、何とかなるんじゃないか？」

　気楽な口振りで言うと、槍と槍に取り付ける宿魔石エレメントストーンとをレクシィに差し出すウィル。

「よろしいので、ございますか？」

　やや驚おどろいたように、レクシィが訊ねる。

「ああ。こういう時に、『自分がやってみせる』ってことを自信持って言えるヤツってのは、結構当てになるんだよ。前の時も、そうだったしな」

　そう言って、ウィルはちらりとリオナの方を見てきた。

「あ……いや……」

　なんだか恥はずかしくなり、俯うつむくリオナ。今の言い様は、もしや──リオナを、褒ほめてくれたということなのだろうか。

「……それを言われると反論しづらい」

　シャンリンが、むーっと唸る。

「じゃ、構わねえな。……よし、よろしく頼たのむぜ」

　レクシィの手に、槍と宿魔石エレメントストーンとを握にぎらせるウィル。

「ヴェルメサイアは俺の半身みてぇなもんだからな。大事に扱あつかってくれよ？」

　少し悪戯いたずらっぽい口調でそう言うと、ウィルはレクシィの前から離はなれ、フリッティングボードに乗った。

「さあて、しばらく時じ間かん稼かせぎだな……」

「……時間稼ぎ？　何するつもりなの？」

　リオナの質問に、ウィルは首を竦すくめてくる。

「ちょっかいをかけて、少しでも種蒔きを遅おくらせるのさ」

「でも、あんた槍ないでしょ。どうやってちょっかいかけるのよ？」

「どうやって？　決まってんだろ」

　へへっと子供のように笑うと、

「こうすんのさ！」

　ウィルは操板棒ミツシヨンバーを全開に入れた。

　破は裂れつ音と共に、虹にじ色いろの煙けむりが噴ふき出す。

「えっ──」

　絶句するリオナを残して、ウィルは混妖種ポリブリード目がけて飛ひ翔しようしていった。

「ちょ、ちょっと！」

　慌あわてるリオナ。丸まる腰ごしで、何をするつもりなのか。武器なしでは、街のチンピラにも苦戦する程ほどだというのに──

「ふう。役目は終わり。あとは観戦」

「シャンリンの拳けん法ぽうに続いて懐なつかしいのんが見られるなー」

「ふんむぅ……シャンリンが拳法を披ひ露ろうしていたのですか……それは惜おしいことをしました……」

　ところが、他の面々は揃って武器を下ろしたりくつろいだりし始めた。

「え？　え？」

　戸と惑まどってしまう。一体、どういうことなのか。

「まあ、見ていれば分かる」

　そう言って、シャンリンはウィルの方を指差す。

「分かるって──」

　言われるがままに見やり、リオナは息を呑のんだ。

　──巨きよ大だいな混妖種ポリブリードの周りを、ウィルは飛び回っている。手が届く程の場所まで近づいてはぴたりと止まってみせるなど、その動きには露ろ骨こつな挑ちよう発はつが籠こめられている。

　混妖種ポリブリードは、その挑発に反応し、茎くきや根でウィルを攻撃し始めた。遠えん慮りよのない本気が伝わって来る、激しい勢いだ。

　──しかし、にもかかわらず。ウィルはその猛もう攻こうを全すべて凌しのいでみせた。

　急激な方向転てん換かんに、出し抜ぬけの加速。ぎりぎりまで引きつけてかわしたかと思えば、誘さそうようにわざと蛇だ行こうしてみたりもする。変へん幻げん自在の軌き道どうである。

「…………すごい」

　単純過ぎる感想だが、そうとしか言えない。圧あつ倒とう的としか表現出来ない、操縦技術だ。

「あれも社長の特技」

　地面に膝ひざを抱かかえて座るという姿勢で、シャンリンが言った。

「あれでも控ひかえめやでー。本気の社長やったら、あの手の混妖種ポリブリードは三つ四つまとめて相手出来るさかいなー」

　ミカエラも、うんうんと頷うなずく。

「ふんむぅ……。のしのし歩くしか出来ないわたしからすると、羨うらやましい限りです……」

　ほう、と溜ため息いきをつきながら、ボビーはウィルをじっと見つめる。

「そっか、そういうことだったのかぁ……」

　感かん嘆たんするリオナである。ウィルのフリッティングボードの腕うで前まえについては高く評価しているつもりだったが、まだまだその真しん髄ずいを理解するには至っていなかったらしい。

（……それにしても）

　改めてウィルを見上げる。

　鳥のように、蝶ちようのように、あるいは流れ星のように。まさしく自由自在に、ウィルは空を駆かけ巡めぐる。

（なんか、カッコいいかも……）

　何てことを考えて、次の瞬しゆん間かん赤面するリオナ。

（やだやだ、あたしったら！　何バカなことを──）

「むっ」

　リオナの内心に勘かん付づいたのか、シャンリンが眉まゆをひそめる。

「そ、そうだ！　レクシィ、調子は──ひっ!?」

　慌てて振ふり返り、リオナは裏返った声を出す。

「レ、レクシィ……？」

　そこでも、物もの凄すごい光景が繰くり広げられていたのだ。

「いやあ……さっきからずっとこの調子よ」

　リュビカが、呆あきれているとも感嘆しているともつかない声こわ色いろで言った。

「…………」

　──レクシィが、鬼き気き迫せまる表情でウィルの穂先スピアヘツドを見ている。

　いや、これは対たい峙じしていると表現した方がいい。それ程までに、レクシィの放つ空気は只ただならぬ凄味を撒まき散らしている。

　──あるいは、これも戦いなのかもしれない。リオナはそんなことを思う。

　レクシィという技術者と。

　ヴェルメサイアという技術との──戦いだ。

「……見えましたわ」

　そう呟つぶやくと、レクシィは傍かたわらに置いてあったキャリーバッグを引き寄せた。

「理論的には間ま違ちがっておりませんでした」

　そして、キャリーバッグを開き、中から工具を取り出す。

「あとは、加工するだけでございます」

　取り出したのは、槌つちと鑿のみ。いずれも古びて使い込まれている。持ち主と過ごしてきた歴史が感じられるという点において、コヨーテカンパニーのメンバーの武器にも似ている。

「……では、失礼いたします」

　小声でそう断ると、レクシィは槌と鑿を振るい始めた。

　──かん、かん。辺りに、甲かん高だかい音が響ひびく。

　無む駄だな声を出すことなく、ただひたすらに作業に没ぼつ頭とうするレクシィ。

（すごい……）

　脇わきで見ているだけのリオナでも、ともすれば呼吸を忘れてしまいそうになる。それ程に、レクシィの放つ空気は張り詰つめている。

　宿魔石エレメントストーンと共に、自分の寿じゆ命みようさえも削けずっているかのような。そんな、命いのち懸がけの真しん摯しさ。

「……完成でございます」

　どれほど時間が経たったろうか。ふう、と息をつき、レクシィは額の汗あせを拭ぬぐった。

「これで、上う手まく作動するはずでございます」

　その手に握られているのは、大きく形の変わった穂先スピアヘツドだった。くねくねと波打つ形状をしていて、先せん端たんは尖とがっている。

　──譬たとえるなら、蛇へび。一噛かみされただけで命を落としそうな、恐おそるべき毒蛇だ。

「驚いた」

　それを見るなり、シャンリンが目を見開いた。

「ほんまやん。蝕滲突牙スワロウスタバーと同じ形しとぉるで」

「効果を追求すれば自おのずと形状は似るものではあるでしょうが……自力でそこに辿たどり着いたというのには驚きよう嘆たんせざるを得ません……たまげました……」

　ミカエラやボビーも、同じように驚きも露あらわな表情を見せる。

「まあ、まあ。正規のものとの差異がないのでございますね。それは朗報でございます」

　嬉うれしそうに言うと、レクシィは槍やりを手に取る。

「では、早さつ速そく動作確かく認にんを──あっ」

　その体が、ふらりと揺ゆらいだ。

「レクシィ!?」

　慌てて駆け寄り、抱だき留とめるリオナ。

「うっ、くっ……」

　レクシィは目を閉じ、苦しそうに呻うめく。様子がおかしい。一体どうしてしまったのか。

「ん。診みてみる」

　すぐにシャンリンが寄ってきて、脈を取り顔色を見る。

「疲ひ労ろう──精神と肉体両方の疲労だと思う」

「そっか……」

　理解出来る。考えてみれば、最初に逃にげ出してからレクシィはほとんど休んでいない。その上レジナルドに痛めつけられ、更さらには極度の集中を強しいられたのだ。倒たおれるのも当然の話である。

「穂先スピアヘツド、を……」

　うわごとのように呟くレクシィ。

「リオナ」

　レクシィを横に寝ねかせ、その頭を自分の膝に乗せると、シャンリンがリオナを見てくる。

「穂先スピアヘツドを装着アタツチしてあげて」

「あ、あたしが？」

　思わず聞き返すと、シャンリンはうむと頷いた。

「う、うん……」

　言われるがままに、槍を持ってみる。

「えっと、穂先スピアヘツド、装着アタツチ……かな。状態モードは……レクシィの特別製！」

　そして、宿魔石エレメントストーンを突つき立てた。

　──がきいいん、と。硬こう質しつな音が響き、槍の後こう端たんから虹色の『排気エグゾースト』が噴き出した。

「ああっ……上手くいきましたわ……！」

　薄うす目めを開けたレクシィが、ほっとしたように微笑ほほえむ。

「成功、したの？」

「ええ。きっちり穂先スピアヘツドが本体に装着アタツチされ、『排気エグゾースト』の排はい出しゆつも確認いたしました。成功でございます」

　レクシィは、心底嬉しそうだ。

「……うん！　やったね！」

　それを見ているうちに、リオナも何だか嬉しくなってきた。何かを成し遂とげたという達成感に満ちた人間は、こんなにも──素す敵てきな笑え顔がおを見せるものなのか。

「さあて、後はこれをウィルに届けなあかんねやけど……」

　ミカエラが、混妖種ポリブリードの方を見上げる。

「多分、社長はもう取りに来られへんのとちゃうかな……」

　槍を持ったまま、リオナも混妖種ポリブリードへと目を向けた。

「……う、わ」

　息を呑のむリオナ。

　混妖種ポリブリードのあちこちに、形容し難がたい物体がいくつもぶら下がっている。球状で、ごつごつした表面を持ったその物体は、今にも張り裂さけそうな程ぱんぱんに膨ふくらんでいた。

「もしかして、あれは……実なの？」

「そう。あの混妖種ポリブリードの果実。中は種子でいっぱい。大体一つにつき種の数は数千」

　膝ひざ枕まくらしたレクシィの頭を優やさしく撫なでながら、シャンリンが言う。

「すう、せん……」

　リオナの背筋を寒さむ気けが走る。正気の沙さ汰たとは思えない数である。

「一瞬でも間を空けてしまえば、あの種が飛散してここら一帯は混妖種ポリブリードの花畑と化してしまいます……。その前に、何とかしてヴェルメサイアを届ける必要がありますが……」

　ボビーが、弱り果てたような口調で言った。

「……よし」

　うむ、とリオナは頷く。ここは──自分の出番だ。

「あたしが、行ってくるわ。ボビーさん、あたしのフリッティングボードも持って来てくれてたわよね？」

「ええ、一応運んできてはいますが……」

　言いながら、ボビーはリオナのフリッティングボードを取ってくる。

「ありがと」

　フリッティングボードを受け取ると、早速地面に浮うかべるリオナ。

「大だい丈じよう夫ぶで……ございますか？」

　レクシィが、心配そうに聞いてきた。

「大丈夫よ。まっかせなさい」

　フリッティングボードに操板棒ミツシヨンバーを突き立てながら、リオナはにっこり笑ってみせる。

「レクシィの魂たましいは、あたしが責任持ってしっかり届けるわ」

「……よろしく、お願いいたします」

　レクシィは、祈いのるような面おも持もちでリオナを見上げてきた。

「うん！　……よおし、いっちょ頑がん張ばるか」

　一方の手で槍を持ち、もう一方の手で操板棒ミツシヨンバーを握にぎる。

「それっ！」

　そして、思いっきり引き倒した。最初から設定は全開、加減は一いつ切さい無しである。

「うっ──」

　呻くリオナ。ウィルのフリッティングボード程ほどではないにせよ、このフリッティングボードも一級品である。その能力を遺い憾かんなく発揮させるとなると、相応の反動が乗り手にかかってくるのだ。

「──なんのっ！」

　しかしリオナは怯ひるまない。この程度で音ねを上げていては、力ちから尽つきるまで頑張ったレクシィや、今も空を飛び回っているウィルに顔向けが出来ないというものだろう。

「いっけええええええ！」

　体勢を立て直し、一直線に混妖種ポリブリード目がけてフリッティングボードを走らせる。ドレスの裾すそがばたばたとはためくが、もう気にもならない。

　見る見るうちに縮まっていく距きよ離り。これまで遠目に見ていた混妖種ポリブリードの姿が、細かい部分までよりはっきりと見える。

「……きもちわる」

　全身が粟あわ立だつ。体の部位パーツの一つ一つ、漂ただよってくる得体の知れない臭におい、そして無む闇やみな程の大きさ──全すべてが異質で異様である。マリト卿きようが気絶したのも、分からないでもない。

「んっ……？」

　ふと、ほんの僅わずかな違い和わ感かんがリオナをかすめた。嫌けん悪お感かんとは全まつたく別の、何か。

「くっ！」

　考えるよりも先に体を倒し、フリッティングボードの進行方向を変える。

　──瞬しゆん間かん。巨きよ大だいな根が、地面を突き破り姿を現した。

「あっぶな……！」

　冷や汗が出る。どうやら、リオナの接近は気付かれてしまったらしい。

（どうしようか）

　すぐさま頭を回転させ、作戦を練るリオナ。

（……よしっ）

　考えを素早くまとめ、即そく座ざに実行へと移す。

「直進っ！」

　時間が勝負なら、もたもたしていられない。最短ルートで、一気に向かうのみだ。

　二本の茎くきが、リオナに向けて襲おそいかかってくるのが見えた。その先端には、不気味な花が咲さき誇ほこっている。思わず竦すくみ上がってしまいそうな光景である。

「──直進！」

　それでも、リオナは突き進む。脇わき目めも振ふらず、一直線に、全速力で。

　二本の茎は、左右前方から迫せまり来る。うち一本の顔の部分が口を開き、鋭するどい牙きばをリオナに突き立てようとし──

「シャンリン！」

　──そして、爆ばく散さんした。

「ミカエラ！」

　もう一本も、すぐに穴だらけになり、力を失いばったりとその場に倒れ込む。

　手だけ上げて、仲間に感謝する。信しん頼らいし合う仲間同士に、言葉は要いらない。

「よしっ、ここまでくれば……！」

　あっという間に、リオナは混妖種ポリブリードのすぐ側そばの地点まで到とう達たつした。石を投げれば届く程の距離だ。

「うっ、くっ……！」

　速度を落とさず方向転てん換かん。髪かみを風に波打たせながら、空を見上げる。

「よーし……」

　倒したままの操板棒ミツシヨンバーから手を離はなし、走り続けるフリッティングボードの上で踏ふん張り、

「いくよ、ウィル！」

　そして、リオナは力ちから一いつ杯ぱい槍やりを投げた。

　真っ直すぐな──ついさっきまでのリオナを彷ほう彿ふつとさせる一直線の軌き道どうで、槍は飛ぶ。

　その軌道に交差するようにして、虹にじ色いろの煙けむりが伸のびてきた。言うまでもなく、ウィルだ。

「任せたわよっ！」

　フリッティングボードの走る方向を変えながら、ウィルに呼びかけるリオナ。

　おう、とでも言わんばかりに腕うでを上げると、ウィルは速度を上げて槍に追いつく。

「……やった！」

　歓かん声せいを上げるリオナ。ウィルの手が、がっしりと槍を掴つかんだのだ。

　同時に、ウィルはフリッティングボードごと縦に回転。そのまま、逆落としの要領で混妖種ポリブリードへと襲いかかる。

「いっけええええええ！」

　フリッティングボードを止め、リオナはお腹なかの底から叫さけんだ。

　まるで、その声に背中を押されるように、ウィルは混妖種ポリブリードのすぐ側まで肉にく薄はく。構えた槍を、混妖種ポリブリードの体の中心部へと突き立てる。

「おおおおおお！」

　リオナの耳に、ウィルの雄お叫たけびが聞こえてきた。

（お願い、効いて……！）

　祈いのるリオナの目の前で、混妖種ポリブリードが動きを止めた。

　辺りに訪おとずれる一瞬の静せい寂じやく。

　そして、混妖種ポリブリードの体がびくんびくんと脈打ち始めた。中で何かが暴れているような、そんな動きだ。

「きゃっ……!?」

　思わず、リオナはその場にしゃがみ込んだ。混妖種ポリブリードが、聞くもおぞましい悲鳴を上げたのだ。

　甲かん高だかく、同時に重苦しい、この世のものとは思えない奇き怪かいな響ひびき。

　続いて、茎が千切れ始めた。あたかも、その体を維い持じしきれなくなったかのように。

（効いたんだ……！）

　心の中で快かい哉さいを叫ぶリオナ。レクシィが身を削けずるようにして製作したものが効果を発揮した、そのことが途と方ほうもなく嬉うれしい。

「さて、と」

　そんな声がしたかと思うと、ウィルがリオナの側に降りてきた。

「……あんた、大丈夫なの？」

　ウィルに、そう訊たずねるリオナ。リオナでさえこうなのだ、耳の良いウィルはもっともっと辛つらいはずである。

「ん？　まあな。もっとひでぇ声を出すヤツもごろごろいるからな」

　ウィルは笑い返して来た。かつて混妖種ポリブリードと戦い続けていたので、もう慣れたということらしい。

「しかしあの穂先スピアヘツド、すげえ効き目だな。想像以上だったぜ」

　言いながら、ウィルは槍の宿魔石エレメントストーンを付け替かえた。使い終わったレクシィ特別製の宿魔石エレメントストーンだが、いつものように投げ捨てず懐ふところに戻もどしている。

「穂先スピアヘツド、装着アタツチ。状態モード……轟砕放撃第四水準ハボツクブリンガーレベルフオース」

　槍を構え、動きを止めるウィル。その体から放たれるのは、静かだが張り詰つめた空気だ。

「少し離れとけ。巻き込まれちゃあ話にならんからな」

　ウィルがそう言い、同時に、槍が光を放ち始める。

「うん。分かった。頑張ってね」

　励はげましの言葉を掛かけると、リオナはウィルから距離を取った。

「任しときな」

　ちらりとリオナの方を見て、ウィルは唇くちびるの端はしを上げる。

　そんなウィルを呑のみ込むようにして、光がどんどん大きくなる。

　煌こう々こうと、力強く。全すべてを照らし上げるように、眩まばゆく。

「……おるあああああああああ！」

　その光の内から迸ほとばしる、咆ほう哮こう。獲え物ものの喉のど元もとに噛かみつく狼おおかみを幻げん視しさせる、そんな勇ゆう壮そうな叫び。




　──そして。

　──一直線に放たれる光の筒つつが。

　──混妖種ポリブリードを、貫つらぬいた。




　巻き起こる爆ばく発はつ。そびえ立つ奇怪な物体は、粉々に砕くだけ散った。

「これで、一件落着だな」

　槍を肩かたに担かついで、ウィルが言う。

「うん。お疲つかれ様さま」

　ウィルの側に駆かけ寄り、労ねぎらいの言葉を掛けるリオナ。

「ったく、無茶しやがって。ヴェルメサイアで槍投げなんて、俺もやったことねえよ」

　ふいー、と息をつきながら、ウィルは苦く笑しようした。

「大事なものに乱暴してごめんね。でも、これが一番上う手まくいくかなと思って」

「まぁな。結果が良けりゃあそれでいいさ」

　言葉を交かわしながら、二人はコヨーテカンパニーの面々の所へと戻る。

「二人ともお疲れ様ー」

　ボビーの肩の上から、ミカエラが手を振ってきた。

「やれやれ……一時はどうなることかと思いましたが……」

　ボビーは、安あん堵どしたように息をつく。

「巡じゆん察さつ官の仕事の範はん疇ちゆう超こえてるわよ、ほんと」

　リュビカが、うーんと伸びをした。

「それもこれも、レクシィのおかげ」

　膝ひざ枕まくらしているレクシィの頭や、頬ほおや首筋や耳の後ろを撫なでながら、感謝するシャンリン。誰だれも彼も、一安心といった様子だ。

「それはさておき。ちょっと撫ですぎ」

　手つきのいやらしいシャンリンについては、ぐいぐいと引き離しておくリオナである。

「む。わたしに撫でられたいと？」

「そんなこと──きゃっ!?　やめてよちょっと！　てかそれ撫でてない！　揉もんでる！」

「皆みな様さま、お疲れ様でございました。……そして、ありがとうございました。何とお礼を申せばよいか──」

　例によってリオナとシャンリンがどたばたしていると、レクシィが立ち上がろうとした。

「──あっ」

　そして、よろよろとふらつく。

「あんまり無理しちゃダメ。いいからゆっくりして」

　リオナを触さわる手を止め、シャンリンはもう一度レクシィの横に膝をついた。

「あ、はい……」

　大人おとなしくその場に座り直すレクシィ。

「……しかし、さすがでございますわ。こういう時のために、動き方についても練り上げてらっしゃるのでございますね」

　リオナに、レクシィはそんな事を言ってきた。

「へ？　動き方？」

　首を傾かしげるリオナ。一体何の話だろう。

「あら、あら？」

　そんなリオナの反応に、レクシィも戸と惑まどう。

「先さき程ほど、リオナさんは打ち合わせもなしに混妖種ポリブリード目指して進まれて、他ほかの方々もすぐにその援えん護ごをしてらしたでしょう？　あれ程までに呼吸を合わせて動けるのは、やはり常つねからの訓練の賜たま物ものでございましょう？」

「あー……」

　なるほど、レクシィの言いたい事は分かった。

「いやあ、そういうことじゃないのよ」

　何と説明すればいいだろう。少し考えてから、リオナは正直に話すことにした。

「別に何か練習したってわけじゃないのよね。今のとか、ぶっつけ本番だし」

「ええっ？　まことでございますか？」

　目をまん丸に見開くレクシィ。余程驚おどろきだったらしい。

「前に似たような状じよう況きようがあったっていうのもあるけど……うーん……」

　言葉で説明するのが、中々難しい。リオナが考え込んでいると、

「わたしとリオナの絆きずなが、それだけ強いということ。愛し合う二人は心で繋つながってる」

　誤解を招きそうな表現を用いながら、シャンリンがまたまとわりついてくる。

「だから手つきがいつもやらしいの！　いい加減にしないと怒おこるよ!?」

「えー。ウチかて頑がん張ばったのにー。褒ほめてぇなー」

　ぶーっとむくれるミカエラ。

「特に出番のなかったわたしは、並々ならぬ疎そ外がい感に襲おそわれてしまうわけですが……」

　ボビーはしょんぼりしている。

「……まあ、要するに。分かってたのよね」

　やっとのことでシャンリンを引き剥はがしてから、ふふっとリオナは笑った。

「いちいち言わなくても、大だい丈じよう夫ぶだって。あたしの考えてること、気付いてくれるって」

「ま、そういうこったな」

　そこで、ウィルが言った。

「仲間ってのは、そういうもんなんだよ。何も言わなくたって、分かり合えるんだ」

「やだもう、なに勝手に一番美お味いしいところ持ってってるのよっ」

　むーっとむくれるリオナ。

「へへっ。社長権限だよ」

　おどけた様子でそんな事を言うと、ウィルはレクシィに向き直った。

「さて、とりあえずこれで──仕事終しゆう了りようって感じでいいのか？」

「はい。本当に、お世話になりました」

　レクシィが、再び礼をする。

「はは。そうかしこまるなってば。……で、これからどうするよ」

　ウィルが聞く。

「そう、でございますね……」

　レクシィは、館やかたのあった場所を見つめた。

「ご覧くださいまし。あれほど美しかった建物が、なんと無残なことでございましょう」

　確かにその通りである。至る所が食い荒あらされ、以前の原形すら留とどめていない。

「でも、例えばお館で働いていた罪のない方々には叱しかられる表現ではありましょうが、わたくしはあれを見ていると──何だか、心が弾はずむのでございます」
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　そう言って、レクシィはコヨーテカンパニーに向き直ってくる。

「わたくしを縛しばり付けていた鎖くさりが、砕け散ったように思える──という感じでございましょうか。こんなに気分が浮うき立つのは、一体いつ以来でございましょう」

　空を見上げる、レクシィ。

「どこへでも行ける。何でも出来る。そんな風に思えるのでございます」

　朝日はまだ昇のぼらない。夜と朝の間の世界を淡あわい紫むらさき色いろが染め上げている。

「……で。貴女あなたは、どこへ行って、何をするつもり？」

　リオナは、レクシィにそう訊たずねてみた。

「わたくしの行きたい場所。わたくしのやりたいこと」

　少し考えてから、レクシィは明るい笑え顔がおになる。

「それは──」
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「貴族の栄光を取り戻もどしたい……『英えい雄ゆう』になれなかった男達のあがき」




　一つの醜しゆう聞ぶんが、エアラー王国の上流階級を揺ゆるがせている。フェルポ伯はく爵しやくレジナルド・オルサリバンと、マリト子し爵しやくカーティス・リッツストーンが、混妖種ポリブリード取とり締しまり法ほうの違い反はんにより逮たい捕ほされたのだ。

　とりわけ、オルサリバン容疑者の逮捕は関係各所に衝しよう撃げきを与あたえている。何しろ彼は、「端たん整せいな容よう貌ぼうと洗練された振ふる舞まいで、貴婦人方の間では大人気。サークフライ侯こう爵しやくと並ぶ、社交界のプリンス」（社交界関係者）という有名人だからだ。

　彼は自みずからの婚こん約やくパーティーにおいて。密ひそかに飼っていた混妖種ポリブリードを殺害しようとしたところを、内ない偵てい捜そう査さ中だった王国警察の巡察官に発見され、あえなくお縄なわになってしまった。

　彼がパーティーの場にそんな企き画かくを用意したのは、貴族の伝統が理由なのだという。

「貴族にはかつて、混妖種ポリブリードを殺して神々に捧ささげ、婚約の誓ちかいの証あかしとする習慣があった。その伝統を復活させようと考えたのだろう」（同）

　結果的にその行おこないが「伝統」に泥どろを塗ぬる結果になったのだから、皮肉なものだ。


週刊エレメント　特集記事より













「ゆきーて、かえれぬ、そのさーきにー。こえーて、もどれぬ、そのさーきにー」

　鼻歌を歌いながら、リオナは掃そう除じをしていた。はたきで埃ほこりや蜘く蛛もの巣を払はらい、ごみをほうきで掃はき集め、雑ぞう巾きんで床ゆかを拭ふき浄きよめる。

「本当に、すまないねえ。お菓か子し食べるかい？」

　そうお礼を言ってきたのは、一人の老女だった。椅い子すに座って、編み物をしている。

「前に住んでいた人が引っ越こしたのは、もう随ずい分ぶん前で。定期的に掃除したかったんだけど、わたしも旦那だんなも年でねえ」

　以前、病院に行く途と中ちゆうで車が溝みぞに嵌はまり立ち往おう生じようしていた老夫婦の、あの老女である。今では、数少ない常連客リピーターとして、夫婦で管理している集合住宅の掃除や保守などの仕事を依い頼らいしてもらっているのだ。

「お任せ下さいねー。ぴっかぴかにしてあげますよ」

　老女の方を向くと、リオナはどんと自分の胸を叩たたく。

「ありがとう、助かるわ。ところでお菓子食べるかい？」

「ああ、掃除が済んだら頂きますね」

　苦く笑しようするリオナ。なぜ、お年寄りは食べ物を勧すすめたがるのだろう。

　──こんこん、と。扉とびらをノックする音がしたのは、その時だった。

「失礼します。外がい壁へきの修理が一段落ついたので、報告に参りました」

　聞こえてきた声は、新しく入社した同どう僚りようのものだった。

「どうぞどうぞ、入って頂ちよう戴だい。お菓子食べるかい？」

　老女が、またも菓子を勧める。

「すいません、まだ手を洗っておりませんので。後で頂きますわ」

　それに対して、部屋に入ってきたリオナの同僚──すなわちレクシィは、申し訳なさそうに苦笑した。

「壁かべでございますが、ひとまず大丈夫な程ほどには修しゆう繕ぜんいたしました。でももし何か問題があったら、いつでも言ってくださいましね」

　レクシィの出いで立ちは、オーバーオールに鳥打ち帽ぼうというものだった。貴族の令れい嬢じようというより、仕事帰りの魔石鉱労働者ストーンワーカーのような出で立ちである。腰こしから下げている工具入れの袋ふくろが、いかにも彼女らしい。







　──あの後。レクシィは「コヨーテカンパニーで働きたい」と懇こん願がんしてきた。

　一応採用会議らしきものを開いてみたが、結論は簡単に出た。異論なし、多数決では５（＋ゲスト票１）対０でもって、正式採用が決定されたのだった。







「ただいま～」

　仕事を終えたリオナ達は、半ば無理矢理持たされたお菓子の山を抱かかえ、事務所へと帰ってきた。

「……って、あれ？」

　鍵かぎが掛かかっていなかったので誰だれかいると思ったのだが、事務所はもぬけの殻からである。

「またアイツね……」

　誰の仕し業わざなのかは、すぐに見当がついた。溜ため息いきをつくリオナである。

「皆みな様さま、まだお帰りではないようでございますね」

　予定の書かれたボードを見やりながら、レクシィが独りごちた。

「ちゃんと仕事してくれてたらいいんだけど……」

　言いながら、リオナはソファに腰を下ろす。

「ふふ。皆様ならきっと大丈夫でございますわ」

　リオナの向かいに座ると、レクシィは微笑ほほえんだ。

「そっかなぁ……ま、とにかくお疲つかれ様さま、レクシィ。どう、仕事には慣れてきた？」

「ええ。自分の技術を使って喜んで頂いて、その上お礼まで頂けるなんて、本当に幸せな気持ちでございます」

　リオナの問いに、レクシィは嬉うれしそうに微笑む。

「わたくしからもお訊たずねしたいのですが、いかがでございましょう。わたくしは、役に立っておりますか？」

　それから、少し不安げな表情になった。

「立ってる立ってる！　もうレクシィなしの状態には戻れないよ！」

　力ちから一いつ杯ぱい保証するリオナ。レクシィの技術は、他の面々とは一味も二味も違ちがい、なおかつ汎はん用よう的でどんな場面でも活かつ躍やくの機会がある。実に素す晴ばらしいものである。

「まあ、まあ。それは嬉しいお言葉でございます」

　ほっとしたように、レクシィが胸に手を当てる。

「もっと自信を持てばいいのよー。そういうことにかけては、どっかのぽんこつ社長の五億倍頼たよりになるわよ」

「まあ、まあ。社長はわたくしの五億分の一しかお値打ちがございませんの？」

「過大評価し過ぎ？　分母のゼロもう一つ増やしとこうか？」

「ふふ、うふふ。リオナさんは辛しん辣らつでございますわね」

　くすくす笑ってから、ふとレクシィはリオナを見つめてくる。

「……やはり、リオナさんと社長は仲がよろしゅうございますね」

「ほえっ!?　なな、なんでそうなるのよ！　レクシィまでそんな勘かん違ちがいしないで！」

　まったくへんてこな話である。どうしてもみんなウィルとリオナを、その、くっつけたがるのか。

「あら、左様でございますか。わたくしの勘違いだと、そう仰おつしやるのでございますね？」

「そ、そうよ。そうに決まってるわよ。どうだっていいのよ、あんなヤツ」

「ふーむ、なるほど。でしたら……」

　いきなり、レクシィは腰を曲げ、リオナの耳元に口を寄せてきた。

「わたくしが、社長と親しくなってしまいますが、それでよろしゅうございますね？」

「──っ!?」

　囁ささやかれた予想だにしない言葉に、リオナは思わず硬こう直ちよくした。

「さて、宣戦布告は済ませましたわ。受けて頂けるかは、分かりませんけれども──」

「おっす、今戻ったぞ」

　がちゃり、と。その時、扉が開いた。

「……うげっ」

　呻うめくリオナ。誰あろう、姿を現したのはウィルだったのだ。

「おお、おっす」

　ウィルが、手を上げてくる。

　おっすではないと思うリオナである。何というタイミングで登場しちゃってくれるのか。

「一仕事、終わりましたわよ」

　レクシィはウィルにとことこと駆かけ寄り、そんな報告をしてから、

「わたくし、頑がん張ばりましたのよ。褒ほめてくださいまし」

　なんと、あろうことか、ウィルの腕うでに自分の腕を絡からめてひっついた。

「おわっ!?」

　いきなり体を押しつけられたウィルが、実に分かりやすく狼狽うろたえる。

「ちょ、ちょちょ、ちょっと待ったー！」

　慌あわてて駆け寄るリオナ。

「おや、どうなさいました？」

　より一層ウィルにくっつきながら、レクシィは悪戯いたずらっぽく笑う。

「別に、社長のことはどうだっていいのでございましょう？」

「そ、そうだけど！　ダメなの！」

「聞きましたところ、あのパーティーでお二人は夫婦ふうふということにしていらしたのでしょう？　だったら、腕くらい組んだはずでございます」

「むぐっ……」

　その時のことを思い出し、リオナは言葉に詰つまる。

「だったらわたくしも腕を組んで歩きたいのでございます。リオナさんだけ狡ずるうございますわ。ダメなんて、言わせませんことよ」

　そう言って、レクシィはべーっと可愛かわいらしく舌を出した。

「ダメじゃないけど、その……ダメなのー！」

「いい台詞せりふ。もう少し扇せん情じよう的に色っぽく言ってくれればなおよし」

　どこからともなくシャンリンが現れ、がばっと抱だきついてくる。

「うぎゃー!?　前まえ触ぶれなさ過ぎ!?」

「あ、リオナ達も終わったんやー」

「今日も今日とて、踏ふみ台のような仕事でした……」

　ボビーとミカエラも、戻もどって来た。

「なんでぇな、ウチは大活躍したやろ」

「ああそうですね……猿さるのように飛び回りながら活躍するさまは、お見事でございました……」

「淑女レデイを猿呼ばわりすなー！」

　ぽかすかボビーを殴なぐるミカエラ。

「全員揃そろったわねー。……さ、仕事も一段落したし、これからどうしよっか」

　見回して聞いてみると、

「釘くぎの残りが少のうございますので、買いに行きたく存じます」

「わたしとリオナが愛の逃とう避ひ行こう」

「ご飯がええー。……ってお菓子あるやん！　もーらいー！」

「ふんむぅ……部屋にこもってゆっくりしたいですね……」

「あ、煙草たばこがもうねえんだ。おい、買ってきてくれよ」

　笑ってしまう程ばらばらの意見が噴ふん出しゆつした。

「まったくもう……」

　呆あきれつつ、しかしリオナは嫌いやな気分ではなかった。

　思い思いのことを言って、それぞれに全まつたく違う個性を持っていて。

　しかし、一ひと度たび事件があれば、団結して事にあたる。そんな──素晴らしい仲間。

　──ふと、リオナはちらりとウィルの方を見た。

「ん、何だよ」

　最後の一本らしき煙草を咥くわえたウィルが、眉まゆをひそめてきた。

　──普ふ段だんは間ま抜ぬけで意地悪で、いまいち頼りにならないウィル。それでも、ここぞという時には命いのち懸がけで戦う。

　きっと。そんな彼だからこそ、みんなの信しん頼らいを得られるのだろう。

「べっつにー。……てか、鍵を閉め忘れたでしょ。泥どろ棒ぼう入ったらどうするのよ」

　なんて事を考えているくせに、リオナは憎にくまれ口を叩たたいた。素直に褒めるのは──なんだか照れくさいのだ。

「ん？　ああ、そうだっけかな……」

　煙草に火を点つけながら、わざとらしく目を逸そらすウィル。

「そうだっけかな、じゃないでしょ。しっかりしてよね、泥棒が入ったらどうするの」

「いや、だって──」

　ウィルが何事か言い訳しようとしたところで、

「あの、すいません」

　がちゃりと扉とびらが開いた。

「お願いしたいことがあるんですけど……」

　入ってきたのは、一人の女性。なにやら、困った様子だ。

「いらっしゃいませ！」

　笑え顔がおで振ふり返り、リオナは元気いっぱい声を掛ける。

「ようこそ、コヨーテカンパニーへ！」








　あとがき




　どうも皆みな様さまごきげんよう。尼あま野のゆたかです。このたびは、拙せつ著ちよ「響空のエレメントバレット２」を手にとって下さり、ありがとうございます。







　この２巻は、原稿は割と早い段階から書き上がっていたのですが、その他の作業が少々駆かけ足あし気味で、このあとがきも「明日までには書いて下さい」みたいな感じで新担当のＭ井さんから連れん絡らくを頂きました。

　早さつ速そく仕上げるべくネットブックを立ち上げ、ベッドにうつぶせになってワープロソフトを起動し、さあ書くぞと張り切っているうちにいつの間にか寝ねてしまいました。

　目が覚めると朝。八時間程ほど寝てしまった計算になります。これはまずい！　既すでに明日になってしまっている！

　そして今思い出したのですが、晩ご飯用に炊たいた米も尼野ゆたかと一いつ緒しよに朝を迎むかえてしまっています。いかん……このままだとご飯がダメになってしまう……。

　というわけで、二重の意味で急がねばならなくなりました。うおおお。




　まずは謝しや辞じを。

　せんむさん。今回も素す敵てきなイラストをありがとうございます。設定的にも色々とややこしいことをお願いしてばかりですが、それでも常に素晴らしいイラストを描かいて頂けて感服するばかりです。

　新担当のＭ井さん。繰くり返し遅おそくまで打ち合わせに付き合って頂いたり、わざわざ何度も大阪まで足を運んで頂いたり、本当にお世話になりました。感謝しております。これからもよろしくお願いします。

　前巻の販はん促そくに協力して頂いた書店の皆様。お忙いそがしい中、わざわざ時間を割さいてくださったこと、恐きよう縮しゆく致しております。これからも頑張ります。

　家族のみんな友人諸しよ君くん。多くは語らずとも伝わるに違いない。ありがとう。

　読者の皆様。２巻もおつきあい下さりありがとうございます。楽しんで頂けたら幸いです。







　２～４枚程度ってことらしいので、そろそろＯＫでしょうか。よーし早速ご飯を……ってあれ!?　今思い出しましたけど、そういえば昨日の昼間に洗せん濯たく機き回してそれっきりだった！　こりゃいかん！

　というわけで失礼いたします。えらいこっちゃえらいこっちゃ。





二〇一一年九月　尼野ゆたか













響きよう空くうのエレメントバレット２















尼あま野のゆたか
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